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お問い合わせ先

◇農 薬 の 保 管 は 鍵 の か か る 場 所 に 保 管 し よ う

令　和　２　年　度

南 幌 町 農 作 物 病 害 虫 ・

雑 草 防 除 ガ イ ド

（ 含 ： 植　物　成　長　調　整　剤　使　用　ガ　イ　ド ）

南　 幌　 町　 農　 業　 指　 導　 協　 議　 会
南　 幌　 町 ・ 南　幌　町　農　業　協　同　組　合

南 幌 町 農 業 協 同 組 合 営 農 部 資 材 課

空 知 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー 空 知 南 西 部 支 所

◇安 全 性 の 高 い 、 良 質 ・ 良 食 味 の 農 産 物 を 生 産 し よ う

◇病 害 虫 は 早 期 発 見 ・ 適 正 防 除 で 低 コ ス ト を 目 指 そ う



１． 農薬を使う前に必ずラベル（説明書）をよく読み、対象作物、使用濃度・量・時期・回数などの使用基準を守り、ラベルの記載内容以外には使用し
ないこと。

２． 病後、疲労しているときなど体調の優れない状態、特異体質、妊娠中の人は、散布作業に従事しないこと。

３． 散布作業の現場には、子供その他関係者以外の人が近づかないよう、必要に応じ立て札を立てるなどの配慮をするとともに、周辺圃場、居住人、
通行人などに飛散しないよう十分注意すること。

４． 散布液の調製や散布作業には、農薬を浴びないよう、必ず農薬用マスク、不浸透性手袋、保護メガネを着用し、専用の防除衣、帽子、長靴など
を用いて露出部分を少なくすること。

５． 防除機具は、事前に十分整備・点検を行っておくこと。

６． 散布作業は熱い日中を避けて、風の強くない、朝夕の涼しい時を選び、一人で長時間の連続散布作業はしないこと。

７． 散布作業中の喫煙・飲食は避け、作業後は必ず石鹸で顔や手足をよく洗い、うがい・洗眼をし、作業衣は速やかに着替えること。

８． 散布中や散布後に、めまい、吐き気など体に異常を感じたら、直ちに医師の診断を受けること。

９． 使った容器や防除機具などはただちに洗浄、残った散布液や洗浄液は、用水や河川などに流れ込んだり、井戸水を汚染したりする恐れがなく、
また作物を植えることがない場所を選び、土にしみこませるよう処分すること。

１０． 地域住民や飼養動物（家畜、魚、蚕、ミツバチなど）に中毒事故や危被害が起きたり、他作物に飛散したり、薬害が出た場合は速やかに周辺住
民、最寄りの警察署、保健所等の関係各方面に連絡をとり対策を講ずること。

１１． 農薬の使用状況を帳簿に記載、使用した年月日、場所、農作物、農薬名、使用量・希釈倍数などを記録しておくこと。

１２． 使い残した農薬は、密栓・密封して、湿度や温度の高い所を避け、農薬専用の保管庫に収納し、必ずカギをかけて、子供などの手の届かない
ところに保管すること。

１３． 空袋、空びんなどの空容器は、残った農薬を適正に除去し、廃棄物処理業者に委託するなど、適切に処分すること。

農 薬 安 全 使 用 の た め の １３ ヶ 条



項 目 ページ 項 目 ページ

農薬安全使用のための１３ヶ条 表紙裏

1 水稲防除ガイド 1 　資料（１） 無人ヘリコプター散布用農薬 23

（１） 種子消毒・殺菌剤 1 　資料（２） 速度連動式地上液剤少量散布用農薬（パンクル） 23

（２） 殺虫剤 1

（３） 殺菌・殺虫剤 2 8 水稲除草剤・成長調整剤使用ガイド 24～25

2 小麦（秋小麦・春小麦）防除ガイド 3 9 畑作除草剤・成長調整剤使用ガイド 26～27

3 大豆防除ガイド 4 10 野菜類除草剤・成長調整剤使用ガイド 28～29

4 小豆防除ガイド 5

5 そば防除ガイド 5 11 果樹類防除ガイド(ﾏｲﾅｰ作物ｸﾞﾙｰﾌﾟ化) 30

6 てんさい防除ガイド 6 （１） 果樹類・・共通「作物指定無し」 30

7 野菜類防除ガイド 7 （２） 小粒核果類 30

（１） キャベツ 7～8 （３） ブルーベリー 30

（２） ブロッコリー 9 （４） 果樹類・・自家用果樹・一般的な使用農薬一覧 31

（３） たまねぎ 10

（４） ねぎ 11～12 12 花き類（花き類・観葉植物）防除ガイド 32

（５） 軟白ねぎ 13 ＜きく、ばら、花ゆり、デルフィニュウム等切り花、シクラメン、ベゴニア等鉢物＞ 32

（６） ピーマン 14

（７） はくさい 15 13 樹木類防除ガイド 33

（８） だいこん 16 ＜さくら、もみじ、ライラック、まつ、ぼけ、等樹木類＞ 33

（９） ばれいしょ 16

（１０） トマト 17 農 薬 散 布 の 基 本 技 術 裏表紙裏

（１１） ミニトマト 17

（１２） なす 18

（１３） きゅうり 18     ◆◆ドリフト低減･対策の具体的事項◆◆◆◆ドリフト低減･対策の具体的事項◆◆
（１４） かぼちゃ 19 (１) 散布時は風向きと風速(風速３ｍ/秒以下)に注意する｡
（１５） ほうれんそう 19 (２) 散布は作物の近くから､作物体とノズルの距離に注意する。
（１６） にんにく 19～20 (３) ほ場の端での散布は特に気をつける。
（１７） アスパラガス 20 (４) 散布圧力は上げすぎない。
（１８） しそ 20 (５) 散布時の風圧は控えめにする。
（１９） 未成熟そらまめ 20 (６) 近隣栽培作物を注視し､収穫時期などに留意する。
（２０） さやいんげん 21 (７) ドリフト低減型の散布ノズルに交換する。
（２１） 未成熟とうもろこし（スイートコーン） 21 (８) 遮蔽シート・ネットを設置する。
（２２） すいか 22 (９) ドリフトしにくい農薬・製剤を利用する。

※本書に記載の内容は令和2年1月31日時点の登録内容となっております。農薬使用時には必ずラベルの登録内容を確認し、登録内容に従って正しく農薬を散布しましょう。

農　作　物　病　害　虫　防　除　ガ　イ　ド　・　雑　草　防　除　ガ　イ　ド　目　次



（１）種子消毒・殺菌剤 ※反当薬価はJAなんぽろR2農薬年度当用価格（税込）より算出。 　ピュアライス栽培で使用する農薬は、別途栽培基準の防除体系とする。

ﾋﾟｭｱﾗｲｽ 毒　性

反当薬価 R2年度 系統名 ・ 使用時期・回数 処理濃度・量

（円/10a） 統一薬剤 魚毒性

☆ － － ● ● － ● ● 浸種前乾籾：１回 （種子消毒） 60℃10分間/直後冷却

必要時・・ 食酢による補完防除 ☆ （特定防除資材） － － － （●） － － ハト胸催芽器による出芽時に食酢「穀物酢：酸度4.2%」を2％（50倍液）混入する

18601 - DMI+銅 普・Ｂ ● ● ● ● ● 浸種前：１回 200倍24時間 (種子消毒･浸漬処理)

20889 ベンレ－ト水和剤 (玄米感染種子消毒) - MBC 普・Ｂ － ● － － ● 播種前：１回 500～1,000倍24時間 (種子消毒･浸漬処理)

20889 ベンレ－ト水和剤 (玄米感染種子消毒) - MBC 普・Ｂ ● － － － ● 播種時～播種７日後頃：２回 1,000倍 (ﾏｯﾄ500ml/箱､ﾎﾟｯﾄ300ml/箱灌注)

21298 ブイゲットフロアブル 1,170～2,339 ☆ ﾁｱｼﾞｱｿﾞｰﾙｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ 普・Ｂ － － － － ● 移植３日前～移植当日：１回 25～50倍 (ﾏｯﾄ500ml/箱､ﾎﾟｯﾄ300ml/箱灌注)

22701 - ﾁｱｼﾞｱｿﾞｰﾙｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ 普・Ａ － － － － ● 播種時(覆土前)～移植当日：１回 50g/箱・散粒(床土混和も可)

23195 ルーチンフロアブル 2,351～3,144 ﾁｱｼﾞｱｿﾞｰﾙｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ 普・Ａ － － － － ● 移植３日前～移植当日：１回 75～100倍 (ﾏｯﾄ500ml/箱､ﾎﾟｯﾄ300ml/箱灌注)

23186 スタウト顆粒水和剤 2,351 ﾁｱｼﾞｱｿﾞｰﾙｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ 普・Ａ － － － － ● は種時覆土前～移植当日：１回 200倍 (ﾏｯﾄ500ml/箱､ﾎﾟｯﾄ300ml/箱灌注)

22898 298～397 ﾌｪﾆﾙｱﾐﾄﾞ+芳香族ﾍﾃﾛ環 普・Ａ ● 播種前：１回 6～8g/箱 (土壌混和)

22899 148～296 ﾌｪﾆﾙｱﾐﾄﾞ+芳香族ﾍﾃﾛ環 普・Ａ ● 播種時・発芽後：１回 500～1,000倍 (500ｍｌ/箱・灌注)

19065 2,255～3,383 ﾒﾗﾆﾝ生合成阻害 普・Ａ － － － － ● 葉いもち：初発１０日前～初発時：２回 1～1.5kg/10a (水面施用)

23889 コラトップ豆つぶ 2,821～4,232 ﾒﾗﾆﾝ生合成阻害 普・Ａ － － － － ● 葉いもち：初発１０日前～初発時：２回 250～375ｇ/10a（水面施用）

23172 3,058～3,975 ﾒﾗﾆﾝ生合成阻害 普・Ａ － － － － ● 葉いもち：初発２０日前～初発時：２回 500～650g(10～13ﾊﾟｯｸ)/10a (水面施用)

7290 178 抗生物質 普・Ａ － － － － ● 穂揃期まで：２回 1,000倍

19165 ブラシンフロアブル 440 ﾌｪﾘﾑｿﾞﾝ+ﾌｻﾗｲﾄﾞ 普・Ａ 褐条病● 　　穂枯れ(ごま葉枯病菌●) ● 　７日前：２回 1,000倍

21691 ビームゾル (ﾊﾟﾝｸﾙ) 320 ﾒﾗﾆﾝ生合成阻害 劇・Ａ － － － － ●   ７日前：４回 （本田３回以内） 300倍、25L/10a　(少量散布)

21817 202～323 ﾒﾗﾆﾝ生合成阻害 普・Ａ － － － － ●   ７日前：４回 （本田３回以内） 5～8倍、0.8L/10a　(無人ヘリ散布)

17949 ブラシン粉剤ＤＬ 1,171～1,561 ﾌｪﾘﾑｿﾞﾝ+ﾌｻﾗｲﾄﾞ 普・Ｂ 変色米● 　　穂枯れ(ごま葉枯病菌●) ● 　７日前：２回 3～4kg/10a

注意事項 ＊テクリードＣによる種子消毒は、浸種前に行い消毒は水洗いせずに浸種する（風乾の必要無）。また、消毒液の温度は１０～１２℃程度とし極端な低温は避ける。

＊温湯消毒・薬剤消毒ともに、種子消毒後の種子は、二次感染の無いよう十分な注意が必要である。 ＊温湯消毒の補完防除には、「木酢」「クエン酸」は未検討であるので使用しない。

＊食酢液を作ってから種籾を入れる。１度使用した食酢液は、再使用しない。

＊ブラシンは、幼植物の大豆、小豆、いんげん豆にかかると薬害を生ずる事があるので注意する。

＊ビームは野菜類の幼苗にかかると薬害を生じることがあるので十分注意する。 ☆：ピュアライス用防除剤はＲ２年２品種(ななつぼし・きたくりん)とも同じ。

（２）殺虫剤

ﾋﾟｭｱﾗｲｽ 毒　性

反当薬価 R2年度 系統名 ・ 使用時期・回数 処理濃度・量

（円/10a） 統一薬剤 魚毒性

11188 770～1,027 ﾈﾗｲｽﾄｷｼﾝ 劇・Ｂｓ ● ● － － － 播種前：１回 （床土混和） 稚・中苗 60～80g/ﾏｯﾄ･ﾎﾟｯﾄ

20342 511～1,022 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ ● ● ●(500倍) － － 移植２日前～移植当日：１回 500～1,000倍 (0.5L/ﾏｯﾄ、0.3L/ﾎﾟｯﾄ・灌注)

20798 476～952 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ ● ● ●(200倍) ●(200倍) － 移植３日前～移植当日：１回 200～400倍 (0.5L/ﾏｯﾄ、0.3L/ﾎﾟｯﾄ・灌注)

21471 キラップフロアブル 720～1,440 ﾌｪﾆﾙﾋﾟﾗｿﾞｰﾙ 普・Ａ ● － － － － 移植３日前～移植当日：１回 100～200倍 (0.5L/ﾏｯﾄ、0.3L/ﾎﾟｯﾄ・灌注)

23841 バズ顆粒水和剤 1,211 ☆ ｼﾞｱﾐﾄﾞ 普・Ｂ ● ● － ● － 播種時(覆土前)～移植当日：１回 1,000倍 (0.5L/ﾏｯﾄ、0.3L/ﾎﾟｯﾄ・灌注)

23751 アプライパディート粒剤（殺虫殺菌） 4,649 ☆ ｼﾞｱﾐﾄﾞ+ﾁｱｼﾞｱｿﾞｰﾙｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ 普・Ａ ● ● － ● いもち病● 播種時覆土前：１回 50g/ﾏｯﾄ､30g/ﾎﾟｯﾄ 

23570 4,828 ｼﾞｱﾐﾄﾞ+ﾁｱｼﾞｱｿﾞｰﾙｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ 普・Ａ ● ● ● ● いもち病● 播種時(覆土前)～移植当日：１回 50g/ﾏｯﾄ､30g/ﾎﾟｯﾄ 

22560 フェルテラ箱粒剤 3,812 ｼﾞｱﾐﾄﾞ 普・Ｂ ● ● － ● － 播種時覆土前～移植当日：１回 50g/ﾏｯﾄ､30g/ﾎﾟｯﾄ 

22760 プリンス粒剤 3,766 ﾌｪﾆﾙﾋﾟﾗｿﾞｰﾙ 普・Ｂ ● ● ● ● － 播種時(覆土前)～移植当日：１回 50g/ﾏｯﾄ､30g/ﾎﾟｯﾄ 

18950 660～1,320 ﾈﾗｲｽﾄｷｼﾝ 劇・Ｂｓ ● ●(200g) － － － 移植時：１回 100～200g/10a  (ﾍﾟｰｽﾄ側条施肥混和)

※苗箱処理剤は中苗ﾏｯﾄ10a当たり35枚として薬価を算出。
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スタウトパディート箱粒剤（殺虫殺菌）

＊播種前床土混和は使用濃度が高すぎたり、使用量が多すぎると一時、初期生育が抑制されるので十分注意する。
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＊バズ、キラップ、ルーチン、スタウト、ブイゲットは苗床用液肥との混用は避け、近接散布を行う場合は液肥→殺虫・殺菌剤の順とする。
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ﾑﾚ苗防止、根の生育促進、活着促進●
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アドマイヤー顆粒水和剤

テクリードＣフロアブル

コラトップ１キロ粒剤１２

農　　　薬　　　名

ビームエイトゾル (無人ﾍﾘ)

タチガレエースＭ粉剤

（　温　湯　消　毒）

タチガレエースＭ液剤

コラトップジャンボＰ

カスミン液剤

ルーチン粒剤 （水面施用の登録も有）



ﾋﾟｭｱﾗｲｽ 毒　性

反当薬価 R2年度 系統名 ・ 使用時期・回数 処理濃度・量

（円/10a） 統一薬剤 魚毒性

22079 3,278 ﾌｪﾆﾙﾋﾟﾗｿﾞｰﾙ 普・Ａ － － ● － ● １４日前：２回 3kg/10a(湛水散布)

21471 411～823 ☆ ﾌｪﾆﾙﾋﾟﾗｿﾞｰﾙ 普・Ａ ● ｲﾅｺﾞ類● ● － ● １４日前：２回 1,000～2,000倍 (ﾄﾞﾛｵｲ 2,000倍)(少量･無人ﾍﾘ有)

21259 463 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ － － ● － ● 　７日前：３回 1,000倍（少量散布300倍）

22367 430 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ － － ● － ● 　７日前：３回 24倍、0.8L/10ａ　(無人ヘリ散布)

20798 272 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ ● － ● － ●   ７日前：３回 1,000倍、25L/10a　(少量散布）

20798 272 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ ● － ● － ●   ７日前：３回 4,000倍

17167 424～848 ☆※ 合ﾋﾟﾚ 普・Ｂ ● ｲﾅｺﾞ類● ● － ● １４日前：３回 1,000～2,000倍（イネミズゾウムシ、カメムシ2,000倍）

17167 354～707 ☆※ 合ﾋﾟﾚ 普・Ｂ ● ● ● － ● １４日前：３回 300～600倍、25L/10a (少量散布）（カメムシ600倍）

19670 459 ☆※ 合ﾋﾟﾚ 普・Ｂ － ｲﾅｺﾞ類● ● － ● １４日前：３回 16倍、0.8L/10a　（無人ヘリ散布）

16767 1,028 ﾈﾗｲｽﾄｷｼﾝ+合ﾋﾟﾚ 普・Ｂｓ ● ● ● ● － １４日前：３回 3kg/10a

21470 キラップ粉剤DL 1,067～1,423 ☆ ﾌｪﾆﾙﾋﾟﾗｿﾞｰﾙ 普・Ａ ● ｲﾅｺﾞ類● ● － ● １４日前：２回 3～4kg/10a

20814 1,100 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ ● ｲﾅｺﾞ類● ● ● ●   ７日前：３回 3kg/10a

20801 ダントツ粉剤ＤＬ 836～1,115 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ ● ｲﾅｺﾞ類● ● ● ●   ７日前：３回 ﾄﾞﾛｵｲ・ﾌﾀｵﾋﾞ 3kg/10a、ｶﾒﾑｼ・ｳﾝｶ 3～4kg/10a

16754 1,127～1,503 ☆※ 合ﾋﾟﾚ 普・Ｂ ● ●（成虫） ● ● ●   ７日前：３回 3～4kg/10a(ｲﾅｺﾞ類にも効果有）

注意事項 ＊イネドロオイムシは、産卵最盛期に株当たり平均２卵塊以上になったら防除する。

＊イネミズゾウムシは、畦際３～４ｍの額縁散布を実施する。 ＊ニカメイガの発生圃場が散見されるので適期に適正防除をする。

＊ウンカ類は、登熟の後半に発生が多いので、早めに防除を実施する。 ＊ダントツＥＸフロアブルの無人ヘリでアカヒゲホソミドリカスミカメのみ３６倍登録あり。

＊ダントツは、マルハナバチ、ミツバチを飼養する地域での散布は避ける。 ☆：ピュアライス用防除剤はＲ２年２品種(ななつぼし・きたくりん)とも同じ。

＊スタークル液剤・粉剤DL、ダントツ水溶剤・粉剤DL、トレボン乳剤・粉剤DLはツマグロヨコバイにも登録あり ☆※：きたくりん（ピュアライス）はいもち病防除が不要なため、トレボン単剤を使用できる。

（３）殺菌・殺虫剤 ※反当薬価はJAなんぽろR2農薬年度当用価格（税込）より算出。

ﾋﾟｭｱﾗｲｽ 毒性

R2年度 系統名 ・ 使用時期・回数 　使　　用　　倍　　率

統一薬剤 魚毒性

22636 587 抗生+ﾄﾘｼｸﾗ+合ﾋﾟﾚ 普・Ｂ ● ● － ● － 穂揃期まで：２回 300倍、25L/10a　(少量散布）

21745 612～918 ☆ ﾄﾘｼｸﾗ+合ﾋﾟﾚ 普・Ｂ ● ● － ● － １４日前：３回 120～180倍、25L/10a (少量散布)

21745 705 ☆ ﾄﾘｼｸﾗ+合ﾋﾟﾚ 普・Ａ ● ● － ● － １４日前：３回 5倍、0.8L/10a　(無人ヘリ散布）

22927 633 ﾌｪﾘﾑｿﾞﾝ+塩素+ｴﾁﾌﾟﾛ 普・Ａ ● ● － － － １４日前：２回 300倍、25L/10a　(少量散布）

22927 758 ﾌｪﾘﾑｿﾞﾝ+塩素+ｴﾁﾌﾟﾛ 普・Ａ ● ● － ● － １４日前：２回 8倍、0.8L/10a　(無人ヘリ散布）

22490 1,545～2,060 抗生+ﾄﾘｼｸﾗ+合ﾋﾟﾚ 普・Ａ ● ● － ● － 穂揃期まで：２回 3～4kg/10a

17657 ビームトレボン粉剤５ＤＬ 1,424～1,899 ☆ ﾄﾘｼｸﾗ+合ﾋﾟﾚ 普・Ｂ ● ● － ● 穂枯れ● 　７日前：３回 3～4kg/10a、ｶﾒﾑｼ類 4kg/10a

18171 ブラシントレボン粉剤ＤＬ 1,870～2,493 合ﾋﾟﾚ+ﾌｪﾘ+有塩 普・Ｂ ● ● 変色米● ● 穂枯れ● 　７日前：２回 3～4kg/10a、ｶﾒﾑｼ類 4kg/10a

注意事項

＊カメムシ類は、畦畔、水田隣接のイネ科作物の発生状況に注意し、適正な防除に努める。 　　　　　　＊ダブルカットトレボン粉剤DL、ビームトレボン粉剤5DLはツマグロヨコバイ、コブノメイガにも登録がある。

＊葉いもち病は、早期発見に努め初期防除を徹底する。 　　　　　　＊ブラシントレボン粉剤DLはツマグロヨコバイ、ごま葉枯病にも登録がある。

＊穂いもち病は、出穂直前、出穂期～出穂揃の散布を重点として、予防的防除に努める。 　　　　　　☆：ピュアライス用防除剤はＲ２年２品種(ななつぼし・きたくりん)とも同じ。

＊ブラシン等フェリムゾン製剤は、幼植物の大小豆等に薬害を生ずる恐れがあるので注意する。

＊ビームエイトトレボンゾルは、野菜類の幼苗に薬害を生じる恐れがあるので注意する。
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使用農薬はドリフト（飛散）しない様に注意しよう

トレボン乳剤

トレボン乳剤 (ﾊﾟﾝｸﾙ)

エビセクトトレボン粉剤ＤＬ

トレボン粉剤ＤＬ
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ビームエイトトレボンゾル  (無人ﾍﾘ)
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ダブルカットトレボン粉剤ＤＬ
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ダントツEXフロアブル (無人ﾍﾘ)

キラップ粒剤

キラップフロアブル

ビームエイトトレボンゾル (ﾊﾟﾝｸﾙ)

ダブルカットトレボンフロアブル (ﾊﾟﾝｸﾙ)

ブラシンキラップフロアブル (無人ﾍﾘ)

ブラシンキラップフロアブル (ﾊﾟﾝｸﾙ）

ダントツ水溶剤 (ﾊﾟﾝｸﾙ)



※反当薬価はJAなんぽろR2農薬年度当用価格（税込）より算出。

毒性

農　　　薬　　　名 反当薬価 系統名 ・ 適正使用基準 倍率・使用量

（円/10a） 魚毒性

20887 ベンレートＴコート - ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ+MBC 普・Ｃ ● ● ● － － － － － － － － 播種前 ：１回（種子消毒） 種子重量の0.5%粉衣

22579 ベフラン液剤２５ - ﾋﾞｽｸﾞｱﾆｼﾞﾝ 劇・Ａ ● － ● ● － － － － － － － 播種前 ：１回（種子消毒） 3～5ml/種子1kg (0.3～0.5%)吹付

22579 ベフラン液剤２５ - ﾋﾞｽｸﾞｱﾆｼﾞﾝ 劇・Ａ － － － ● － － － － － － － 播種前 ：１回（種子消毒） 30～50ml/種子1kg (3～5%)10倍液､塗沫

22644 ベフランシードフロアブル - DMI+ﾋﾞｽｸﾞｱﾆｼﾞﾝ 劇・Ｂ ● ● － ● － － － － － － － 播種前 ：１回（種子消毒） 5ml/種子1kg 吹付又は塗沫処理

- メチレンブル－ＦＺリキッド(非農薬) - ﾒﾁﾚﾝﾌﾞﾙ- － － － － － － － － 播種前 ：－ ﾍﾞﾌﾗﾝ等薬剤使用量の1.2～2%添加

17725 チルト乳剤２５ 623 DMI 普・Ｂ ● － － ● ● － － － － － － 根雪前：２回 750倍（紅色雪腐・小粒菌核750～1,000倍）

20285 シルバキュアフロアブル 426～851 DMI 普・Ｂ － － － － ● － － － － － － 根雪前：１回 1,000～2,000倍（無人ヘリ16倍・0.8L/10a）

22631 フロンサイドＳＣ 1,096 ﾋﾟﾘｼﾞﾅﾐﾝ 普・Ｃ － － － ● ● － － 根雪前：２回 1,000倍（小粒菌核1,000～2,000倍）

22266 モンカットベフランフロアブル 869 SDHI+ﾋﾞｽｸﾞｱﾆｼﾞﾝ 劇・Ｂ － － － ● ● － － 根雪前：２回 500倍 (無人ヘリ 4倍・0.8L/10a)

20624 ランマンフロアブル 821 QiI 普・Ａ － － － － － － － 根雪前：３回 1,000倍（無人ヘリ 8倍・0.8L/10a）

22188 ユニックス顆粒水和剤４７ 686～1,373 AP 普・Ｂ － － － － － ● ● － － － － ４５日前：２回 500～700倍 (うどんこ700～1,000倍)

21468 カンタスドライフロアブル 851 SDHI 普・Ａ － － － － － ● － － － － － ４５日前：２回 1,500倍

20574 アミスター２０フロアブル 511～765 QoI 普・Ｂ － － － － － － ● ● － － － 　７日前：３回 2,000～3,000倍

24182 イントレックスフロアブル 589 SDHI 普・－ － － － － － － － ● － － － 　７日前：３回 2,000倍

20285 シルバキュアフロアブル 426 DMI 普・Ｂ － － － － － － ● ● ● － － 　７日前：２回 2,000倍（無人ヘリ 16倍・0.8L/10a）

23500 リベロ水和剤 439 DMI 普・Ｂ － － － － － － ● ● ● － － 　７日前：３回 2,000倍

11574 トップジンＭ水和剤 322～483 MBC 普・Ａ － － － － － ● ● － ● － － １４日前：３回 （出穂後２回) 1,000～1,500倍 (うどんこ2,000倍）

22579 ベフラン液剤２５ 315～631 ﾋﾞｽｸﾞｱﾆｼﾞﾝ 劇・Ａ － － － － － － ● － ● － － １４日前：３回 （出穂後１回） 1,000～2,000倍 (うどんこ1,000倍)

21860 ベフトップジンフロアブル 640～800 ﾋﾞｽｸﾞｱﾆｼﾞﾝ+MBC 劇・Ａ － － － ● － － ● － ● － － １４日前：３回 （出穂後１回） 800～1,000倍 (紅色雪腐 750～1,000倍)

17725 チルト乳剤２５ 234～467 DMI 普・Ｂ － ● ● ● ● － －   ３日前：３回 1,000～2,000倍 (赤さび1,000～3,000倍・うどんこ2,000～3,000倍)

21812 ウララＤＦ 224 ﾋﾟﾘｼﾞﾝｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ 普・Ａ － － － － － － － － － ● － 　７日前：２回 4,000倍

5623 エルサン乳剤 316 有機ﾘﾝ 劇・Ｂｓ － － － － － － － － － ● ●   ７日前：４回 1,000倍 (ｱﾜﾖﾄｳ・ﾑｷﾞｷﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ可)

20406 ゲットアウトＷＤＧ 189～253 合ﾋﾟﾚ 劇・Ｃ － － － － － － － － － ● － ２１日前：３回 3,000～4,000倍

23643 ペイオフＭＥ液剤 259 合ﾋﾟﾚ 劇・Ｃ － － － － － － － － － ● －   ７日前：２回 2,000倍

20641 モスピランＳＬ液剤 307 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － － － － － － － ● － 　７日前：２回 4,000～6,000倍（ﾑｷﾞｷﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ4,000倍）

注　意　事　項　　

　＊種子吹付：ベフラン液剤25やベフランシードフロアブルにはメチレンブルーを加用する。

　＊雪腐病防除では、薬剤散布後30㎜以上の降雨があった場合や、根雪までの期間が長すぎた場合には再散布も考慮する。 塗りつぶしは、新規掲載 赤 か び 病 防 除 基 準 (南 幌)

　＊雪腐病防除において、フロンサイドＳＣは残効が長く早期散布が可能であり、総降雨量150㎜までは再散布の必要がない。  １回目： シルバキュアフロアブル　または　リベロ水和剤

　＊眼紋病防除では、水量を120Ｌ以上とし、地際部まで薬剤がかかるよう散布。  ２回目： トップジンＭ水和剤

　＊チルト乳剤25は、野菜類（特にあぶらな科、なす科、うり科、レタス、玉葱）、豆類、果樹類にかかると生育抑制や、縮葉などの薬害が生じる可能性があるので十分注意する。  ３回目： ベフラン液剤２５

　＊チルト乳剤25などＤＭＩ剤は耐性菌が出現する可能性があるので、総使用回数に注意する。  ４回目： チルト乳剤２５

　＊赤かび病防除では、発生状況により薬剤変更の場合もある。

　＊ベフラン液剤25は、大粒菌核病：根雪前1,000倍の登録あり。

＊うどんこ病｢4月下旬頃｣･･･ユニックス顆粒水和剤４７

＊赤さび病｢5月中旬頃～｣･･･発生を確認したら防除！

２．小　麦（秋小麦・春小麦）防　除　ガ　イ　ド
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雪腐大粒菌核病●

(無人ﾍﾘの散布登録もあり）

健全種子を使用して連作を避けよう

(ベフラン液剤の色付)

雪腐大粒菌核病●



※反当薬価はJAなんぽろR2農薬年度当用価格（税込）より算出。

毒性

農　　　薬　　　名 反当薬価 系統名 ・ 適正使用基準 倍率・使用量

（円/10a） 魚毒性

20604 キヒゲンＲ-２フロアブル - ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 普・Ｃ － ● ● － － 播種前：１回 （原液種子塗沫） 20ml/種子1kg　*ﾁｳﾗﾑ80とは併用しない

22687 チウラム８０ - ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 普・Ｃ － － － － － － － － 播種前：１回 （種子粉衣） 2～5g/種子1kg　*ｷﾋｹﾞﾝとは併用しない

20624 ランマンフロアブル - QiI 普・Ａ － ● － － － － － － － － － 播種前：１回 （原液種子塗沫） 種子重量の1～2％

21409 クルーザーＦＳ３０ - ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ － － － － － ● ● － － 播種時：１回 （原液種子塗沫） 6ml/種子１kg (処理乾燥後にﾁｳﾗﾑまたはｷﾋｹﾞﾝ)

22917 クルーザーＭＡＸＸ - ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ+PP+PA 普・Ｂ ● ● ● － ﾊﾄ等
● 播種前：１回 （原液種子塗沫） 8ml/種子１kg (ﾁｳﾗﾑ80との併用は不要)

22634 ダイアジノン粒剤５ 2,104～3,156 有機ﾘﾝ 普・Ｂｓ － － － － － ● － － － － － ３０日前：５回 播溝施用 4～6kg/10a

20574 アミスター２０フロアブル 511～765 QoI 普・Ｂ ● ● － － － － － －   ７日前：２回 2,000倍 (紫斑病 2,000～3,000倍)

23919 オルフィンフロアブル 1,021 SDHI 普・Ａ － － ● ● － － － － － － －   ７日前：３回 2,000倍

22582 グリーンペンコゼブ水和剤 281 ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 普・Ｂ ● － － － － － － － － － － ４５日前：３回 400倍

22345 ジマンダイセン水和剤 314～470 ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 普・Ｂ ● － － － ● － － － － － － ４５日前：３回 400倍 (紫斑病 400～600倍)

14498 スミレックス水和剤 620～1,241 ｼﾞｶﾙﾎﾞｷｼｲﾐﾄﾞ 普・Ａ － － ● － － － － － － － － ２１日前：４回 1,000～2,000倍

11574 トップジンＭ水和剤 322～690 MBC 普・Ａ － － ● － ● － － － － － － １４日前：４回 700～1,000倍(紫斑病1,000～1,500倍)

23102 ファンタジスタ顆粒水和剤 509～1,018 QoI 普・Ｂ － － ● － ● － － － － － －   ７日前：３回 2,000倍 (紫斑病 2,000～4,000倍)

19510 フェスティバルＣ水和剤 779 CAA+無機銅 普・Ｂ ● ● － － － － － －   ７日前：３回 600倍

21954 プロポーズ顆粒水和剤 576 CAA+ｸﾛﾛﾆﾄﾘﾙ 普・Ｃ ● ● － － ● － － － － － － ２１日前：２回 1,000倍

22397 ベトファイター顆粒水和剤 511～766 CAA+ｼｱﾉｱｾﾄｱﾐﾄﾞｵｷｼﾑ 普・Ａ ● ● － － － － － － － － －   ７日前：２回 2,000倍 (べと病 2,000～3,000倍)

20624 ランマンフロアブル 411～821 QiI 普・Ａ ● ● － － － － － － － － －   ７日前：３回 1,000～2,000倍

22772 リドミルゴールドＭＺ 1,008 ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ+PA 普・Ｂ ● ● － － － － － － － － － ４５日前：３回 500倍　

22379 レ－バスフロアブル 281～562 CAA 普・Ａ ● ● － － － － － － － － －   ７日前：３回 1,500～2,000倍(べと病 1,500～3,000倍)

14212 ロブラール水和剤 1,155 ｼﾞｶﾙﾎﾞｷｼｲﾐﾄﾞ 普・Ａ － － ● ● － － － － － － － ２１日前：３回 1,000倍

5623 エルサン乳剤 316 有機ﾘﾝ 劇・Ｂｓ － － － － － － ● ● ● ● －   ７日前：２回 1,000倍（ｱﾌﾞﾗﾑｼ 1,000～2,000倍）

21812 ウララＤＦ 224～447 ﾋﾟﾘｼﾞﾝｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ 普・Ａ － － － － － － ● － － － － 　７日前：２回 2,000～4,000倍

20406 ゲットアウトＷＤＧ 253 合ﾋﾟﾚ 劇・Ｃ － － － － － － ● － ● － －   ７日前：３回 3,000倍

18406 コロマイト乳剤 629 ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ 普・Ｃ － － － － － － － － － － ●   ７日前：２回 1,500倍

13426 トクチオン乳剤 660 有機ﾘﾝ 普・Ｂ － － － － － － ● ● ● ● ● ３０日前：３回 1,000倍（ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ・ﾊﾀﾞﾆ 1,000～1,500倍）

17167 トレボン乳剤 848 合ﾋﾟﾚ 普・Ｂ － － － － － － ● ● ● ● － １４日前：２回 1,000倍

17106 バイスロイド乳剤 243～485 合ﾋﾟﾚ 劇・Ｃ － － － － － － ● － ● ● －   ７日前：３回 1,000～2,000倍 (ｱﾌﾞﾗﾑｼ 2,000倍)

22465 プレバソンフロアブル５ 369 ｼﾞｱﾐﾄﾞ 普・Ｂ － － － － － － － － ● － －   ７日前：２回 4,000倍

20641 モスピランＳＬ液剤 307～615 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － － － － ● － ● ● － １４日前：３回 2,000～4,000倍 (ｱﾌﾞﾗﾑｼ 4,000倍)

注　意　事　項　　

　  ＊わい化病は、生育初期のアブラムシ（ｼﾞｬｶﾞｲﾓﾋｹﾞﾅｶﾞｱﾌﾞﾗﾑｼ）の防除が重要。

　　＊マメシンクイガは、開花始期から10～14日後に1回目の防除を実施し、2回目の防除は1回目防除の10日後に実施する。

　  ＊スミレックス水和剤は、あぶらな科作物に薬害を生じる恐れがあるので飛散に注意する。 　  
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※反当薬価はJAなんぽろR2農薬年度当用価格（税込）より算出。

反当薬価 毒性

　農　　薬　　名 （円/10a） 系統名 ・ 適正使用基準 倍率・使用量

魚毒性

22687 チウラム８０ - ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 普・Ｃ 立枯病● － － － － － － － － － － 播種前：１回 （種子粉衣） 2～5g/種子1kg　*ｷﾋｹﾞﾝとは併用しない

20604 キヒゲンＲ-２フロアブル - ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 普・Ｃ ● － － － ● － －　　　　　　ﾊﾄ・ｶﾗｽ● 播種前：１回 （原液種子塗沫） 20ml/種子1kg　*ﾁｳﾗﾑ80とは併用しない

21409 クルーザーＦＳ３０ - ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ － － － － － － ● ● － － － 播種前：１回 （種子塗沫） 6ml/種子1kg　(処理乾燥後にｷﾋｹﾞﾝ)

22917 クルーザーＭＡＸＸ - ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ+PP+PA 普・Ｂ － ● － － － － ● ● － － － 播種前：１回 （原液種子塗沫） 8ml/種子1kg　(ﾁｳﾗﾑ80との併用は不要)

22634 ダイアジノン粒剤５ 2,104 有機ﾘﾝ 普・Bｓ － － － － － － ● － － － － 播種時：１回 （播溝施用） 4kg/10a

20574 アミスター２０フロアブル 765 QoI 普・Ｂ － － ● ● － － － － － － －   ７日前：３回 2,000倍

23919 オルフィンフロアブル 1,021 SDHI 普・Ａ － － － － ● ● － － － － －   ７日前：３回 2,000倍

14625 カスミンボルドー 407 抗生物質+無機銅 普・Ｂ ● － － － － － － － － ３０日前：３回 1,000倍

15744 カッパーシン水和剤 407 抗生物質+無機銅 普・Ｂ ● － － － － － － － － ３０日前：３回 1,000倍

21468 カンタスドライフロアブル 851～1,276 SDHI 普・Ａ － － － ● ● ● － － － － －   ７日前：３回 1,000～1,500倍 （さび病 1,500倍）

17697 ゲッター水和剤 1,002～1,503 MBC+ﾌｪﾆﾙｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 普・Ａ 輪紋病● － ● － ● ● － － － － － １４日前：４回 1,000～1,500倍 （菌核病 1,000倍）

22345 ジマンダイセン水和剤 314～470 ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 普・Ｂ － ● － ● － － － － － － － ３０日前：３回 400倍 (茎疫病 400～600倍)

14498 スミレックス水和剤 620～1,241 ｼﾞｶﾙﾎﾞｷｼｲﾐﾄﾞ 普・Ａ － － － － ● ● － － － － － ２１日前：２回 1,000倍 (菌核病 1,000～2,000倍)

23102 ファンタジスタ顆粒水和剤 1,018 QoI 普・Ｂ － － ● ● ● ● － － － － －   ７日前：３回 2,000倍

19510 フェスティバルＣ水和剤 779 CAA+無機銅 普・Ｂ ● ● － － － － － － －   ７日前：３回 600倍

22631 フロンサイドＳＣ 548～1,096 ﾋﾟﾘｼﾞﾅﾐﾝ 普・Ｃ － － ● － ● ● － － － － － ２１日前：３回 1,000～2,000倍 (菌核病 1,000倍)

20624 ランマンフロアブル 821 QiI 普・Ａ － ● － － － － － － － － －   ７日前：３回 1,000倍

22772 リドミルゴールドＭＺ 1,008 ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ+PA 普・Ｂ － ● － － － － － － － － － ３０日前：３回 500倍

22379 レ－バスフロアブル 421～562 CAA 普・Ａ － ● － － － － － － － － －   ７日前：３回 1,500～2,000倍

5623 エルサン乳剤 158～316 有機ﾘﾝ 劇・Ｂｓ － － － － － － － ● ● － －   ７日前：２回 1,000倍（ｱﾌﾞﾗﾑｼ1,000～2,000倍）

20406 ゲットアウトＷＤＧ 253 合ﾋﾟﾚ 劇・Ｃ － － － － － － － ● ● － －   ７日前：３回 3,000倍

18406 コロマイト乳剤 471～943 ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ 普・Ｃ － － － － － － － － － － ● １４日前：２回 1,000～2,000倍

4962 スミチオン乳剤 136～272 有機ﾘﾝ 普・Ｂ － － － － － － － ● ● ２１日前：４回 （少量散布あり） 1,000倍（ｱﾌﾞﾗﾑｼ1,000～2,000倍）

17801 ダニトロンフロアブル 468～936 METI 普・Ｃ － － － － － － － － － － ●   ７日前：１回 1,000～2,000倍

13426 トクチオン乳剤 660 有機ﾘﾝ 普・Ｂ － － － － － － － － ● ● ● ３０日前：２回 1,000倍

16754 トレボン粉剤ＤＬ 1,503 合ﾋﾟﾚ 普・Ｂ － － － － － － － ● ● １４日前：２回 4kg/10a

17167 トレボン乳剤 848 合ﾋﾟﾚ 普・Ｂ － － － － － － － ● ● １４日前：２回 1,000倍 

17106 バイスロイド乳剤 243 合ﾋﾟﾚ 劇・Ｃ － － － － － － － ● ● － －   ７日前：３回 2,000倍

18345 ピラニカＥＷ 493～986 METI 劇・Ｃ － － － － － － － － － － ●   ７日前：１回 1,000～2,000倍

20641 モスピランＳＬ液剤 307～615 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － － － － － ● ● － － １４日前：３回 2,000倍（ｱﾌﾞﾗﾑｼ2,000～4,000倍）

注　意　事　項　　＊スミレックス水和剤は、あぶらな科作物に薬害を生じる恐れがあるので飛散に注意する。 ＊スミチオン乳剤は、少量散布の登録がある。

　　　　　　　　　　　＊ダイアジノン粒剤５は、ｺｶﾞﾈﾑｼ類幼虫で登録あり。 ＊さび病は連作で多発傾向となる。

　　　　　　　　　　　＊ダニ剤は特に発生初期の防除を厳守する。　　　　　　　　　　　 ＊ジマンダイセン水和剤は、茎疫病で６/下～８/中、さび病で７/上～８/中とする。 　　　　　　　　散布器具はきれいに洗浄しましょう

毒性

農　　　薬　　　名 反当薬価 系統名 ・ 適正使用基準 倍率・使用量

（円/10a） 魚毒性

16886 リゾレックス粉剤 9,696 芳香族炭化水素 普：Ａ ● － 播種前：１回　（全面土壌混和） 20kg/10a

18999 ロムダンフロアブル 361 IGR 普：Ａ － ● ２１日前：２回 2,000倍

19616 ゼンターリ顆粒水和剤 470 ＢＴ(ｱｲｻﾞﾜｲ系) 普：Ａ － ● 前    日：－ (発生初期) 2,000倍

茎腐細菌病●

ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ●

ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ●

ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ●

苗立枯病･褐斑病●

茎腐細菌病●

茎腐細菌病●
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※反当薬価はJAなんぽろR2農薬年度当用価格（税込）より算出。

毒性

農　　　薬　　　名 反当薬価 系統名 ・ 倍率・使用量

（円/10a） 魚毒性

22600 リゾレックスＨ粉剤 - AH+芳香族ﾍﾃﾛ環 普・Ａ ● － － － － － － － － － 播種前：１回 （播種前50～100g/7L/6冊突起板覆土混和、100～150ｇ/20L/6冊覆土混和）

10332 タチガレン液剤 - 芳香族ﾍﾃﾛ環 普・Ａ ● － － － － － － － － － 播種時～生育初期・収穫１２０日前：３回 500～1,000倍 (3L/㎡灌注)

17386 バリダシン液剤５ - 抗生物質 普・Ａ ● － － － － － － － － － 育苗中期：１回 400倍 (3～6L/㎡灌注)

20672 アクタラ顆粒水溶剤 - ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ － － － － ● ● － ● ● － 定植前：１回 (苗床灌注) 50～200倍　(1L/1冊,又は3L/㎡灌注)

20813 スタークル顆粒水溶剤 - ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ － － － － ● ● － ● ● － 移植前：１回 100～200倍 (5L/6冊灌注)

20798 ダントツ水溶剤 - ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ － － － － ● ● － ● ● － 定植前：１回 (苗床灌注) 100～200倍 (1L/冊灌注・3L/㎡)

20574 アミスター２０フロアブル 765～2,041 QoI 普・Ｂ － ● － － － － － － － － １４日前：３回 1,500～4,000倍 （水量200L/10a）

14625 カスミンボルドー 407～508 抗生物質+無機銅 普・Ｂ － － － ● － 　　斑点病･斑点細菌病● － － 　７日前：５回 (少量散布 200倍) 800倍（褐斑病 800～1,000倍）

15744 カッパーシン水和剤 407～508 抗生物質+無機銅 普・Ｂ － － － ● － 　　斑点病･斑点細菌病● － － 　７日前：５回 (少量散布 200倍) 800倍（褐斑病 800～1,000倍）

23836 グットクル水和剤 606 DMI+ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 普・Ｂ － － ● ● － － － － － － 500倍

22582 グリーンペンコゼブ水和剤 187～281 ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 普・Ｂ － － － ● － － － － － － ２１日前：５回 (少量散布 125倍) 400～600倍

20285 シルバキュアフロアブル 284～426 DMI 普・Ｂ － － ● ● － － － － － － 2,000～3,000倍 (葉腐病 2,000倍)

22400 デビュー乳剤 398～497 DMI 普・Ｂ － － ● ● － － － － － － 800～1,000倍

23935 どさんこスター水和剤 606 DMI+ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 普・Ｂ － － ● ● － － － － － － 500倍

18319 プランダム乳剤２５ 525～785 DMI 普・Ｂ － － － ● － 斑点病● － － － － 　７日前：３回 (少量散布 750倍) 2,000～3,000倍 (斑点病 3,000倍)

22926 ホクガード乳剤 438～657 DMI 普・Ｂ － － － ● － 斑点病● － － － － １４日前：２回 (少量散布 450倍) 1,000～1,500倍 (斑点病 1,500倍)

22581 モンセレン顆粒水和剤 1,188 ﾌｪﾆﾙｳﾚｱ 普・Ｂ － ● ● － － － － － － － ３０日前：４回 1,000倍 (水量200L/10a）

21876 リンバー顆粒水和剤 1,180 SDHI 普・Ｂ － ● ● － － － － － － － 　７日前：３回 4,000倍 （水量200L/10a）

19992 オルトラン水和剤 302～453 有機ﾘﾝ 普・Ａ － － － － － ● ● － ● － ４５日前：３回 (少量散布 300倍) 1,000～1,500倍 (ﾊﾑｼ 1,000倍)

21303 カウンター乳剤 313～469 IGR 普・Ｂ － －　　　　　　ｼﾛｵﾋﾞﾉﾒｲｶﾞ● － － ● ● － ● 　７日前：２回 (少量散布 750倍) 2,000～3,000倍 ( ｶﾒ・ｱｼｸﾞﾛ ・ｼﾛｵﾋﾞ3,000倍)

18500 カスケード乳剤 345～691 IGR 普・Ｂ － －　　　　　　ｼﾛｵﾋﾞﾉﾒｲｶﾞ● － － ● ● ● ● 　７日前：４回 (ﾖﾄｳ､少量散布 1,000倍) 4,000倍 ( ﾖﾄｳ 2,000～4,000倍)

20406 ゲットアウトＷＤＧ 253～378 合ﾋﾟﾚ 劇・Ｃ － － － － － ● ● ● － － １４日前：４回 (ﾖﾄｳ、少量散布 750倍) 2,000～3,000倍

11584 ダーズバン乳剤４０ 346 有機ﾘﾝ 劇・Ｃ － － － － ● － ● ● － － ４５日前：２回 1,500倍

20798 ダントツ水溶剤 272～544 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ － － － － ● － － ● ● － １４日前：３回 2,000～4,000倍

17106 バイスロイド乳剤 162～243 合ﾋﾟﾚ 劇・Ｃ － － － － － － ● ● － － １４日前：４回 （少量散布 500倍） 2,000～3,000倍 ( ｶﾒﾉｺ 2,000倍)

24137 ビレスコ顆粒水和剤 303～606 ｽﾙﾎｷｼｲﾐﾝ 普・－ － － － － ● － － － － － 　７日前：３回 5,000～10,000倍

23643 ペイオフＭＥ液剤 259～518 合ﾋﾟﾚ 劇・Ｃ － － － － － － ● ● － － １４日前：４回 (少量散布 500倍) 1,000～2,000倍 ( ｶﾒﾉｺ 2,000倍)

22630 ベジホン乳剤 347～694 有機ﾘﾝ+合ﾋﾟﾚ 劇・Ｃ － － － － － － ● ● － － ２１日前：４回 (少量散布 400倍)　　 1,000～2,000倍 ( ｶﾒﾉｺ 1,000倍)

20016 マッチ乳剤 341 IGR 普・Ａ － －　　　　　　ｼﾛｵﾋﾞﾉﾒｲｶﾞ● － － ● ● － ● １４日前：２回 (少量散布 750倍) 3,000倍

20641 モスピランＳＬ液剤 307 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － － ● ● ● ● － － 　３日前：３回　　 4,000倍

21431 リーズン顆粒水和剤 499 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ+IGR 普・Ａ － － － － ● － ● － － － １４日前：２回 3,000倍

注　意　事　項

   ＊斑点細菌病は主に育苗期に発生。 ＊スタークル顆粒水溶剤でのカメノコハムシ茎葉散布防除は、1,000～2,000倍(7日前：2回)も可。

   ＊連作は避ける。茎葉処理は完全に行う。 ＊アシグロハモグリバエに効果的な薬剤はIGR剤に限られる。

   ＊根腐病は200L/10aの水量で、株元散布とする。 ＊各剤の少量散布は、10a当り25Lの水量に対する倍率に留意。

   ＊褐斑病に対する防除薬剤のDMI剤・カスガマイシン剤は耐性菌が確認されたため使用回数を可能な限り低減する。

   ＊近年発生が見られる｢黄化病｣は、ウイルス病でモモアカアブラムシにより媒介されるため、定植時(スタークル顆粒水溶剤)と本畑(モスピランＳＬ液剤)での体系防除が有効である。
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風の強い日の農薬散布は止めましょう

２１日前：２回
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１４日前：４回 (少量散布 200倍)
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適正使用基準

２１日前：４回 (少量散布 125倍)



（　１　）　キ　ャ　ベ　ツ ※反当薬価はJAなんぽろR2農薬年度当用価格（税込）より算出。
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- ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ､ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ､ﾁｳﾗﾑ､ﾒﾀﾗｷｼﾙ - ☆ 種子消毒 種苗会社が実施

22632 フロンサイド粉剤 8,850～11,800 ☆ ﾋﾟﾘｼﾞﾅﾐﾝ 普・Ｃ － ● － － － 播種～定植前：２回（苗床1回、本圃1回） 30～40kg/10a（全面土壌混和）

22631 フロンサイドＳＣ 5,478 ☆ ﾋﾟﾘｼﾞﾅﾐﾝ 普・Ｃ － ● － － － 播種～定植前：２回（苗床1回、本圃1回） 500ml/10a (全面土壌混和)

22799 オラクル顆粒水和剤 26～65円/枚 ☆ QiI 普・Ｃ － ● － － － － － － － 定植前：１回 200～500倍 (0.5L/ﾄﾚｲ灌注)

13243 オリゼメート粒剤 5,016～7,524 ☆ ﾍﾞﾝｿﾞｲｿﾁｱｿﾞｰﾙ 普・B － － － ● － － － － － 定植時：１回 6～9kg/10a (全面土壌混和または作条土壌混和)

20624 ランマンフロアブル 33円/枚 ☆ QiI 普・Ａ － ● － － － － － － － 定植前日～当日：１回 500倍 (2L/ﾄﾚｲ灌注)

22555 ジュリボフロアブル 86円/枚 ☆ ｼﾞｱﾐﾄﾞ+ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ｂ ● ● ● ● ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ● 育苗期後半～定植当日：１回 200倍 (0.5L/ﾄﾚｲ灌注)

20813 スタークル顆粒水溶剤 37～73円/枚 ☆ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ － － － － ● ● ● 定植前日～定植時：１回 50～100倍 (0.5L/ﾄﾚｲ灌注)

22485 ネキリエ－スＫ 1,551 ☆ 有機ﾘﾝ 普・Ｂ － － － － － － － 定植時：１回 　 3kg/10a (土表面株元散布)

22465 プレバソンフロアブル５ 74円/枚 ☆ ｼﾞｱﾐﾄﾞ 普・Ｂ ● ● － ● － 育苗期後半～定植当日：１回 100倍 (0.5L/ﾄﾚｲ灌注)

23556 ベリマークＳＣ 84円/枚 ☆ ｼﾞｱﾐﾄﾞ 普・Ｂ ● ● ● ● ● 育苗期後半～定植当日：１回 400倍 (0.5L/ﾄﾚｲ灌注)

21111 Ｚボルドー 449 ☆ 無機銅 普・Ｂ ● ● ●     －    ：  － 500倍(野菜類)

3316 アグリマイシン１００ 328 ☆ 抗生物質+抗生物質 普・Ａ － ● － － － － － １４日前：２回 2,000倍

13823 アグレプト液剤 246 ☆ 抗生物質 普・Ａ － － － ● － － － － － １４日前：２回 2,000倍

14625 カスミンボルドー 407 ☆ 抗生物質+無機銅 普・Ｂ ● ● － － － － － 　７日前：４回 1,000倍

15744 カッパーシン水和剤 407 ☆ 抗生物質+無機銅 普・Ｂ ● ● － － － － － 　７日前：４回 1,000倍

24001 クプロシールド 123～247 ☆ 無機銅 普・Ｂ ● － ●（1000～1500倍） ●（1000倍） － － － － －     －    ：  － 1,000～2,000倍 (野菜類)

23701 スクレアフロアブル 790 ☆ QoI 普・Ｂ － － － － － － －   前　日：３回 2,000倍

17203 スターナ水和剤 928 ☆ ｶﾙﾎﾞﾝ酸 普・Ａ ● － － － － － －   ７日前：３回 1,000倍

16823 ダコニール１０００ 328 ☆ ｸﾛﾛﾆﾄﾘﾙ 普・Ｃ ● 根朽病● － － － － － － － １４日前：２回 1,000倍

19679 バイオキーパー水和剤 707～2,826 ☆ 微生物農薬 普・－ － － ● － － － － － － 発病前～発病初期：－ 500～2,000倍(野菜類)

17386 バリダシン液剤５ 413 ☆ 抗生物質 普・Ａ － － ● ● － － －   ７日前：５回 800倍

24071 パレード２０フロアブル 570～1,141 ☆ SDHI 普・－ － － － － －   前　日：３回 2,000～4,000倍

19510 フェスティバルＣ水和剤 467 ☆ CAA+無機銅 普・Ｂ ● － － ● － － － － －   前　日：３回 1,000倍

22771 フォリオゴールド 614～767 ☆ PA+ｸﾛﾛﾆﾄﾘﾙ 普・Ｃ ● － － － － － － １４日前：２回 800～1,000倍(腐敗病1,000倍)

21546 ベジキーパー水和剤 1,380 ☆ 微生物農薬 普・－ － － － ● － － － － － 発病前～発病初期：－ 1,000倍

16255 ヨネポン水和剤 660 ☆ 有機銅 普・Ｂ ● － ● ● － － ● － －   ７日前：５回 500倍

20624 ランマンフロアブル 411 ☆ QiI 普・Ａ ● － － － － － － － －   ３日前：４回 2,000倍

22772 リドミルゴールドＭＺ 504 ☆ ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ+PA 普・Ｂ ● － － － － － － － － ３０日前：３回 1,000倍

22379 レーバスフロアブル 421 ☆ CAA 普・Ａ ● － － － － － － － －   ７日前：３回 2,000倍

14212 ロブラール水和剤 1,155 ☆ ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 普・Ａ － － － － －   ７日前：４回 1,000倍

22565 アクセルキングフロアブル 1,141 ☆ METI+ｾﾐｶﾙﾊﾞｿﾞﾝ 劇・Ｃ ● ● ● ● ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ● １４日前：２回 1,000倍

15957 アディオン乳剤 892 ☆ 合ﾋﾟﾚ 普・C － － ● ● ● ● －   ３日前：５回 2,000倍

19842 アファーム乳剤 1,191～2,381 ☆ ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ 普・C ● ● － ● －   前　日：３回 1,000～2,000倍

21812 ウララＤＦ 299～447 ☆ ﾋﾟﾘｼﾞﾝｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ 普・Ａ － － － － － － ● － －   前　日：２回 2,000～3,000倍

19885 エスマルクＤＦ 430～859 ☆ BT（ｸﾙｽﾀｰｷｰ系） 普・Ａ － ● ● － ●（1000倍） － 発生初期～前日：－ 1,000～2,000倍 (野菜類)

黒斑細菌病●

菌核病●

株腐病●

ｳﾜﾊﾞ類●

　　　７．　野　菜　類　防　除　ガ　イ　ド

注意事項：イエスクリーン（YES!cｌｅａｎ）栽培で使用する農薬は、別途栽培基準の防除体系とする。

黒斑細菌病●

ﾈｷﾘﾑｼ類●

ﾒｲｶﾞ●

キ
　
　
ャ
　
　
ベ
　
　
ツ
　
　

(

8
P
へ
続
く

)

苗立枯病（ﾘｿﾞｸﾄﾆｱ菌）● 菌核病●

菌核病●(40kg/10a)

斑点細菌病・褐斑細菌病・黒班細菌病●

株腐病●

苗立枯病●(40kg/10a)

ﾒｲｶﾞ・ｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ・ﾈｷﾘﾑｼ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ●

ｳﾜﾊﾞ類・ﾒｲｶﾞ・ﾈｷﾘﾑｼ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ●

ﾒｲｶﾞ●ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ●

黒斑細菌病●

黒斑細菌病●

菌核病●

ｳﾜﾊﾞ類・ﾒｲｶﾞ●

株腐病●

ﾋﾟｼｳﾑ腐敗病●

菌核病●

ｳﾜﾊﾞ類・ﾒｲｶﾞ●

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ●

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ・ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ●

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ・ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ●（1000倍）
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5623 エルサン乳剤 158～316 ☆ 有機ﾘﾝ 劇・Ｂs ● ● ● ● ●

19992 オルトラン水和剤 227～453 ☆ 有機ﾘﾝ 普・Ａ － ● ● ● ● ●

21303 カウンター乳剤 313～469 ☆ IGR 普・Ｂ － － ● ● － ● －   ７日前：３回 2,000～3,000倍

18500 カスケード乳剤 518～1,036 ☆ IGR 普・Ｂ ● ● － ● ● 　７日前：２回 2,000～4,000倍

24185 グレーシア乳剤 788～1,179 ☆ ｲｿｵｷｻｿﾞﾘﾝ 普・－ ● ● － ● ● 　７日前：２回 2,000～3,000倍

19186 コテツフロアブル 1,133 ☆ ﾋﾟﾛｰﾙ 劇・Ｃ ● ● － ● －   前　日：２回 2,000倍

22798 コルト顆粒水和剤 331～443 ☆ ﾋﾟﾘｼﾞﾝｱｿﾞﾒﾁﾝ 普・Ｂ － － － － － － ● － ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ●   前　日：３回 3,000～4,000倍（ｱｻﾞﾐｳﾏ3,000倍）

20179 スピノエース顆粒水和剤 1,138～2,277 ☆ ｽﾋﾟﾉｼﾝ 普・Ｂ ● ● － ● ●   ３日前：３回 2,500～5,000倍（ｱｻﾞﾐ・ﾒｲｶﾞ5,000倍）

19616 ゼンターリ顆粒水和剤 470～940 ☆ BT(ｱｲｻﾞﾜｲ系） 普・Ａ ● ● － ● － 発生初期～前日：－ 1,000～2,000倍 (野菜類)

8178 ダイアジノン乳剤４０ 360 ☆ 有機ﾘﾝ 劇・Ｂs － － ● ● ● － － ３０日前：２回 1,000倍（ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ1,200倍）

20479 チューンアップ顆粒水和剤 511～764 ☆ BT（ｸﾙｽﾀｰｷｰ系） 普・Ａ ● ● － ●(2,000倍) － 発生初期～前日：－ 2,000～3,000倍 (野菜類)

22910 ディアナＳＣ 572～1,144 ☆ ｽﾋﾟﾉｼﾝ 普・Ｂ ● ● － ● ●   前　日：２回 2,500～5,000倍

20056 トアローフロアブルＣＴ 465～931 ☆ BT（ｸﾙｽﾀｰｷｰ系） 普・Ａ － － － － ● ● 発生初期～前日：－ 1,000～2,000倍 (野菜類)

13426 トクチオン乳剤 660 ☆ 有機ﾘﾝ 普・Ｂ ● ● ● ● － ２１日前：２回 1,000倍

22766 トルネードエースＤＦ 938～1,876 ☆ ｵｷｻｼﾞｱｼﾞﾝ 普・Ｂ ● ● － ● －   ７日前：２回 2,000倍（ｺﾅｶﾞ・ｱｵﾑｼ1,000～2,000倍）

17734 ノーモルト乳剤 587 ☆ IGR 普・Ｂ ● ● － ● －   ７日前：２回 2,000倍

18950 パダンＳＧ水溶剤 440 ☆ ﾈﾗｲｽﾄｷｼﾝ 劇・Ｂs ● ● ● － － １４日前：４回 1,500倍

20818 ハチハチ乳剤 546～1,092 ☆ METI 劇・Ｃ － － ● ● ● － ● １４日前：２回 1,000～2,000倍（ｱｻﾞﾐ1,000倍）

24070 ファインセーブフロアブル 682～1,365 ☆ Qi阻害 劇・－ － － － － ● ● － － ●   ３日前：２回 1,000～2,000倍（ｱｵﾑｼ1,000倍）

22126 ファルコンエースフロアブル 986 ☆ IGR+ｽﾋﾟﾉｼﾝ 普・Ｂ ● ● － ● －   ７日前：２回 2,000倍

21917 フェニックス顆粒水和剤 539～1,077 ☆ ｼﾞｱﾐﾄﾞ 普・Ｂ ● ● － ● －   前  日：３回 2,000～4,000倍

21719 プリンスフロアブル 1,076 ☆ ﾌｪﾆﾙﾋﾟﾗｿﾞｰﾙ 劇・Ｃ ● ● ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ● １４日前：２回 2,000倍

21333 プレオフロアブル 971 ☆ ﾌﾟﾛﾍﾟﾆﾙｵｷｼﾌｪﾆﾙ 普・Ｂ ● ● － ● －   ７日前：２回 1,000倍

22465 プレバソンフロアブル５ 738 ☆ ｼﾞｱﾐﾄﾞ 普・Ｂ ● ● － ● －   前  日：３回 2,000倍

20653 フローバックＤＦ 449～899 ☆ BT(ｱｲｻﾞﾜｲ系） 普・Ａ ● ● － ●(1,000倍) － 発生初期～前日：－ 1,000～2,000倍 (野菜類)

24091 ベネビアＯＤ 624～1,248 ☆ ｼﾞｱﾐﾄﾞ 普・Ｂ ● ● ● ● ●   前  日：３回 2,000～4,000倍(ｱｻﾞﾐ・ｱﾌﾞﾗ2,000倍)

20016 マッチ乳剤 341～510 ☆ IGR 普・Ａ ● ● － ● －   ７日前：３回 2,000～3,000倍

2280 マラソン乳剤 72～216 ☆ 有機ﾘﾝ 普・Ｂ － － － ﾊﾊﾞﾁ● － ● ● － ●   前  日：５回 2,000～3,000倍（ｱｵﾑｼ・ﾊﾊﾞﾁ1,000倍）

20641 モスピランＳＬ液剤 615 ☆ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － － ● ● ● － －   ７日前：５回 2,000倍(ｱﾌﾞﾗﾑｼ4,000倍)

22583 モスピラン顆粒水溶剤 894～1,789 ☆ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － － ● ● ● － ●

20863 ランネート４５ＤＦ 426～851 ☆ ｶ-ﾊﾞﾒ-ﾄ 劇・Ｂ ● ● ● ● － １４日前：３回 1,000～2,000倍

22870 リーフガード顆粒水和剤 399 ☆ ﾈﾗｲｽﾄｷｼﾝ 劇・Ｂs ● ● ● － ● 　７日前：３回 1,500倍

注意事項 ＊種子消毒剤（成分：ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ､ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ､ﾁｳﾗﾑ、ﾒﾀﾗｷｼﾙ等）もイエスクリーン栽培でカウントされる。

＊土壌殺菌剤のフロンサイド粉剤は全面混和で30～40kg、作条混和で15～20kg/10aとする。

＊バイオキーパー水和剤は、乳剤タイプの農薬との混用は避ける。近接散布は3日以上間隔をあける。発病前に重点的に使用する。

＊ベネビアODはアルカリ性の農薬や肥料との混用はさける。

＊コナガでは合ピレ系及びＩＧＲ系で、薬剤抵抗性個体群が確認されている。また、ジアミド系は抵抗性遺伝子保持個体が確認されている。同一系統薬剤の連用は、薬剤抵抗性が発現しやすいので避ける。 塗りつぶしは、新規掲載

＊コナガの初令幼虫は葉肉内、３～４令幼虫と蛹の多くは葉裏に寄生しているので、散布むらがないように十分量散布する。

＊ヨトウムシの老齢幼虫は薬剤に対する抵抗力が大きくなるので早めに防除する。

キ
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１４日前：２回　1,000～2,000倍(ｺﾅｶﾞ1,000～1,500倍､ﾖﾄｳ・ｱｻﾞﾐｳﾏ・ﾊﾊﾞﾁ幼虫1,000倍)

ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ●

  ７日前：５回　1,000～2,000倍 (ｱﾌﾞﾗﾑｼ･ｱｻﾞﾐｳﾏ2,000～4,000倍）

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ・ｳﾜﾊﾞ類・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ・ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ●

ｳﾜﾊﾞ類・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ●

ﾀﾏﾅｷﾞﾝｳﾜﾊﾞ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ・ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ●

ﾀﾏﾅｷﾞﾝｳﾜﾊﾞ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ●

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ・ﾅﾒｸｼﾞ類●

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ●

ﾀﾏﾅｷﾞﾝｳﾜﾊﾞ・ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ・ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ●

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ・ｳﾜﾊﾞ類・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ・ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ●

周辺圃場に栽培されている作物への
安全を確認しましょう

ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ●

ﾀﾏﾅｷﾞﾝｳﾜﾊﾞ● ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ●

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ・ﾅﾒｸｼﾞ類●

ｳﾜﾊﾞ類・ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ・ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ●

ｳﾜﾊﾞ類・ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ・ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ●

ｳﾜﾊﾞ類・ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ・ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ●

３０日前：１回　1,000～2,000倍（ｱｻﾞﾐｳﾏ1,000倍、ｳﾜﾊﾞ・ﾖﾄｳ1,000～1,500倍）

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ・ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ●（1,000倍）

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ・ﾊﾑｼ･ﾊﾊﾞﾁ幼虫･ﾒｲｶﾞ●

ｳﾜﾊﾞ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ●

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ●

ﾀﾏﾅｷﾞﾝｳﾜﾊﾞ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ・ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ・ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ●

ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ・ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ●

ﾀﾏﾅｷﾞﾝｳﾜﾊﾞ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ・ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ●

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ・ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ●（1,000倍）

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ・ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ●

ｳﾜﾊﾞ類・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ・ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ・ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ●

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ●（500～1,000倍）

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ●(3,000倍)

ﾀﾏﾅｷﾞﾝｳﾜﾊﾞ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ●



（　２　）　ブ　ロ　ッ　コ　リ　ー ※反当薬価はJAなんぽろR2農薬年度当用価格（税込）より算出。
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適正使用基準 使　用　倍　率

- チウラム､ﾒﾀﾗｷｼﾙ - ☆ 種子消毒 種苗会社が実施

22799 オラクル顆粒水和剤 26～65円/枚 ☆ QiI 普・Ｃ ● － － － － － － － － 定植前：１回 200～500倍 (0.5L/ﾄﾚｲ灌注)

18210 ネビジン粉剤 8,678～13,017 ☆ ﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸 普・Ｃ ● － － － － － － － 定植前：１回 作条20kg/10a、全面20～30kg/10a 

22632 フロンサイド粉剤 4,425～11,800 ☆ ﾋﾟﾘｼﾞﾅﾐﾝ 普・Ｃ ● － － － － － － － 定植前：１回            作条15～20kg､全面30～40kg/10a混和

22631 フロンサイドＳＣ 5,478 ☆ ﾋﾟﾘｼﾞﾅﾐﾝ 普・Ｃ ● － － － － － － － 定植前：１回 500ml/10a (全面土壌混和)

20624 ランマンフロアブル 33円/枚 ☆ QiI 普・Ａ ● － － － － － － － 定植前日～当日：１回 500倍 (2L/ﾄﾚｲ灌注)

22555 ジュリボフロアブル 86円/枚 ☆ ｼﾞｱﾐﾄﾞ+ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ｂ ● ● － ● ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ● 育苗期後半～定植当日：１回 200倍 (0.5L/ﾄﾚｲ灌注)

22465 プレバソンフロアブル５ 74円/枚 ☆ ｼﾞｱﾐﾄﾞ 普・Ｂ － － ● ● － － 育苗期後半～定植当日：１回 100倍 (0.5L/ﾄﾚｲ灌注)

23556 ベリマークＳＣ 84円/枚 ☆ ｼﾞｱﾐﾄﾞ 普・Ｂ ● ● － ● ｱｻﾞﾐｳﾏ● 育苗期後半～定植当日：１回 400倍 (0.5L/ﾄﾚｲ灌注)

21111 Ｚボルドー 449 ☆ 無機銅 普・Ｂ － ● ● ● － －     －    ：  － 500倍(ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ､野菜類)

20574 アミスター２０フロアブル 765 ☆ QoI 普・Ｂ － － － ● － －   ３日前：３回 2,000倍

14625 カスミンボルドー 407 ☆ 抗生物質+無機銅 普・Ｂ － － ● － － － － － ２１日前：４回 1,000倍

15744 カッパーシン水和剤 407 ☆ 抗生物質+無機銅 普・Ｂ － － ● － － － － － ２１日前：４回 1,000倍

24001 クプロシールド 123～247 ☆ 無機銅 普・Ｂ － ●（1000～1500倍） － ● － －     －    ：  － 1,000～2,000倍 (野菜類)

22537 コサイド３０００ 258 ☆ 無機銅 普・Ｂ － ● ● － － －     －    ：  － 1,000倍 （軟腐病・黒腐病2,000倍、野菜類）

17203 スターナ水和剤 464 ☆ ｶﾙﾎﾞﾝ酸 普・Ａ － ● － － － － １４日前：２回 2,000倍

21759 ダコニール１０００ 361 ☆ ｸﾛﾛﾆﾄﾘﾙ 普・Ｃ － － － ● － － － － ２１日前：２回（但し、出蕾前） 1,000倍

19679 バイオキーパー水和剤 707～2,826 ☆ 微生物農薬 普・－ － ● － － － － － － 発病前～発病初期：－ 500～2,000倍 (野菜類)

24071 パレード２０フロアブル 570～1,141 ☆ SDHI 普・－ － － － －   前  日：３回 2,000～4,000倍 (黒すす病2,000倍)

22771 フォリオゴールド 614 ☆ PA+ｸﾛﾛﾆﾄﾘﾙ 普・Ｃ － － － ● － － － － ２１日前：２回（但し、出蕾前） 1,000倍

16255 ヨネポン水和剤 660 ☆ 有機銅 普・Ｂ － － ● ● － － － －   前  日：４回 500倍

20624 ランマンフロアブル 411 ☆ QiI 普・Ａ － － － ● － － － －   ３日前：３回 2,000倍

22379 レ－バスフロアブル 421 ☆ CAA 普・Ａ － － － ● － － － － 　７日前：２回 2,000倍

20672 アクタラ顆粒水溶剤 273 ☆ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ － － － － － － － ●   前  日：３回 3,000倍

19842 アファーム乳剤 1,191～2,381 ☆ ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ 普・Ｃ － － － － ● ● ● － ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ●   ３日前：３回 1,000～2,000倍

21812 ウララＤＦ 299～447 ☆ ﾋﾟﾘｼﾞﾝｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ 普・Ａ － － － － － － － ●   前  日：２回 2,000～3,000倍

19885 エスマルクＤＦ 430～859 ☆ ＢＴ(ｸﾙｽﾀｰｷｰ系) 普・Ａ － － － － ● ● ●(1,000倍) － ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ●(1,000倍) 発生初期～前日：－ 1,000～2,000倍 (野菜類)

5623 エルサン乳剤 158～316 ☆ 有機ﾘﾝ 劇・Ｂs ● ● ● ● ３０日前：２回　1,000～2,000倍(ｺﾅｶﾞ1,000～1,500倍､ﾖﾄｳ・ｱｻﾞﾐ1,000倍)

24185 グレーシア乳剤 788～1,179 ☆ ｲｿｵｷｻｿﾞﾘﾝ 普・－ ● ● ● － ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ● 　７日前：２回 2,000～3,000倍

19186 コテツフロアブル 1,133 ☆ ﾋﾟﾛｰﾙ 劇・Ｃ － － ● ● ● －   ３日前：２回 2,000倍

22798 コルト顆粒水和剤 331 ☆ ﾋﾟﾘｼﾞﾝｱｿﾞﾒﾁﾝ 普・Ｂ － － － － － － － ●   前  日：３回 4,000倍

20813 スタークル顆粒水溶剤 245～366 ☆ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ － － － － － － － ●   ３日前：２回 2,000～3,000倍

20179 スピノエース顆粒水和剤 1,138 ☆ ｽﾋﾟﾉｼﾝ 普・Ｂ － － － － ● ● － －   ３日前：３回 5,000倍

19616 ゼンターリ顆粒水和剤 470～940 ☆ BT(ｱｲｻﾞﾜｲ系) 普・Ａ ● ● ● － 発生初期～前日：－ 1,000～2,000倍 (野菜類)

22910 ディアナＳＣ 572～1,144 ☆ ｽﾋﾟﾉｼﾝ 普・Ｂ ● ● ● － ｱｻﾞﾐｳﾏ●   前  日：２回 2,500～5,000倍

22766 トルネードエースＤＦ 938 ☆ ｵｷｻｼﾞｱｼﾞﾝ 普・Ｂ － － － － ● ● － － １４日前：２回 2,000倍

17734 ノーモルト乳剤 587 ☆ IGR 普・Ｂ － － － － ● － － －   ７日前：２回 2,000倍

20818 ハチハチ乳剤 546～1,092 ☆ METI 劇・Ｃ － － － － ● ● － ●   ７日前：２回 1,000～2,000倍

21917 フェニックス顆粒水和剤 539～1,077 ☆ ｼﾞｱﾐﾄﾞ 普・Ｂ ● － ● －   前  日：２回 2,000～4,000倍

21333 プレオフロアブル 971 ☆ ﾌﾟﾛﾍﾟﾆﾙｵｷｼﾌｪﾆﾙ 普・Ｂ － － ● － － －   ７日前：２回 1,000倍

22465 プレバソンフロアブル５ 738 ☆ ｼﾞｱﾐﾄﾞ 普・Ｂ ● ● － －   前　日：３回 2,000倍

20653 フローバックＤＦ 449～899 ☆ BT(ｱｲｻﾞﾜｲ系) 普・Ａ ● ● ●(1,000倍) － 発生初期～前日：－ 1,000～2,000倍 (野菜類)

23553 ベネビアＯＤ 624～1,248 ☆ ｼﾞｱﾐﾄﾞ 普・Ｂ － － ● ● － ● ｱｻﾞﾐｳﾏ●   前　日：３回 2,000～4,000倍(ｱｻﾞﾐ・ｱﾌﾞﾗ2,000倍)

22410 マトリックフロアブル 364～727 ☆ IGR 普・Ａ － － － － － － ● －   前  日：３回 1,000～2,000倍

20641 モスピランＳＬ液剤 307～615 ☆ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － － ● ● － ● １４日前：３回 2,000倍(ｱﾌﾞﾗﾑｼ4,000倍)

22583 モスピラン顆粒水溶剤 894 ☆ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － － ● ● － ● ｱｻﾞﾐｳﾏ● １４日前：３回 2,000倍

20863 ランネート４５ＤＦ 426～851 ☆ ｶ-ﾊﾞﾒ-ﾄ 劇・Ｂ － － － － － － ● ●   ７日前：２回 1,000～2,000倍（ﾖﾄｳﾑｼ1,000倍）

注意事項 ＊種子消毒剤（成分：ﾁｳﾗﾑ、ﾒﾀﾗｷｼﾙ）もイエスクリーン栽培でカウントされる。

＊ベネビアODはアルカリ性の農薬や肥料との混用はさける。

＊コナガでは合ピレ系及びＩＧＲ系で、薬剤抵抗性個体群が確認されている。また、ジアミド系は抵抗性遺伝子保持個体が確認されている。同一系統薬剤の連用は、薬剤抵抗性が発現しやすいので避ける。 塗りつぶしは、新規掲載

＊コナガの初令幼虫は葉肉内、３～４令幼虫と蛹の多くは葉裏に寄生しているので、散布むらがないように十分量散布する。
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注意事項：イエスクリーン（YES!cｌｅａｎ）栽培で使用する農薬は、別途栽培基準の防除体系とする。　　　　　　　　　　　　

花蕾腐敗病●

黒斑細菌病●

花蕾腐敗病●

ｳﾜﾊﾞ類・ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ・ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ●

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ●

黒斑細菌病●

黒すす病●

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ・ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ●

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ●

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ●

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ●

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ●

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ●

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ・ｳﾜﾊﾞ類・ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ・ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ●

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ・ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ●

ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ・ｱｻﾞﾐｳﾏ類･ﾒｲｶﾞ●

栽培履歴を確実に記録しましょう

黒すす病●菌核病●

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ・ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ●（1,000倍）

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ・ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ●（1,000倍）



（　３　）　た　ま　ね　ぎ　 ※反当薬価はJAなんぽろR2農薬年度当用価格（税込）より算出。
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22687 チウラム８０ - ☆ 種子消毒 種苗会社が実施

12455 カルホス乳剤 4～7円/枚 ☆ 有機ﾘﾝ 劇・Ｂ － － － － － － ● － 定植前：１回 500～1,000倍 (苗箱 500ml/箱､灌注)

16300 トリフミン水和剤 - ☆ DMI 普・Ｂ － － － － － ● － － 定植直前：１回 50倍 (5分間苗根部浸漬)

13823 アグレプト液剤 491 ☆ 抗生物質 普・Ａ － － － ● － － － －   ７日前：５回 1,000倍

22209 アフェットフロアブル 920 ☆ SDHI 普・Ｂ － ● ● － ● － － －  前   日：４回 2,000倍

23919 オルフィンフロアブル 682～1,021 ☆ SDHI 普・Ａ － ● ● － ● － － －  前   日：３回 2,000～3,000倍

21468 カンタスドライフロアブル 851～1,276 ☆ SDHI 普・Ａ － ● ● － ● － － －  前   日：３回 1,000～1,500倍　(小菌核病1,500倍)

24001 クプロシールド 165～247 ☆ 無機銅 普・Ｂ ●（1,000～2,000倍） － － ● － －     -  ：   - 1,000～1,500倍（りん片腐敗病1,000倍）

22537 コサイド３０００ 129～258 ☆ 無機銅 普・Ｂ － － － ● － －     -  ：   - 1,000～2,000倍（りん片腐敗病1,000倍）

20285 シルバキュアフロアブル 426 ☆ DMI 普・Ｂ － ● ● － ● － － －  前   日：３回 2,000倍

16433 スクレタン水和剤 1,219 ☆ 無機銅+ｼﾞｶﾙﾎﾞｷｼｲﾐﾄﾞ 普・Ｂ － ● － ● ● －  前   日：５回 500倍

17203 スターナ水和剤 928 ☆ ｶﾙﾎﾞﾝ酸 普・Ａ － － － ● － － － －   ７日前：５回 1,000倍

21987 ストロビーフロアブル 455～682 ☆ QoI 普・Ｂ － ● － － ● － － － １４日前：３回 2,000～3,000倍（灰色腐敗病2,000倍）

14498 スミレックス水和剤 1,241 ☆ ｼﾞｶﾙﾎﾞｷｼｲﾐﾄﾞ 普・Ａ － ● ● － ● － － －  前   日：５回 1,000倍

11574 トップジンＭ水和剤 483～966 ☆ MBC 普・Ａ － － ● － ● － － －  前   日：５回（定植後） 500～1,000倍 (小菌核病1,000倍)

24071 パレード２０フロアブル 570～1,141 ☆ SDHI 普・－ － ● ● － ● － － －  前   日：３回 2,000～4,000倍

23102 ファンタジスタ顆粒水和剤 509～1,018 ☆ QoI 普・Ｂ － ● ● － ● － － －  前   日：５回 2,000～4,000倍（灰色腐敗病2,000～3,000倍）

22771 フォリオゴールド 614～767 ☆ PA+ｸﾛﾛﾆﾄﾘﾙ 普・Ｂ ● ● － － － －   ７日前：３回 800～1,000倍（灰色かび病800倍）

22631 フロンサイドＳＣ 548～1,096 ☆ ﾋﾟﾘｼﾞﾅﾐﾝ 普・Ｃ ● ● － － ● －   ３日前：５回 1,000～2,000倍（白色疫病1,000倍）

18821 ベルクート水和剤 800 ☆ ﾋﾞｽｸﾞｱﾆｼﾞﾝ 普・Ａ － ● ● － ● － － －  前   日：５回 1,000倍

20889 ベンレート水和剤 331～496 ☆ MBC 普・Ｂ － ● － － ●  前   日：６回 2,000～3,000倍 (灰色かび病2,000倍)

15890 ポリベリン水和剤 841～1,122 ☆ 抗生物質+ﾋﾞｽｸﾞｱﾆｼﾞﾝ 普・Ａ － － － － ● － － －   ３日前：５回 750～1,000倍

23804 メジャーフロアブル 648 ☆ QoI 普・- ● ● ● － ● － － －  前   日：３回 2,000倍

20624 ランマンフロアブル 411 ☆ QiI 普・Ａ ● － － － － －   ７日前：４回 2,000倍

22772 リドミルゴールドＭＺ 504～1,008 ☆ ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ+PA 普・Ｂ ● － － － － －   ７日前：３回 500～1,000倍（白色疫病1,000倍）

16589 アグロスリン乳剤 461 ☆ 合ﾋﾟﾚ 劇・Ｃ － － － ●   ７日前：５回 2,000倍

15957 アディオン乳剤 596 ☆ 合ﾋﾟﾚ 普・Ｃ － － － ●   ７日前：５回 3,000倍

19992 オルトラン水和剤 302～453 ☆ 有機ﾘﾝ 普・Ａ － － － － － － － ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ● ２１日前：５回 1,000～1,500倍

24185 グレーシア乳剤 788～1,179 ☆ ｲｿｵｷｻｿﾞﾘﾝ 普・－ － － － － － － － ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ●   ７日前：２回 2,000～3,000倍

20406 ゲットアウトＷＤＧ 253～378 ☆ 合ﾋﾟﾚ 劇・Ｃ － － － － － － － ●   ７日前：５回 2,000～3,000倍

8178 ダイアジノン乳剤４０ 300～514 ☆ 有機ﾘﾝ 劇・Ｂs － ● ● ２１日前：２回 700～1,200倍 (ﾀﾏﾈｷﾞﾊﾞｴ 700倍）

22910 ディアナＳＣ 572～1,144 ☆ ｽﾋﾟﾉｼﾝ 普・Ｂ － － － ●  前   日：２回 2,500～5,000倍

13426 トクチオン乳剤 660 ☆ 有機ﾘﾝ 普・Ｂ － － － － － － － ● 　７日前：４回 1,000倍

24070 ファインセーブフロアブル 682～1,365 ☆ Qi阻害 劇・－ － － － － － － － ●   ３日前：３回 1,000～2,000倍

21333 プレオフロアブル 971 ☆ ﾌﾟﾛﾍﾟﾆﾙｵｷｼﾌｪﾆﾙ 普・Ｂ － － － ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ●   ３日前：２回 1,000倍

20641 モスピランＳＬ液剤 411～615 ☆ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － － － － － ●   ７日前：３回 2,000～3,000倍

22870 リーフガード顆粒水和剤 399 ☆ ﾈﾗｲｽﾄｷｼﾝ 劇・Ｂs － － － － － ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ●   ３日前：３回 1,500倍

注意事項 ＊イエスクリーン栽培では、栽培体系が早生・中晩生の2体系があり、防除基準が異なるので要注意。

＊ネギ類の防除は､機能性展着剤「ワイドコート3,000～10,000倍」を利用し防除効果を向上させる。 塗りつぶしは、新規掲載

＊ネギアザミウマは、合ピレ系で薬剤抵抗性個体群が確認されている。同一系統薬剤の連用は、薬剤抵抗性が発現しやすいので避ける。

＊オルトラン水和剤は、少量散布の登録あり。
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ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ●

りん片腐敗病●

ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ●ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ●

ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ●1,000～2,000倍

ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ● ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ●

ﾈｷﾞｺｶﾞ●

注意事項：イエスクリーン（YES!cｌｅａｎ）栽培で使用する農薬は、別途栽培基準の防除体系とする。　　　　　              　　　　　　　　　　　　　　　      

りん片腐敗病●

　　イエスクリーン栽培に努めよう
散布器具は必ずきれいに洗浄しよう

白色疫病●

乾腐病●(20倍・3分苗根部浸漬）1回

白色疫病●

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ●

ｱﾌﾞﾗﾑｼ●1,000倍

白色疫病●

白色疫病●

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ●ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ●

りん片腐敗病●



（　４　）　　ね　　ぎ　 ※反当薬価はJAなんぽろR2農薬年度当用価格（税込）より算出。 注意事項：イエスクリーン（YES!cｌｅａｎ）栽培で使用する農薬は、別途栽培基準の防除体系とする。　　　　                      　　　　　　　
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ﾁｳﾗﾑ､ｷｬﾌﾟﾀﾝ､ﾘﾄﾞﾐﾙ､ﾍﾞﾉﾐﾙ - ☆ 種子消毒

20805 スタークル粒剤 6,600 ☆ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ － － － － － － ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類● ● － は種時～定植時：１回 6kg/10a (播溝土壌混和、株元散布）

20813 スタークル顆粒水溶剤 73円/冊 ☆ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ － － － ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類● ● ● 定植前日～定植時：１回 50倍 (0.5L/ﾁｪｰﾝﾎﾟｯﾄ1冊､苗床灌注)

22725 キックオフ顆粒水和剤 79円/冊 ☆ ｼﾞｱﾐﾄﾞ+ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ｂ － － － － ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類● ● － 定植前日～定植時：１回 100倍 (0.5L/ﾁｪｰﾝﾎﾟｯﾄ1冊、苗床灌注)

23556 ベリマークＳＣ 84円/冊 ☆ ｼﾞｱﾐﾄﾞ 普・Ｂ － － － － ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類● ● － 育苗期後半～定植当日：１回 400倍 (0.5L/ﾁｪｰﾝﾎﾟｯﾄ1冊、苗床灌注)

22634 ダイアジノン粒剤５ 2,104～3,156 ☆ 有機ﾘﾝ 普・Ｂs － － － － － － － は種時～定植時：２回 4～6kg/10a 

22209 アフェットフロアブル 920 ☆ SDHI 普・Ａ － ● ● － ● 前　　日：２回（株元灌注１４日前まで） 2,000倍

20574 アミスター２０フロアブル 765 ☆ QoI 普・Ｂ ● ● ● ● － 黄斑病● －   ３日前：４回 2,000倍

22144 アミスターオプティフロアブル 876 ☆ QoI+ｸﾛﾛﾆﾄﾘﾙ 普・Ｃ ● ● ● ● ● 黄斑病● － － － １４日前：３回 1,000倍

13243 オリゼメート粒剤 5,016 ☆ ﾍﾞﾝｿﾞｲｿﾁｱｿﾞｰﾙ 普・Ｂ － － － 軟腐病● － － － － － 土寄せ時（３０日前）：２回 6kg/10a （株元散布）

15744 カッパーシン水和剤 407 ☆ 抗生物質+無機銅 普・Ｂ － － － 軟腐病● － － － － － １４日前：２回 1,000倍

24001 クプロシールド 123～247 ☆ 無機銅 普・Ｂ ● － － 軟腐病● － － － － －      －  ：  － 1,000～1,500倍 (べと病1,000～2,000倍)

22582 グリーンペンコゼブ水和剤 187 ☆ ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 普・Ｂ ● ● ● － － － － － － １４日前：３回 600倍

22537 コサイド３０００ 129 ☆ 無機銅 普・Ｂ － － － 軟腐病● － － － － －      －  ：  － 2,000倍 (野菜類)

23455 ザンプロＤＭフロアブル 429～572 ☆ CAA+QoSI 普・Ａ ● － － － － － － － － １４日前：３回 1,500～2,000倍

22345 ジマンダイセン水和剤 314 ☆ ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 普・Ｂ ● ● ● － － － － － － １４日前：３回 600倍

17203 スターナ水和剤 464 ☆ ｶﾙﾎﾞﾝ酸 普・Ａ － － － 軟腐病● － － － － － 　７日前：３回 2,000倍

21987 ストロビーフロアブル 682 ☆ QoI 普・Ｂ － ● ● － － 黄斑病● － － －   ７日前：３回 2,000倍

22637 ダイナモ顆粒水和剤 699 ☆ ｼｱﾉｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ+ｼｱﾉｱｾﾄｱﾐﾄﾞｵｷｼﾑ 普・Ｃ ● － － － － － － － －   ３日前：４回 2,000倍

21759 ダコニール１０００ 361 ☆ ｸﾛﾛﾆﾄﾘﾙ 普・Ｃ ● ● ● ● ● － － － － １４日前：３回 1,000倍

20990 テーク水和剤 609 ☆ DMI+ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 普・Ｂ ● ● ● ● － － － － － １４日前：３回 600倍

11574 トップジンＭ水和剤 483 ☆ MBC 普・Ａ － － － － ● － － － －   ７日前：３回 1,000倍 (定植前苗根部浸漬・苗床灌注の登録も他にあり)

19679 バイオキーパー水和剤 707～2,826 ☆ 微生物農薬 普・－ － － － 軟腐病● － － － － － 発病前～発病初期：－ 500～2,000倍 (野菜類)

17386 バリダシン液剤５ 660 ☆ 抗生物質 普・Ａ － － － 軟腐病● － － － － － ２１日前：１回 500倍

24071 パレード２０フロアブル 570～1,141 ☆ SDHI 普・－ － ● ● ● ● － － 前　　日：３回 2,000～4,000倍（さび病・黒腐菌核病2,000倍)

19510 フェスティバルＣ水和剤 467 ☆ CAA+無機銅 普・Ｂ ● － － － － － － － － １４日前：３回 1,000倍

22771 フォリオゴールド 614～767 ☆ PA+ｸﾛﾛﾆﾄﾘﾙ 普・Ｂ ● － － － － － － － － １４日前：３回 800～1,000倍

21954 プロポーズ顆粒水和剤 576 ☆ CAA+ｸﾛﾛﾆﾄﾘﾙ 普・Ｃ ● － － ● － － － － － １４日前：３回 1,000倍

22397 ベトファイター顆粒水和剤 766 ☆ CAA+ｼｱﾉｱｾﾄｱﾐﾄﾞｵｷｼﾑ 普・Ａ ● － － － － － － － － １４日前：３回 2,000倍

20889 ベンレート水和剤 496～992 ☆ MBC 普・Ｂ － － － － ● － － － － ３０日前：１回 1,000～2,000倍(定植直前苗根部浸漬の登録も他にあり)

15890 ポリベリン水和剤 561 ☆ 抗生物質+ﾋﾞｽｸﾞｱﾆｼﾞﾝ 普・Ａ － － ● ● ● 黄斑病● － － － １４日前：３回 1,500倍

23804 メジャーフロアブル 648 ☆ QoI 普・- ● ● ● ● － － － － － 前　　日：３回 2,000倍

22833 ユニフォーム粒剤 15,822 ☆ PA+QoI 普・Ｂ ● ● － － 白絹病● － － － － 土寄せ時（９０日前）：１回 9kg/10a （株元土壌混和）

16255 ヨネポン水和剤 660 ☆ 有機銅 普・Ｂ ● ● ● 軟腐病● － － － － －   ７日前：４回 500倍

17684 ラリー水和剤 635 ☆ DMI 普・Ｂ － ● － － － － － － －   ７日前：３回 2,000倍

17687 ラリー乳剤 748 ☆ DMI 普・Ｂ － ● － － － － － － － １４日前：３回 4,000倍

20624 ランマンフロアブル 411 ☆ QiI 普・Ａ ● － － － － － － － －   ３日前：４回 2,000倍

22772 リドミルゴールドＭＺ 504 ☆ ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ+PA 普・Ｂ ● － － － － － － － － ３０日前：３回 1,000倍

22379 レ－バスフロアブル 421 ☆ CAA 普・Ａ ● － － － － － － － －   ７日前：２回 2,000倍

14212 ロブラール水和剤 770～1,155 ☆ ｼﾞｶﾙﾎﾞｷｼｲﾐﾄﾞ 普・Ａ ● － ● １４日前：３回 1,000～1,500倍
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ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ●

白絹病●（500～1,000倍、生育期株元灌注1L/m2））

黒腐菌核病●
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20672 アクタラ顆粒水溶剤 408～816 ☆ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ － － － － － － ● ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ● －   ３日前：３回 1,000～2,000倍

23235 アグリメック 893～1,786 ☆ ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ 劇・－ － － － － － － ● ● －   ３日前：３回 500～1,000倍

16589 アグロスリン乳剤 461～922 ☆ 合ﾋﾟﾚ 劇・Ｃ － － － ｱﾌﾞﾗﾑｼ● ● ● ●   ７日前：５回 2,000倍 (ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ 1,000倍)

15957 アディオン乳剤 596～892 ☆ 合ﾋﾟﾚ 普・Ｃ － － － － － ● ●   ７日前：３回 3,000倍 (ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ 2,000倍)

18562 アドマイヤーフロアブル 476～953 ☆ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － － － － － ● － １４日前：２回 2,000～4,000倍

21812 ウララＤＦ 447～894 ☆ ﾋﾟﾘｼﾞﾝｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ 普・Ａ － － － － － － － ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ● － 前　　日：３回 1,000～2,000倍

5623 エルサン乳剤 158～316 ☆ 有機ﾘﾝ 劇・Ｂs － － － ｱﾌﾞﾗﾑｼ● － － － ● － ２１日前：１回 1,000倍(ｱﾌﾞﾗﾑｼ1,000～2,000倍)

18500 カスケード乳剤 518 ☆ IGR 普・Ｂ － － ● ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ● － １４日前：３回 4,000倍

24185 グレーシア乳剤 788～1,179 ☆ ｲｿｵｷｻｿﾞﾘﾝ 普・－ － － － － ● ● ●   ７日前：２回 2,000～3,000倍

22798 コルト顆粒水和剤 663 ☆ ﾋﾟﾘｼﾞﾝｱｿﾞﾒﾁﾝ 普・Ｂ － － － － － － － ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ● －   ３日前：３回 2,000倍

20179 スピノエース顆粒水和剤 1,138～2,277 ☆ ｽﾋﾟﾉｼﾝ 普・Ｂ － － － － － ● －   ３日前：３回 2,500～5,000倍 (ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ 5,000倍)

4962 スミチオン乳剤 272～389 ☆ 有機ﾘﾝ 普・Ｂ － － － － － ● ● １４日前：２回 700～1,000倍（ﾈｷﾞｺｶﾞ1,000倍）

20798 ダントツ水溶剤 272～544 ☆ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ － － － － － － ● ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ● －   ３日前：４回 2,000～4,000倍

22910 ディアナＳＣ 572～1,144 ☆ ｽﾋﾟﾉｼﾝ 普・Ｂ － － － － ● ● ● 前　　日：２回 2,500～5,000倍

16864 デミリン水和剤 1,267～2,534 ☆ IGR 普・Ａ － － － ● － － － ２１日前：３回 2,000倍 (150～300ml/㎡、ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ類300ml/㎡、株元灌注)

20818 ハチハチ乳剤 1,092 ☆ METI 劇・Ｃ ● ● － ｱﾌﾞﾗﾑｼ● － ● ●   ７日前：２回 1,000倍

24070 ファインセーブフロアブル 682～1,365 ☆ Qi阻害 劇・－ － － － － － － ● ● －   ３日前：２回 1,000～2,000倍(ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 2,000倍)

21917 フェニックス顆粒水和剤 539～1,077 ☆ ｼﾞｱﾐﾄﾞ 普・Ｂ － － － － － － ●   ７日前：３回 2,000～4,000倍

21333 プレオフロアブル 971 ☆ ﾌﾟﾛﾍﾟﾆﾙｵｷｼﾌｪﾆﾙ 普・Ｂ － － － － － ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ● －   ３日前：４回 1,000倍

23553 ベネビアＯＤ 1,248 ☆ ｼﾞｱﾐﾄﾞ 普・Ｂ － － － － ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類● ● － 前　　日：３回 2,000倍

20641 モスピランＳＬ液剤 411～615 ☆ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － － － － － ● －   ７日前：３回 2,000～3,000倍

22583 モスピラン顆粒水溶剤 894 ☆ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － － － － － ● －   ７日前：３回 2,000倍

22870 リーフガード顆粒水和剤 399 ☆ ﾈﾗｲｽﾄｷｼﾝ 劇・Ｂs － － － － － － ● ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ● －   ７日前：２回 1,500倍

注意事項 ＊種子消毒（ｷｬﾌﾟﾀﾝ、ﾁｳﾗﾑ、ﾍﾞﾉﾐﾙ、ﾘﾄﾞﾐﾙ）は、イエスクリーン栽培の成分カウントする。

＊ネギ類の防除は､機能性展着剤「ワイドコート3,000～10,000倍」を利用し防除効果を向上させる。

＊ベネビアODはアルカリ性の農薬や肥料との混用はさける。

＊ネギアザミウマは、合ピレ系で薬剤抵抗性個体群が確認されている。同一系統薬剤の連用は、薬剤抵抗性が発現しやすいので避ける。 塗りつぶしは、新規掲載
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ﾁｳﾗﾑ､ｷｬﾌﾟﾀﾝ､ﾘﾄﾞﾐﾙ､ﾍﾞﾉﾐﾙ - ☆ 種子消毒 種苗会社が実施

20805 スタークル粒剤 6,600 ☆ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ － － － － － － ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類● ● － は種時～定植時：１回 6kg/10a (播溝土壌混和、株元散布）

20813 スタークル顆粒水溶剤 73円/冊 ☆ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ － － － ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類● ● ● 定植前日～定植時：１回 50倍 (0.5L/ﾁｪｰﾝﾎﾟｯﾄ1冊､苗床灌注)

22725 キックオフ顆粒水和剤 79円/冊 ☆ ｼﾞｱﾐﾄﾞ+ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ｂ － － － － ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類● ● － 定植前日～定植時：１回 100倍 (0.5L/ﾁｪｰﾝﾎﾟｯﾄ1冊、苗床灌注)

23556 ベリマークＳＣ 84 ☆ ｼﾞｱﾐﾄﾞ 普・Ｂ － － － － ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類● ● － 育苗期後半～定植当日：１回 400倍 (0.5L/ﾁｪｰﾝﾎﾟｯﾄ1冊、苗床灌注)

22634 ダイアジノン粒剤５ 2,104～3,156 ☆ 有機ﾘﾝ 普・Ｂs － － － － － － － は種時～定植時：２回 4～6kg/10a 

22209 アフェットフロアブル 920 ☆ SDHI 普・Ａ － ● ● － ● 前　　日：２回（株元灌注１４日前まで） 2,000倍

20574 アミスター２０フロアブル 765 ☆ QoI 普・Ｂ ● ● ● ● － 黄斑病● －   ３日前：４回 2,000倍

22144 アミスターオプティフロアブル 876 ☆ QoI+ｸﾛﾛﾆﾄﾘﾙ 普・Ｃ ● ● ● ● ● 黄斑病● － － － １４日前：３回 1,000倍

13243 オリゼメート粒剤 5,016 ☆ ﾍﾞﾝｿﾞｲｿﾁｱｿﾞｰﾙ 普・Ｂ － － － 軟腐病● － － － － － 土寄せ時（３０日前）：２回 6kg/10a （株元散布）

24001 クプロシールド 123～247 ☆ 無機銅 普・Ｂ ● － － 軟腐病● － － － － －      －  ：  － 1,000～1,500倍 (べと病1,000～2,000倍)

22345 ジマンダイセン水和剤 314 ☆ ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 普・Ｂ ● ● ● － － － － － － １４日前：３回 600倍

21987 ストロビーフロアブル 682 ☆ QoI 普・Ｂ － ● ● － － 黄斑病● － － －   ７日前：３回 2,000倍

21759 ダコニール１０００ 361 ☆ ｸﾛﾛﾆﾄﾘﾙ 普・Ｃ ● ● ● ● ● － － － － １４日前：３回 1,000倍

20990 テーク水和剤 609 ☆ DMI+ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 普・Ｂ ● ● ● ● － － － － － １４日前：３回 600倍

17386 バリダシン液剤５ 660 ☆ 抗生物質 普・Ａ － － － 軟腐病● － － － － － ２１日前：１回 500倍

24071 パレード２０フロアブル 570～1,141 ☆ SDHI 普・－ － ● ● ● ● － － 前　　日：３回 2,000～4,000倍（さび病・黒腐菌核病2,000倍)

19510 フェスティバルＣ水和剤 467 ☆ CAA+無機銅 普・Ｂ ● － － － － － － － － １４日前：３回 1,000倍

22771 フォリオゴールド 614～767 ☆ PA+ｸﾛﾛﾆﾄﾘﾙ 普・Ｂ ● － － － － － － － － １４日前：３回 800～1,000倍

22397 ベトファイター顆粒水和剤 766 ☆ CAA+ｼｱﾉｱｾﾄｱﾐﾄﾞｵｷｼﾑ 普・Ａ ● － － － － － － － － １４日前：３回 2,000倍

15890 ポリベリン水和剤 561 ☆ 抗生物質+ﾋﾞｽｸﾞｱﾆｼﾞﾝ 普・Ａ － － ● ● ● 黄斑病● － － － １４日前：３回 1,500倍

23804 メジャーフロアブル 648 ☆ QoI 普・- ● ● ● ● － － － － － 前　　日：３回 2,000倍

22833 ユニフォーム粒剤 15,822 ☆ PA+QoI 普・Ｂ ● ● － － 白絹病● － － － － 土寄せ時（９０日前）：１回 9kg/10a （株元土壌混和）

16255 ヨネポン水和剤 660 ☆ 有機銅 普・Ｂ ● ● ● 軟腐病● － － － － －   ７日前：４回 500倍

17684 ラリー水和剤 635 ☆ DMI 普・Ｂ － ● － － － － － － －   ７日前：３回 2,000倍

20624 ランマンフロアブル 411 ☆ QiI 普・Ａ ● － － － － － － － －   ３日前：４回 2,000倍

22772 リドミルゴールドＭＺ 504 ☆ ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ+PA 普・Ｂ ● － － － － － － － － ３０日前：３回 1,000倍

22379 レ－バスフロアブル 421 ☆ CAA 普・Ａ ● － － － － － － － －   ７日前：２回 2,000倍

14212 ロブラール水和剤 770～1,155 ☆ ｼﾞｶﾙﾎﾞｷｼｲﾐﾄﾞ 普・Ａ ● － ● １４日前：３回 1,000～1,500倍

20672 アクタラ顆粒水溶剤 408～816 ☆ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ － － － － － － ● ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ● －   ３日前：３回 1,000～2,000倍

23235 アグリメック 893～1,786 ☆ ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ 劇・－ － － － － － － ● ● －   ３日前：３回 500～1,000倍

16589 アグロスリン乳剤 461～922 ☆ 合ﾋﾟﾚ 劇・Ｃ － － － ｱﾌﾞﾗﾑｼ● ● ● ●   ７日前：５回 2,000倍 (ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ 1,000倍)

15957 アディオン乳剤 596～892 ☆ 合ﾋﾟﾚ 普・Ｃ － － － － － ● ●   ７日前：３回 3,000倍 (ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ 2,000倍)

18562 アドマイヤ－フロアブル 476～953 ☆ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － － － － － ● － １４日前：２回 2,000～4,000倍

19842 アファーム乳剤 1,191～2,381 ☆ ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ 普・Ｃ － － － － ●(1,000倍) － －   ７日前：３回 1,000～2,000倍

21812 ウララＤＦ 447～894 ☆ ﾋﾟﾘｼﾞﾝｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ 普・Ａ － － － － － － － ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ● － 前　　日：３回 1,000～2,000倍

5623 エルサン乳剤 158～316 ☆ 有機ﾘﾝ 劇・Ｂs － － － ｱﾌﾞﾗﾑｼ● － － － ● － ２１日前：１回 1,000倍(ｱﾌﾞﾗﾑｼ1,000～2,000倍)

18500 カスケード乳剤 518 ☆ IGR 普・Ｂ － － ● ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ● － １４日前：３回 4,000倍

24185 グレーシア乳剤 788～1,179 ☆ ｲｿｵｷｻｿﾞﾘﾝ 普・－ － － － － ● ● ●   ７日前：２回 2,000～3,000倍

22798 コルト顆粒水和剤 663 ☆ ﾋﾟﾘｼﾞﾝｱｿﾞﾒﾁﾝ 普・Ｂ － － － － － － － ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ● －   ３日前：３回 2,000倍

20179 スピノエース顆粒水和剤 1,138～2,277 ☆ ｽﾋﾟﾉｼﾝ 普・Ｂ － － － － － ● －   ３日前：３回 2,500～5,000倍 (ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ 5,000倍)

4962 スミチオン乳剤 272～389 ☆ 有機ﾘﾝ 普・Ｂ － － － － － ● ● １４日前：２回 700～1,000倍（ﾈｷﾞｺｶﾞ1,000倍）

20798 ダントツ水溶剤 272～544 ☆ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ － － － － － － ● ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ● －   ３日前：４回 2,000～4,000倍

22910 ディアナＳＣ 572～1,144 ☆ ｽﾋﾟﾉｼﾝ 普・Ｂ － － － － ● ● ● 前　　日：２回 2,500～5,000倍

16864 デミリン水和剤 1,267～2,534 ☆ IGR 普・Ａ － － － ● － － － ２１日前：３回 2,000倍 (150～300ml/㎡、ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ類300ml/㎡、株元灌注)

20818 ハチハチ乳剤 1,092 ☆ METI 劇・Ｃ ● ● － ｱﾌﾞﾗﾑｼ● － ● ●   ７日前：２回 1,000倍

24070 ファインセーブフロアブル 682～1,365 ☆ Qi阻害 劇・－ － － － － － － ● ● －   ３日前：２回 1,000～2,000倍(ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 2,000倍)

21917 フェニックス顆粒水和剤 539～1,077 ☆ ｼﾞｱﾐﾄﾞ 普・Ｂ － － － － － － ●   ７日前：３回 2,000～4,000倍

21333 プレオフロアブル 971 ☆ ﾌﾟﾛﾍﾟﾆﾙｵｷｼﾌｪﾆﾙ 普・Ｂ － － － － － ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ● －   ３日前：４回 1,000倍

23553 ベネビアＯＤ 1,248 ☆ ｼﾞｱﾐﾄﾞ 普・Ｂ － － － － ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類● ● － 前　　日：３回 2,000倍

20641 モスピランＳＬ液剤 411～615 ☆ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － － － － － ● －   ７日前：３回 2,000～3,000倍

22583 モスピラン顆粒水溶剤 894 ☆ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － － － － － ● －   ７日前：３回 2,000倍

22870 リーフガード顆粒水和剤 399 ☆ ﾈﾗｲｽﾄｷｼﾝ 劇・Ｂs － － － － － － ● ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ● －   ７日前：２回 1,500倍

注意事項 ＊種子消毒（ｷｬﾌﾟﾀﾝ、ﾁｳﾗﾑ、ﾍﾞﾉﾐﾙ、ﾘﾄﾞﾐﾙ）は、イエスクリーン栽培の成分カウントする。 ＊ベネビアODはアルカリ性の農薬や肥料との混用はさける。

＊ネギ類の防除は､機能性展着剤「ワイドコート3,000～10,000倍」を利用し防除効果を向上させる。

＊ネギアザミウマは、合ピレ系で薬剤抵抗性個体群が確認されている。同一系統薬剤の連用は、薬剤抵抗性が発現しやすいので避ける。 塗りつぶしは、新規掲載

ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ類●

ｱﾌﾞﾗﾑｼ●1,000～2,000倍

ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ●

ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ●

ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ●

ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ●

ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ●ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ類●

ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ●

ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注意事項：イエスクリーン（YES!cｌｅａｎ）栽培で使用する農薬は、別途栽培基準の防除体系とする。                               
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白絹病・黒腐菌核病●（1,000～2,000倍、生育期株元灌注1L/m2）

ﾘｿﾞｸﾄﾆｱ葉鞘腐敗病●

白絹病●（500～1,000倍、生育期株元灌注1L/m2））
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ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ●
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黒腐菌核病●

ﾎﾞﾄﾘﾁｽ葉枯症●

ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ●

ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ●

ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ●
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（　６　）　　ピ　ー　マ　ン　 ※反当薬価はJAなんぽろR2農薬年度当用価格（税別）より算出。
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18218 アドマイヤー１粒剤 - ☆ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ － － － － ● ● － － － 定植時：１回 1～2g/株 (植穴又は株元土壌混和)

22209 アフェットフロアブル 460～920 ☆ SDHI 普・Ｂ ● － 黒枯病● ● － － －  前  日：３回 2,000倍（うどんこ病2,000～4,000倍）

14625 カスミンボルドー 407 ☆ 抗生物質+無機銅 普・Ｂ － － ● ● － － －  前  日：５回 1,000倍

15744 カッパーシン水和剤 407 ☆ 抗生物質+無機銅 普・Ｂ － － ● ● － － －  前  日：５回 1,000倍

24001 クプロシールド 112～224 ☆ 無機銅 普・Ｂ 軟腐病● べと病● － － － － －     －    ：  － 1,000～2,000倍 (野菜類)

14501 スミレックスくん煙顆粒 206円/100㎥ ☆ ｼﾞｶﾙﾎﾞｷｼｲﾐﾄﾞ 普・Ａ ● － － － － － － － －  前  日：５回　（くん煙） 6g/100㎥

14498 スミレックス水和剤 620～1,241 ☆ ｼﾞｶﾙﾎﾞｷｼｲﾐﾄﾞ 普・Ａ ● ● 黒枯病● － － － － － －  前  日：５回 1,000～2,000倍（黒枯病1,000倍）

16300 トリフミン水和剤 278～465 ☆ DMI 普・Ｂ － － － ● － － － － －  前  日：５回 3,000～5,000倍

24071 パレード２０フロアブル 570～1,141 ☆ SDHI 普・－ － － 黒枯病● ● － － － － －  前  日：３回 2,000～4,000倍

21117 パンチョＴＦ顆粒水和剤 1,466 ☆ ﾌｪﾆﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ+DMI 普・Ｂ － － － ● － － － － －  前  日：２回 2,000倍

20081 ボトキラー水和剤　 2,035 ☆ 微生物農薬 普・－ ● － － ● － － － － － 発病前～発病初期：－ 1,000倍 (野菜類)

21500 ボトピカ水和剤 943～1,886 ☆ 微生物農薬 普・－ ● － － ● － － － － － 発病前～発病初期：－ 2,000～4,000倍

17915 ロブラールくん煙剤 1,197円/300～400㎥ ☆ ｼﾞｶﾙﾎﾞｷｼｲﾐﾄﾞ 劇・Ａ ● ● － － － － － － －  前  日：４回　（くん煙） 100g/300～400㎥

14212 ロブラール水和剤 770～1,155 ☆ ｼﾞｶﾙﾎﾞｷｼｲﾐﾄﾞ 普・Ａ ● ● － － － － － － －  前  日：４回 1,000～1,500倍 (菌核病 1,000倍)

23235 アグリメック 893～1,786 ☆ ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ 劇・－ － － － － － ● ● ● －  前  日：３回 500～1,000倍

15957 アディオン乳剤 596～892 ☆ 合ﾋﾟﾚ 普・Ｃ － － － － ● － ｶﾒﾑｼ● － ●  前  日：５回 2,000～3,000倍 (ﾀﾊﾞｺｶﾞ・ｶﾒﾑｼ 2,000倍)

19842 アファーム乳剤 1,191 ☆ ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ 普・Ｃ － － － － － － － ● ●  前  日：２回 2,000倍

21812 ウララＤＦ 224～447 ☆ ﾋﾟﾘｼﾞﾝｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ 普・Ａ － － － － ● － － － －  前  日：２回 2,000～4,000倍

24185 グレーシア乳剤 1,179 ☆ ｲｿｵｷｻｿﾞﾘﾝ 普・－ － － － ● ● ● ●  前  日：２回 2,000倍

19186 コテツフロアブル 1,133 ☆ ﾋﾟﾛｰﾙ 劇・Ｃ － － － ● － ●  前  日：２回 2,000倍

22798 コルト顆粒水和剤 334 ☆ ﾋﾟﾘｼﾞﾝｱｿﾞﾒﾁﾝ 普・Ｂ － － － － ● － － ● －  前  日：２回 4,000倍

20813 スタークル顆粒水溶剤 245～366 ☆ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ － － － － ●(3,000倍) ● ｶﾒﾑｼ● ● －  前  日：２回 2,000～3,000倍 (ｱｻﾞﾐ・ｶﾒﾑｼ2,000倍)

21685 スパイデックス - ☆ 天敵：（施設専用） 普・－ － － － － － － ● － － 発生初期：放飼 100～300ｍｌ/10a (野菜類)

20179 スピノエース顆粒水和剤 1,138～2,277 ☆ ｽﾋﾟﾉｼﾝ 普・Ｂ － － － － － ● － － ●  前  日：２回 2,500～5,000倍 (ｱｻﾞﾐｳﾏ 5,000倍)

17801 ダニトロンフロアブル 468～936 ☆ METI 普・Ｃ － － － － － － ● － －  前  日：３回 1,000～2,000倍

21644 チェス顆粒水和剤 434 ☆ ﾋﾟﾘｼﾞﾝｱｿﾞﾒﾁﾝ 普・Ａ － － － － ● － － － －  前  日：３回 5,000倍

16094 ニッソラン水和剤 436～652 ☆ 成長阻害剤 普・Ｂ － － － － － － ● － －  前  日：２回 2,000～3,000倍

20388 粘着くん液剤 2,624～5,247 ☆ ﾃﾞﾝﾌﾟﾝ 普・Ａ － － － ● ● － ● ● －  前  日：－ 100倍 (野菜類)150～300L/10a

24070 ファインセーブフロアブル 682～1,365 ☆ Qi阻害 劇・－ － － － － － ● － ●(1,000倍) －  前  日：３回 1,000～2,000倍

21333 プレオフロアブル 971 ☆ ﾌﾟﾛﾍﾟﾆﾙｵｷｼﾌｪﾆﾙ 普・Ｂ － － － － － ● － － ●  前  日：２回 1,000倍

19326 モスピランジェット 1,287円/400㎥ ☆ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － － ● － － － －  前  日：２回　（くん煙） 50g/400㎥

22583 モスピラン顆粒水溶剤 447 ☆ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － － ● ● － ● －  前  日：２回 4,000倍

23187 モベントフロアブル 458 ☆ ﾃﾄﾛﾝ酸 普・Ａ － － ● ● ● ● －  前  日：３回 2,000倍

17113 ロディー乳剤 457 ☆ 合ﾋﾟﾚ 劇・Ｃ － － － － ● － ● － －  前  日：３回 2,000倍

注意事項 ＊ハウス内および周辺は除草をして清潔にする。 塗りつぶしは、新規掲載

＊アブラムシはハウス被覆資材に近紫外線フィルムを用いると侵入抑制効果がある。

＊くん煙剤と同名の農薬は成分が同一であるので、適正使用基準を厳守する。

斑点細菌病●

ピ
　
　
ー
　
　
マ
　
　
ン

　　　　注意事項：イエスクリーン（YES!cｌｅａｎ）栽培で使用する農薬は、別途栽培基準の防除体系とする。　　　                 

　イエスクリーンを成功させよう
栽培履歴を確実に記録しよう
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18210 ネビジン粉剤 ﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸 普・Ｃ － ● － － － － － － － 播種～定植前：１回 20～30kg/10a （全面土壌混和）

22632 フロンサイド粉剤 ﾋﾟﾘｼﾞﾅﾐﾝ 普・Ｃ － ● 黄化病● － － － － － － 播種～定植前：１回 30～40kg/10a （全面土壌混和）

22799 オラクル顆粒水和剤 QiI 普・Ｃ － ● － － － － － － － 定植前まで：１回 200～500倍 (0.5L/ﾄﾚｲ、灌注)

20624 ランマンフロアブル QiI 普・Ａ － ● － － － － － － － 定植前日～当日：１回 500倍 (2L/ﾄﾚｲ)

20574 アミスター２０フロアブル QoI 普・Ｂ ● － 白斑病● ● ● － － － －   ７日前：４回 2,000倍（白斑病2,000～3,000倍）

17203 スターナ水和剤 ｶﾙﾎﾞﾝ酸 普・Ａ － － ● － － － －   ７日前：３回 1,000倍

21759 ダコニール１０００ ｸﾛﾛﾆﾄﾘﾙ 普・Ｃ ● － 白斑病● ● ● － － － －   ７日前：２回 1,000倍

19679 バイオキーパー水和剤 微生物農薬 普・－ － － ● － － － － － － 発病前～発病初期：－ 500～2,000倍 （野菜類）

16255 ヨネポン水和剤 有機銅 普・Ｂ ● － ● － － － － － － 結球開始まで収穫１４日前：４回 500倍

20624 ランマンフロアブル QiI 普・Ａ ● － － － － － －   ３日前：４回 2,000倍

22772 リドミルゴールドＭＺ ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ+PA 普・Ｂ ● － － － － － － ３０日前：１回 1,000倍

22379 レ－バスフロアブル CAA 普・Ａ ● － － － － － － － － 　７日前：３回 2,000倍

19842 アファーム乳剤 ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ 普・C － － － － － ● ● ● －   ７日前：３回 1,000～2,000倍

19885 エスマルクＤＦ ＢＴ(ｸﾙｽﾀｰｷｰ系) 普・Ａ － － － ● ● ●(1,000倍) － 発生初期～前日：－ 1,000～2,000倍 (野菜類)

19992 オルトラン水和剤 有機ﾘﾝ 普・Ａ － － － ● ● ● ● ３０日前：１回 1,500～2,000倍 (ﾖﾄｳ、ｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ1,500倍)

18500 カスケード乳剤 IGR 普・Ｂ － － － － － ● ● ● － 　７日前：２回 2,000～4,000倍

19186 コテツフロアブル ﾋﾟﾛｰﾙ 劇・Ｃ － － － ● ● ● －   前  日：２回 2,000倍

20179 スピノエース顆粒水和剤 ｽﾋﾟﾉｼﾝ 普・Ｂ － － － ● ● ● －   ３日前：３回 2,500～5,000倍（ﾖﾄｳﾑｼ5,000倍）

22910 ディアナＳＣ ｽﾋﾟﾉｼﾝ 普・Ｂ ● ● ● －   前  日：２回 2,500～5,000倍

18950 パダンＳＧ水溶剤 ﾈﾗｲﾄｽｷｼﾝ 劇・Ｂs － － － ● ● － ●   ７日前：３回 1,500倍

20818 ハチハチ乳剤 METI 劇・Ｃ － ● ● － ● １４日前：２回 1,000～2,000倍

21719 プリンスフロアブル ﾌｪﾆﾙﾋﾟﾗｿﾞｰﾙ 劇・Ｃ ● ● ２１日前：２回 2,000倍

22465 プレバソンフロアブル５ ｼﾞｱﾐﾄﾞ 普・Ｂ － － ● ● ● －   前  日：３回 2,000倍

20016 マッチ乳剤 IGR 普・Ａ － － － － － ● ● － －   ７日前：３回 2,000～3,000倍

22583 モスピラン顆粒水溶剤 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － ● ● － ● １４日前：３回 1,000～2,000倍 (ｱﾌﾞﾗﾑｼ2,000～4,000倍)

注意事項 ＊ネビジン粉剤・フロンサイド粉剤は、作条土壌混和も可。

＊ランマンフロアブルを根こぶ病に対して使用する場合は、５００倍・２L／セル成型育苗トレイ、移植前１回以内とする。

＊バイオキーパー水和剤は、乳剤タイプの農薬との混用は避ける。近接散布は３日以上間隔をあける。発病前に重点的に使用する。

＊コナガでは合ピレ系及びＩＧＲ系で、抵抗性個体群が確認されている。同一系統薬剤の連用は、薬剤抵抗性が発現しやすいので避ける。

＊初令幼虫は葉肉内、３～４令幼虫と蛹の多くは葉裏に寄生しているので、散布むらのないよう注意する。

＊粒剤は、干ばつ条件下では効果が劣ることがあるので発生動向に注意する。

＊エスマルクＤＦの適正使用は前日まで、ただし発生初期に使用する。

＊コテツフロアブルは幼苗期に使用すると薬害発生のおそれがあるので、８葉期以降に使用する。
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ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ●

ｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ●

ｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ●

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ●

ｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ●

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ・ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ●

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ●(1,000倍)

黒斑細菌病●

ﾋﾟｼｳﾑ腐敗病●

ﾋﾟｼｳﾑ腐敗病●

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ●

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ・ｳﾜﾊﾞ類・ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ・ｱｻﾞﾐｳﾏ●

ﾅﾒｸｼﾞ類●（1,000倍）

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ●

ｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ●(4,000倍)

農薬のラベル内容は確認しましょう

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ・ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ・ｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ●
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22634 ダイアジノン粒剤５ 有機ﾘﾝ 普・Ｂs － ● － ● － － 播種時：１回 4～6kg/10a（全面土壌混和又は作条土壌混和）

22485 ネキリエースＫ 有機ﾘﾝ 普・Ｂ － － － ● － － － － ● 播種時：１回 3kg/10a

15744 カッパーシン水和剤 抗生物質+無機銅 普・Ｂ ● － － － － － １４日前：３回 1,000倍

21111 Ｚボルドー 無機銅 普・Ｂ ● － － － － －：－ 500倍（野菜類・だいこん）

19679 バイオキーパー水和剤 微生物農薬 普・－ ● － － － － － － － － 発病前～発病初期：－ 500～2,000倍 （野菜類）

19616 ゼンターリ顆粒水和剤 ＢＴ(ｱｲｻﾞﾜｲ系) 普・Ａ － － ● ● ● － － 発生初期～前日：－ 1,000倍 (ｺﾅｶﾞ・ｱｵﾑｼ･ﾖﾄｳ1,000～2,000倍)

20798 ダントツ水溶剤 ﾈｵﾆｺﾆﾉｲﾄﾞ 普・Ａ － － － － － － － ● －   ７日前：２回 2,000～4,000倍

17167 トレボン乳剤 合ﾋﾟﾚ 普・Ｂ － － － － ● ● ● ● － ２１日前：３回 1,000～2,000倍

21856 ペイオフＭＥ液剤 合ﾋﾟﾚ 劇・Ｃ － － － － － － ● ● － ３０日前：３回 1,000～2,000倍　　　

注意事項
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3316 アグリマイシン－１００ 抗生物質+抗生物質 普・Ａ － ● － － － － － 植付前：１回 40～100倍 (5～10秒間浸漬)　

17386 バリダシン液剤５ 抗生物質 普・Ａ ● － － － － － － － － 植付前：１回 200倍 (瞬時～10分間浸漬)

19993 オルトラン粒剤 有機ﾘﾝ 普・Ａ － － － － － － － ● － 植付時：１回（作条散布） 3～6kg/10a（1～2g/株）

22634 ダイアジノン粒剤５ 有機ﾘﾝ 普・Ｂs － － － － － － ● 植付前：１回 4～6kg/10a

3316 アグリマイシン－１００ 抗生物質+抗生物質 普・Ａ － － ● － ● － － － －   ３日前：５回 1,000倍 (軟腐病1,000～1,600倍)

22582 グリーンペンコゼブ水和剤 ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 普・Ｂ － － ● ● － － － － －   ７日前：１０回 400～600倍（少量散布　100倍/25Ｌ）

22345 ジマンダイセン水和剤 ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 普・Ｂ － － ● ● － － － － －   ７日前：１０回 400～600倍（少量散布　100倍/25Ｌ）

17203 スターナ水和剤 ｶﾙﾎﾞﾝ酸 普・Ａ － － － － ● － － － －   ７日前：５回 1,000倍

14498 スミレックス水和剤 ｼﾞｶﾙﾎﾞｷｼｲﾐﾄﾞ 普・Ａ － － － － － ● － － － ２１日前：４回 1,000～1,500倍

20169 ダコニールエース ｸﾛﾛﾆﾄﾘﾙ 普・Ｃ － － ● ● － － － － －   ７日前：５回 750～1,500倍 （少量散布　125倍/25Ｌ）

19679 バイオキーパー水和剤 微生物農薬 普・－ － － － － ● － － － － 発病前～発病初期：－ 1,000～2,000倍 

22631 フロンサイドＳＣ ﾋﾟﾘｼﾞﾅﾐﾝ 普・Ｃ － － ● ● － ● － － －   ７日前：４回 1,000～2,000倍 (夏疫病2,000倍)

20624 ランマンフロアブル QiI 普・Ａ － － ● － － － － － －   ７日前：４回 1,000～2,000倍（少量散布　375倍/25Ｌ）

22379 レ－バスフロアブル CAA 普・Ａ － － ● － － － － － －   ７日前：２回 1,500～2,000倍（少量散布　375～500倍/25Ｌ）

15957 アディオン乳剤 合ﾋﾟﾚ 普・Ｃ － － － － － － － ● ● １４日前：４回 2,000～3,000倍

22669 アドマイヤー顆粒水和剤 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － － － ● － １４日前：２回 5,000～15,000倍（少量散布　2,500倍/25Ｌ）

19992 オルトラン水和剤 有機ﾘﾝ 普・Ａ － － － － － ● ●(幼虫) ３０日前：２回 1,000～1,500倍(ﾃﾝﾄｳﾑｼ、ﾖﾄｳﾑｼ1,000倍)

4962 スミチオン乳剤 有機ﾘﾝ 普・Ｂ － － － － － － － ● ●   ３日前：６回 1,000倍（少量散布　250倍/25Ｌ）

17167 トレボン乳剤 合ﾋﾟﾚ 普・Ｂ － － － － － － － ● －   ７日前：３回 1,000倍

24137 ビレスコ顆粒水和剤 ｽﾙﾎｷｼｲﾐﾝ 普・－ － － － － － － － ● －   ７日前：３回 5,000～10,000倍（少量散布　1,250倍/25Ｌ）

22583 モスピラン顆粒水溶剤 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － － － ● ●   ７日前：３回 2,000～6,000倍(ﾃﾝﾄｳﾑｼ2,000～4,000倍)

注意事項 ＊無病いもを植付ける。

＊そうか病は土壌pHが5.2以上で発生し、6.5ないしアルカリ側で多発生する。

＊スミレックス水和剤は、あぶらな科作物に薬害を生じる恐れがあるので飛散に注意する。

＊アブラムシの種類によって薬剤の効果が異なるので注意する。

＊ワタアブラムシは、下位葉に好んで寄生するので、散布量を多くするとともに倒伏や過繁茂にならないようにする。

だ
　
い
　
こ
　
ん

コガネムシ類幼虫・ケラ●

黒斑細菌病・ﾜｯｶ症●

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ●

白さび病・べと病・黒斑細菌病●

農薬散布は、風の強さ・向きに注意、
ドリフトの無いように散布しよう

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

ｼﾞｬｶﾞｲﾓｶﾞ●(2,000倍)

ｵｵﾆｼﾞｭｳﾔﾎｼﾃﾝﾄｳ●

黒あし病●

ﾈｷﾘﾑｼ類●

ﾖﾄｳﾑｼ・ｼﾞｬｶﾞｲﾓｶﾞ●
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20574 アミスター２０フロアブル QoI 普・Ｂ － ● ● － － － － － －  前　日：４回 2,000倍

21292 オーソサイド水和剤８０ ﾌﾀﾙｲﾐﾄﾞ 普・Ｃ ● ● ● － － － － － －  前　日：５回 800倍 (疫病800～1,200倍)

21468 カンタスドライフロアブル SDHI 普・Ａ － ● ● 菌核病● － － － － －  前　日：３回 1,000～1,500倍

17697 ゲッター水和剤 ﾍﾞﾝｿﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ+ﾌｪﾆﾙｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 普・Ａ － ● ● 菌核病● － － － － －  前　日：５回 1,000～1,500倍

22537 コサイド３０００ 無機銅 普・Ｂ ● － － － － － － － － 　－　　：　－ 1,000倍

20449 ジャストミート顆粒水和剤 ﾋﾄﾞﾛｷｼｱﾆﾘﾄﾞ+ﾌｪﾆﾙﾋﾟﾛｰﾙ 普・Ｂ － ● － － － － － － －  前　日：３回 2,000～3,000倍

21759 ダコニール１０００ ｸﾛﾛﾆﾄﾘﾙ 普・Ｃ ● ● ● ●  前　日：４回 1,000倍

23276 トリフミンジェット DMI 普・Ｂ － － ● － － － － － －  前　日：５回(くん煙) 50g/400㎥

16300 トリフミン水和剤　(ﾐﾆﾄﾏﾄも可) DMI 普・Ｂ － － ● － － － －  前　日：５回 3,000倍 (葉かび病3,000～5,000倍)

23102 ファンタジスタ顆粒水和剤 QoI 普・Ｂ － ● ● 菌核病● － － －  前　日：３回 2,000～3,000倍

19100 フルピカフロアブル AP 普・Ｂ － ● － － － － － － －  前　日：４回 2,000～3,000倍

20081 ボトキラー水和剤 微生物農薬 普・－ － ● － ● － － － － － 発病前～発病初期：－ 1,000倍 (野菜類)

22379 レ－バスフロアブル CAA 普・Ａ ● － － － － － － － －  前　日：３回 1,500～2,000倍

17915 ロブラールくん煙剤 ｼﾞｶﾙﾎﾞｷｼｲﾐﾄﾞ 劇・Ａ － ● － 菌核病● － － － － －  前　日：３回（くん煙） 100g/300～400㎥

22669 アドマイヤー顆粒水和剤 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － － ● － ● － －  前  日：２回 5,000～10,000倍

19186 コテツフロアブル　(ﾐﾆﾄﾏﾄも可) ﾋﾟﾛｰﾙ 劇・Ｃ － － － ● －  前　日：３回 2,000倍

20179 スピノエース顆粒水和剤　(ﾐﾆﾄﾏﾄも可) ｽﾋﾟﾉｼﾝ 普・Ｂ － － － － － ● － ● ●  前　日：２回 5,000倍

17734 ノーモルト乳剤　(ﾐﾆﾄﾏﾄも可) IGR 普・Ｂ － － － － － － ●  前　日：２回 2,000倍

19326 モスピランジェット ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － － ● － －  前　日：３回（くん煙） 50g/400㎥

22583 モスピラン顆粒水溶剤 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － － ● ● ● － －  前　日：３回 2,000倍

注意事項
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21468 カンタスドライフロアブル SDHI 普・Ａ － ● ● 菌核病● － － － － －  前  日：３回 1,000～1,500倍

17697 ゲッター水和剤 ﾍﾞﾝｿﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ+ﾌｪﾆﾙｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 普・Ａ － ● ● 菌核病● － － － － －  前  日：３回 1,500倍

22537 コサイド３０００ 無機銅 普・Ｂ ● － － － － － － － － 　－　　：　－ 1,000倍

21759 ダコニール１０００ ｸﾛﾛﾆﾄﾘﾙ 普・Ｃ ● ● ● ●  前　日：２回 1,000倍

23276 トリフミンジェット DMI 普・Ｂ － － ● － － － － － －  前  日：５回(くん煙) 50g/400㎥

11574 トップジンＭ水和剤　(ﾄﾏﾄも可) MBC 普・Ａ － ● ● 菌核病● － － － － －  前  日：５回 1,500～2,000倍

23102 ファンタジスタ顆粒水和剤 QoI 普・Ｂ － ● ● 菌核病● － － －  前　日：３回 2,000～3,000倍

19100 フルピカフロアブル AP 普・Ｂ － ● － － － － － － －  前  日：４回 2,000～3,000倍

22379 レ－バスフロアブル CAA 普・Ａ ● － － － － － － － －  前　日：３回 2,000倍

17915 ロブラールくん煙剤 ｼﾞｶﾙﾎﾞｷｼｲﾐﾄﾞ 劇・Ａ － ● － 菌核病● － － － － －  前  日：３回（くん煙） 100g/300～400㎥

22669 アドマイヤー顆粒水和剤 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － － ● － ● － －  前  日：２回 5,000～10,000倍

15957 アディオン乳剤 合ﾋﾟﾚ 普・Ｃ － － － － ● － －  前  日：１回 3,000倍

19842 アファーム乳剤　(ﾄﾏﾄも可) ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ 普・Ｃ － － － － ● ● ●  前  日：５回 2,000倍

18406 コロマイト乳剤　(ﾄﾏﾄも可) ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ 普・Ｃ － － － － ● － ●  前  日：２回 1,500倍

21333 プレオフロアブル　(ﾄﾏﾄも可) ﾌﾟﾛﾍﾟﾆﾙｵｷｼﾌｪﾆﾙ 普・Ｂ － － － － － ● ●  前  日：２回 1,000倍

19326 モスピランジェット ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － － ● － －  前  日：３回（くん煙） 50g/400㎥

22583 モスピラン顆粒水溶剤 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － － ● ● ● － －  前  日：３回 2,000倍

注意事項

ﾄﾏﾄｻﾋﾞﾀﾞﾆ●

すすかび病・炭疽病・輪紋病・褐色輪紋病●

すすかび病●

すすかび病・斑点病●

ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ●

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ●

ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ●

斑点病・すすかび病・炭疽病・輪紋病●

すすかび病・斑点病●

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ●

ｵﾝｼﾂｺﾅｼﾞﾗﾐ●

ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ●

ト
　
　
マ
　
　
ト
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ニ
　
ト
　
マ
　
ト

ﾄﾏﾄｻﾋﾞﾀﾞﾆ●

ﾅﾐﾊﾀﾞﾆ・ﾄﾏﾄｻﾋﾞﾀﾞﾆ●
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23478 バスアミド微粒剤 MITC 劇・Ａ 播種又は定植２１日前：１回 20～30ｋg/10a（青枯病 30kg）

18218 アドマイヤー１粒剤 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ － － － － － ● ● － － 定植時：１回 1～2g/株（植穴又は株元土壌混和）

22144 アミスターオプティフロアブル QoI+ｸﾛﾛﾆﾄﾘﾙ 普・Ｃ ● ● ● － ● － －  前  日：４回 1,000倍

21759 ダコニール１０００ ｸﾛﾛﾆﾄﾘﾙ 普・Ｃ ● ● ● － ● － － － －  前  日：４回 1,000倍

11574 トップジンＭ水和剤 MBC 普・Ａ ● ● － ● － － － － －  前  日：５回 1,500～2,000倍

19100 フルピカフロアブル AP 普・Ｂ － ● － － ● － － － －  前  日：４回 2,000～3,000倍

15957 アディオン乳剤 合ﾋﾟﾚ 普・Ｃ － － ● －  前  日：３回 2,000倍（ｱﾌﾞﾗﾑｼ類2,000～3,000倍）

22669 アドマイヤー顆粒水和剤 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － － － ● ● ● －  前  日：２回 5,000～10,000倍

18406 コロマイト乳剤 ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ 普・Ｃ － － － － ● ●  前  日：２回 1,500倍

19326 モスピランジェット ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － － － ● －  前  日：３回（くん煙） 50g/400㎥

22583 モスピラン顆粒水溶剤 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － ● ● ● －  前  日：３回 2,000～4,000倍 (ｺﾅｼﾞﾗﾐ2,000倍、ｱﾌﾞﾗﾑｼ・ﾃﾝﾄｳﾑｼﾀﾞﾏｼ類4,000倍)
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18218 アドマイヤー１粒剤 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ － － － － － － ● 定植時：１回 1～2g/株（植穴又は株元土壌混和）

20574 アミスター２０フロアブル QoI 普・Ｂ ● ● ● ●(2,000倍) 菌核病● － －  前  日：４回 1,500～2,000倍(灰かび・菌核1,500倍)

22144 アミスターオプティフロアブル QoI+ｸﾛﾛﾆﾄﾘﾙ 普・Ｃ ● ● ● ● － ● －  前  日：４回 1,000倍

15548 アリエッティ水和剤 ﾎｽﾎﾅｰﾄ 普・Ａ ● － － － － － － － －  前  日：３回 400～800倍

22537 コサイド３０００ 無機銅 普・Ｂ ● － － － －   －   ：  － 2,000倍 (野菜類)

22345 ジマンダイセン水和剤 ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 普・Ｂ ● ● 褐斑病● ● － － －  前  日：３回 600倍 (べと病 600～800倍)

14498 スミレックス水和剤 ｼﾞｶﾙﾎﾞｷｼｲﾐﾄﾞ 普・Ａ － ● － － － －  前  日：６回 1,000～2,000倍 (つる枯病 1,000倍)

21759 ダコニール１０００ ｸﾛﾛﾆﾄﾘﾙ 普・Ｃ ● ● ● ● 褐斑病● ● － － －  前  日：８回 1,000倍

11574 トップジンＭ水和剤 MBC 普・Ａ － ● ● ● － ●  前  日：５回 1,500～2,000倍

19100 フルピカフロアブル AP 普・Ｂ － ● ● － 褐斑病● － － － －  前  日：４回 2,000～3,000倍

15890 ポリベリン水和剤 抗生物質+ﾋﾞｽｸﾞｱﾆｼﾞﾝ 普・Ａ － ● ● － 褐斑病● － ●  前  日：２回 1,000倍 (うどんこ病 2,000倍)

20624 ランマンフロアブル QiI 普・Ａ ● － － － － － － － －  前  日：４回 1,000～2,000倍

20672 アクタラ顆粒水溶剤 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ － － － － ● ● －  前  日：３回 3,000倍 (ﾐｶﾝｷｲﾛ 2,000倍)

22669 アドマイヤー顆粒水和剤 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － － ● ● －  前  日：３回 5,000～10,000倍

18406 コロマイト乳剤 ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ 普・Ｃ － － － － － ●(1,500倍) ●  前  日：２回 1,000～1,500倍 (ﾊﾓｸﾞﾘ 1,000倍)

注意事項 ＊きゅうりは、適用農薬がもっとも多い作物であり、誤使用の無いよう適正防除に努める必要がある。

＊くん煙剤には、ﾓｽﾋﾟﾗﾝｼﾞｪｯﾄ、ﾛﾌﾞﾗｰﾙくん煙剤、ﾄﾘﾌﾐﾝｼﾞｪｯﾄ、ｽﾐﾚｯｸｽくん煙顆粒、ﾌﾙﾋﾟｶくん煙剤などがある。

＊ｱﾐｽﾀｰ20ﾌﾛｱﾌﾞﾙは、高温多湿条件で薬害のおそれあり。

ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ●

ﾃﾝﾄｳﾑｼﾀﾞﾏｼ類●

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類・ﾁｬﾉﾎｺﾘﾀﾞﾆ●

ｶﾒﾑｼ類・ﾃﾝﾄｳﾑｼﾀﾞﾏｼ●

疫病・つる枯病●

菌核病･褐斑病●

ｱｻﾞﾐｳﾏ類●

軟腐病●

菌核病・つる枯病●

一年生雑草・苗立枯病● ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ● 青枯病●

褐斑細菌病●

ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ●

ｱｻﾞﾐｳﾏ類●

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類●

菌核病・つる枯病●

ｱｻﾞﾐｳﾏ類●

き
　
ゅ
　
う
　
り

褐斑病●(2,000倍)

な
　
　
　
　
　
　
す

半身萎凋病●

褐色腐敗病●

ｵﾝｼﾂｺﾅｼﾞﾗﾐ●



（　１４　）　か　ぼ　ち　ゃ　

作
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農
薬
番
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農　　　薬　　　名 系　統　名 毒性・魚毒性
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ん
こ

病 べ
と
病

疫
病
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斑
細
菌

病 果
実
斑
点
細

菌
病

ア
ブ
ラ
ム

シ
類

ウ
リ
ハ
ム

シ

－ － 適正使用基準 使　用　倍　率

15548 アリエッティ水和剤 ﾎｽﾎﾅｰﾄ 普・Ａ － ● ● － － － －   前  日：３回 400～800倍

17828 イオウフロアブル 無機化合物 普・Ａ ● － － － － － －     －   ： － 500倍

4407 園芸ボルドー 無機化合物+無機銅 普・Ｂ － － － － ● － －     －   ： － 500倍

22537 コサイド３０００ 無機銅 普・Ｂ － － － ● ●     －   ： － 2,000倍 (野菜類)

23594 ショウチノスケフロアブル AP+ﾁｱｿﾞﾘｼﾞﾝ 普・Ｂ ● － － － － － －   前  日：２回 2,000倍

21987 ストロビーフロアブル QoI 普・Ｂ ● ● － － － － －   前  日：３回 3,000倍

21111 Ｚボルドー 無機銅 普・Ｂ － ● － ● ●     －   ： － 500倍 (野菜類)

21759 ダコニール１０００ ｸﾛﾛﾆﾄﾘﾙ 普・Ｃ ● ● 白斑病● － － － －   ７日前：３回 1,000倍

16300 トリフミン水和剤 DMI 普・Ｂ ● － － － － － －   前  日：５回 3,000～5,000倍

21117 パンチョＴＦ顆粒水和剤 DMI+ﾌｪﾆﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 普・Ｂ ● － － － － － －   前  日：２回 2,000倍

22771 フォリオゴールド PA+ｸﾛﾛﾆﾄﾘﾙ 普・Ｃ － ● ● － － － －   ７日前：３回 1,000倍

19100 フルピカフロアブル AP 普・Ｂ ● － － － － － －   前  日：４回 2,000～3,000倍

22397 ベトファイター顆粒水和剤 CAA+ｼｱﾉｱｾﾄｱﾐﾄﾞｵｷｼﾑ 普・Ａ － － ● － － － －   ３日前：３回 2,000倍

18821 ベルク－ト水和剤 ﾋﾞｽｸﾞｱﾆｼﾞﾝ 普・Ａ ● － － － － － －   ７日前：４回 1,000～2,000倍

15890 ポリベリン水和剤 抗生物質+ﾋﾞｽｸﾞｱﾆｼﾞﾝ 普・Ａ ● － － － － － －   ７日前：３回 1,000～2,000倍

19723 モレスタン水和剤 ｷﾉｷｻﾘﾝ 普・Ｂ ● － － － － － －   ３日前：３回 2,000～4,000倍

22772 リドミルゴールドＭＺ ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ+PA 普・Ｂ － ● ● － － － － ３０日前：２回 1,000倍

15957 アディオン乳剤 合ﾋﾟﾚ 普・Ｃ － － － － － ● －   前  日：５回 2,000～3,000倍

5623 エルサン乳剤 有機ﾘﾝ 劇・Ｂｓ － － － － － ● －   ３日前：３回 1,000～2,000倍（ｱｻﾞﾐｳﾏ 1,000倍）

20798 ダントツ水溶剤 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ － － － － － ● ●   ３日前：３回 2,000～4,000倍

16715 マブリック水和剤２０ 合ﾋﾟﾚ 劇・Ｃ － － － － － ● － ２１日前：２回 4,000倍

22583 モスピラン顆粒水溶剤 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － － － ● ●   前  日：２回 2,000～4,000倍（ｳﾘﾊﾑｼ 4,000倍）

（　１５　）　ほ　う　れ　ん　そ　う　

作
物
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農
薬
番
号

農　　　薬　　　名 系　統　名 毒性・魚毒性
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ソ
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ガ － － － 適正使用基準 使　用　倍　率

15548 アリエッティ水和剤 ﾎｽﾎﾅｰﾄ 普・Ａ ● － － －   前  日：２回 1,500倍

22379 レ－バスフロアブル CAA 普・Ａ ● － － － － －  ３日前：２回 2,000倍

22634 ダイアジノン粒剤５ 有機ﾘﾝ 普・Ｂｓ － ● － － － －  播種時：１回 6kg/10ａ (作条土壌混和又は土壌表面散布）

18311 フォース粒剤 合ﾋﾟﾚ 劇・Ｃ － － － － ● －  播種前：１回 9kg/10ａ (全面土壌混和)

18500 カスケ－ド乳剤 IGR 普・Ｂ － － － ● ● ●  ３日前：３回 4,000倍

4962 スミチオン乳剤 有機ﾘﾝ 普・Ｂ － － ● － ● － ２１日前：２回 1,000～2,000倍(ｺﾅﾀﾞﾆ2,000倍)

18950 パダンＳＧ水溶剤 ﾈﾗｲｽﾄｷｼﾝ 劇・Ｂｓ － － － ● － ●  ７日前：２回 1,500倍

注意事項

（　１６　）　に　ん　に　く　

作
物
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農
薬
番
号

農　　　薬　　　名 系　統　名 毒性・魚毒性
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核
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腐
病
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ム
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類
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コ
ガ

イ
モ
グ
サ

レ
セ
ン

チ

ュ
ウ 適正使用基準 使　用　倍　率

23478 バスアミド微粒剤 MITC 劇・Ａ ● 白絹病● － － － － ● 植付２８日前：１回 30kg/10a (土壌混和)

20888 ベンレ－トＴ水和剤２０ ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ+ﾍﾞﾝｿﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ 普・Ｃ － ● － － － － － － ● 植付前：１回 種球重量の0.5～1％（ｲﾓｸﾞｻﾚは1％）

21111 Ｚボルドー 無機銅 普・Ｂ － ● － ● － － －     －   ： － 500倍

3316 アグリマイシン－１００ 抗生物質+抗生物質 普・Ａ － － － － － ● － － －   ７日前：３回 1,000倍

20574 アミスター２０フロアブル QoI 普・Ｂ － － － ● ● － － － －   ７日前：３回 2,000倍

15744 カッパーシン水和剤 抗生物質+無機銅 普・Ｂ － － － － － ● － － －   ７日前：５回 1,000倍

に
ん
に
く

一年生雑草●

ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ●

軟腐病･斑点細菌病・軟腐細菌病●

ｶﾎﾞﾁｬﾐﾊﾞｴ●（2,000倍）

ｶﾎﾞﾁｬﾐﾊﾞｴ●（2,000倍）

ドリフトを受けないように厳重注意

ｱｻﾞﾐｳﾏ類●

ﾋﾒｸﾛﾕｽﾘｶ●（播種前土壌混和）

ﾈｷﾘﾑｼ類●

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ●

ほ
う
れ
ん
そ
う

か
　
ぼ
　
ち
　
ゃ

黒腐病・軟腐病･斑点細菌病●

白斑病●

白斑葉枯病●



22345 ジマンダイセン水和剤 ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 普・Ｂ － － ● － － － －   ７日前：５回 400～500倍

21759 ダコニール１０００ ｸﾛﾛﾆﾄﾘﾙ 普・Ｃ ● ● ● － － － －   ７日前：６回 1,000倍

15890 ポリベリン水和剤 抗生物質+ﾋﾞｽｸﾞｱﾆｼﾞﾝ 普・Ａ ● － － － ● － － － －   ３日前：３回 1,000～1,500倍

19992 オルトラン水和剤 有機ﾘﾝ 普・Ａ － － － － － － ● ● －   ７日前：２回 1,000倍

13426 トクチオン乳剤 有機ﾘﾝ 普・Ｂ － － － － － － － ● － １４日前：３回 1,000倍

16715 マブリック水和剤２０ 合ﾋﾟﾚ 劇・Ｃ － － － － － － ● ● －   ３日前：２回 2,000倍

（　１７　）　ア　ス　パ　ラ　ガ　ス　
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農　　　薬　　　名 系　統　名 毒性・魚毒性
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ダ
ニ
類

ジ

ュ
ウ
シ
ホ
シ

ク
ビ
ナ
ガ
ハ
ム

シ

ー ー 適正使用基準 使　用　倍　率

21987 ストロビーフロアブル QoI 普・Ｂ － ● － － － － －  前  日：３回 2,000倍

21759 ダコニール１０００ ｸﾛﾛﾆﾄﾘﾙ 普・Ｃ ● ● 疫病● 褐斑病● － － －  前  日：４回 1,000倍

11574 トップジンＭ水和剤 MBC 普・Ａ ● － 立枯病● － － － －  ７日前：５回 1,000倍

22631 フロンサイドＳＣ ﾋﾟﾘｼﾞﾅﾐﾝ 普・Ｃ ● ● － － － － － 収穫後：５回（露地限定､秋期まで） 2,000倍

22579 ベフラン液剤２５ ﾋﾞｽｸﾞｱﾆｼﾞﾝ 劇・Ａ ● － － － － － 収穫後：５回（冬期まで） 1,000倍

20889 ベンレート水和剤 ﾍﾞﾝｿﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ 普・Ｂ ● － 株腐病● － － － －  前  日：４回 2,000倍

15957 アディオン乳剤 合ﾋﾟﾚ 普・Ｃ － － ● － ● － ● ｶﾒﾑｼ類●  前  日：３回 2,000倍 (ﾊﾑｼ・ｶﾒﾑｼ 2,000～3,000倍)

19842 アファーム乳剤 ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ 普・Ｃ － － － ● ● － －  前  日：２回 2,000倍

19186 コテツフロアブル ﾋﾟﾛｰﾙ 劇・Ｃ － － － ● ● ● ●  前  日：２回 2,000倍

22583 モスピラン顆粒水溶剤 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － ● － ●  前  日：２回 4,000倍

（　１８　）　し　　　そ　
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農　　　薬　　　名 系　統　名 毒性・魚毒性
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ヨ
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類

－ 適正使用基準 使　用　倍　率

16300 トリフミン水和剤 DMI 普・Ｂ ● － － － － － － － 収穫開始１０日前：３回 5,000倍

16589 アグロスリン乳剤 合ﾋﾟﾚ 劇・Ｃ － ● － － － － －  ７日前：１回 2,000倍

15957 アディオン乳剤 合ﾋﾟﾚ 普・Ｃ － ● ● ● ●  ５日前：２回 4,000倍

18562 アドマイヤーフロアブル ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － ● － － － － － －  ３日前：３回 4,000倍

19842 アファーム乳剤 ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ 普・Ｃ － － ● ● ● ● － －  ７日前：２回 2,000倍

18406 コロマイト乳剤 ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ 普・Ｃ － － － － ● ｻﾋﾞﾀﾞﾆ類● ● －  前  日：２回 2,000倍

20179 スピノエース顆粒水和剤 ｽﾋﾟﾉｼﾝ 普・Ｂ － － － － － － － ●  ３日前：３回 10,000倍

（　１９　）　未　成　熟　そ　ら　ま　め

作
物
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農
薬
番
号

農　　　薬　　　名 系　統　名 毒性・魚毒性

立
枯
病

輪
紋
病

さ
び
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ブ
ラ
ム
シ

シ
ロ
イ
チ
モ
ジ

ヨ
ト
ウ

－ － － － 適正使用基準 使　用　倍　率

22345 ジマンダイセン水和剤 ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 普・Ｂ － ● ● － － ３０日前：３回 400～600倍

21111 Ｚボルドー 無機銅 普・Ｂ べと病● － －  －  ：  － 500倍 (そらまめ・野菜類)

10332 タチガレン液剤 ﾋﾄﾞﾛｷｼｲｿｷｻｿﾞｰﾙ 普・Ａ ● － － － － 播種後～生育期・３０日前：３回 500倍 (200ml/株､株元灌注)

18562 アドマイヤーフロアブル ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － ● －   ７日前：３回 4,000倍

4962 スミチオン乳剤 有機ﾘﾝ 普・Ｂ ●   ３日前：３回 1,000倍 （ｱﾌﾞﾗﾑｼ類1,000～2,000倍）

19616 ゼンターリ顆粒水和剤 ＢＴ（ｱｲｻﾞﾜｲ系） 普・Ａ － － － － ●(1,000倍)  前  日：－ (発生初期) 1,000～2,000倍 (野菜類)

に
ん
に
く

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ●

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ●

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類・ｳﾘﾊﾑｼﾓﾄﾞｷ●

ﾖﾄｳﾑｼ●

ｶﾒﾑｼ・ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾏﾀﾞﾗﾒｲｶﾞ●

白斑葉枯病●

白斑葉枯病●(400倍)

ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ●（1,000～1,500倍）

赤色斑点病●

未
成
熟
そ
ら
ま
め

し
　
　
そ

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類● ｱｻﾞﾐｳﾏ類●

ﾋｼﾓﾝﾖｺﾊﾞｲ●



（　２０　）　さ　や　い　ん　げ　ん
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病
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ダ
ニ
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－ － － 適正使用基準 使　用　倍　率

18218 アドマイヤー１粒剤 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ － － － ● － － 定植時～播種時：１回 1～2g/株（6kg/10aまで　植穴土壌混和）

8178 ダイアジノン乳剤４０ 有機ﾘﾝ 劇・Ｂs － － － ● ● －  ７日前：３回 1,000～2,000倍 (ｱﾌﾞﾗﾑｼ 1,000倍)

17801 ダニトロンフロアブル METI 普・Ｃ － － － － ● －  前  日：１回 1,000～2,000倍

16094 ニッソラン水和剤 成長阻害剤 普・Ｂ － － － － ● －  前  日：２回 2,000倍

2280 マラソン乳剤 有機ﾘﾝ 普・Ｂ ● ● ●  ７日前：３回 2,000～3,000倍 (ﾊﾓｸﾞﾘ・ﾏﾒｼﾝ・ｶﾒ 1,000倍)

注意事項

（　２１　）　未成熟とうもろこし（スイートコーン）
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－ － － 適正使用基準 使　用　倍　率

20604 キヒゲンＲー２フロアブル ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 普・Ｃ － ● 播種前：１回 原液20ｍｌ/1ｋg (種子塗沫)

21409 クルーザーＦＳ３０ ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ － － － － － ● 播種前：１回 乾燥種子1kg当り原液6ml(塗沫処理)

22634 ダイアジノン粒剤５ 有機ﾘﾝ 普・Ｂs － － － － － － 出芽時：１回 6ｋg/10a

20888 ベンレートＴ水和剤２０ ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ+ﾍﾞﾝｿﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ 普・Ｃ － ● － － － － 播種前：１回 乾燥種子重量の0.5% (種子粉衣)

16300 トリフミン水和剤 DMI 普・Ｂ ● － － － － －   ７日前：３回 2,000～4,000倍

16589 アグロスリン乳剤 合ﾋﾟﾚ 劇・Ｃ － － ● ● ● －   ７日前：３回 1,000～2,000倍 (ｱﾜﾖﾄｳ 1,000倍、ｱﾌﾞﾗﾑｼ2,000倍)

18562 アドマイヤーフロアブル ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － ● － － － １４日前：２回 4,000倍　（無人ﾍﾘ 64倍も可）

5623 エルサン乳剤 有機ﾘﾝ 劇・Ｂｓ － － － ● － － １４日前：４回 1,000倍

18500 カスケード乳剤 IGR 普・Ｂ － － － ●   ７日前：２回 2,000～4,000倍（ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ4,000倍）

20406 ゲットアウトＷＤＧ 合ﾋﾟﾚ 劇・Ｃ － － ● ● ● －   ７日前：３回 3,000倍

17167 トレボン乳剤 合ﾋﾟﾚ 普・Ｂ － － － ● ● －   ７日前：４回 1,000倍

18950 パダンＳＧ水溶剤 ﾈﾗｲｽﾄｷｼﾝ 劇・Ｂｓ － － － ● － － ２１日前：２回 1,000倍

21917 フェニックス顆粒水和剤 ｼﾞｱﾐﾄﾞ 普・Ｂ － － － ● 　前　日：２回 2,000～4,000倍

21719 プリンスフロアブル ﾌｪﾆﾙﾋﾟﾗｿﾞｰﾙ 劇・Ｃ － － － ● １４日前：２回 2,000倍

22465 プレバソンフロアブル５ ｼﾞｱﾐﾄﾞ 普・Ｂ － － － ● 　前　日：３回 2,000倍

20641 モスピランＳＬ液剤 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － ● － － － 　前　日：３回 4,000～6,000倍

22583 モスピラン顆粒水溶剤 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － ● － － － 　前　日：３回 2,000～4,000倍

注意事項 ＊アブラムシ類は、絹糸抽出期以降７～１０日間隔で２回散布する。ただし、高温年は発生量が増加するので、追加防除を検討する。
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ん ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類・ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ・ｶﾒﾑｼ類●

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ●

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ●

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ●

ﾀﾈﾊﾞｴ●
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し

（
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ン

）

ｲﾝｹﾞﾝﾃﾝﾄｳ●（2,000倍）

ｶﾗｽ・ｷｼﾞ・ﾊﾄ・ｷｼﾞﾊﾞﾄ・ﾑｸﾄﾞﾘ・ｽｽﾞﾒ●

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ●

ﾈｷﾘﾑｼ類●

ｶﾒﾑｼ類●
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18218 アドマイヤー１粒剤 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 普・Ａ － － － － ● － 定植時：１回 1～5g/株（植穴土壌混和）但し、3kg/10aまで

10332 タチガレン液剤 ﾋﾄﾞﾛｷｼｲｿｷｻｿﾞｰﾙ 普・Ａ ● － － － － － － － － 播種直後：１回 500～1,000倍（3L/㎡ 苗床灌注）

15744 カッパーシン水和剤 抗生物質+無機銅 普・Ｂ － ● ● － － －   前　日：５回 1,000倍

22290 シグナムＷＤＧ QoI+SDHI 普・Ｃ － ● － ● ● － ●   前　日：３回 1,500～2,000倍（菌核・褐色腐敗 1,500倍）

22345 ジマンダイセン水和剤 ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 普・Ｂ 疫病● － ● ● ● ● － － －   ７日前：７回 400～600倍

21759 ダコニール１０００ ｸﾛﾛﾆﾄﾘﾙ 普・Ｃ － － － ● ● － － － －   ３日前：５回 700～1,000倍（炭疽病 700倍）

20990 テーク水和剤 DMI+ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 普・Ｂ － ● － ● ● － － － －   ７日前：５回 600～800倍

11574 トップジンＭ水和剤 MBC 普・Ａ － － － ● － － ● － －   前　日：５回 1,500～2,000倍

21117 パンチョＴＦ顆粒水和剤 DMI+ﾌｪﾆﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 普・Ｂ － ● － － － － － － －   前　日：２回 2,000倍

19884 ベルクートフロアブル ﾋﾞｽｸﾞｱﾆｼﾞﾝ 普・Ａ － ● － ● ● － ● － －   前　日：４回 1,000倍

20081 ボトキラー水和剤 微生物農薬 普・－ ● － － － － － 発病前～発病初期：－ 1,000倍（野菜類）

22772 リドミルゴールドＭＺ ｼﾞﾁｵｶｰﾊﾞﾒｰﾄ+ﾌｪﾆﾙｱﾐﾄﾞ 普・Ｂ － － － － － － －   ７日前：３回 1,000倍 (※発病を見たら､治療)

22669 アドマイヤー顆粒水和剤 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － － － ● －   ３日前：３回 5,000～10,000倍

21812 ウララＤＦ ﾋﾟﾘｼﾞﾝｶﾙﾎﾞｷｻﾐﾄﾞ 普・Ａ － － － － － － － ● －   前　日：２回 2,000～4,000倍

17801 ダニトロンフロアブル METI 普・Ｃ － － － － － － － － ●   前　日：１回 1,000～2,000倍

20818 ハチハチ乳剤 METI 劇・Ｃ － ● － ● －   前　日：２回 1,000～2,000倍(うどんこ・ｺﾅｼﾞﾗﾐ1,000倍)

18345 ピラニカＥＷ METI 劇・Ｃ － － － － － － － － ●   ３日前：１回 2,000～3,000倍

16715 マブリック水和剤２０ 合ﾋﾟﾚ 劇・Ｃ － － － － － － － ● ●   ３日前：２回 2,000倍（ｱﾌﾞﾗﾑｼ類4,000倍）

22583 モスピラン顆粒水溶剤 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － ● －   ３日前：３回 2,000～4,000倍(ﾒｲｶﾞ・ｺﾅｼﾞﾗﾐ2,000倍、ﾊﾑｼ4,000倍)

注意事項 ＊アブラムシ類は、発生を見たら早めに葉裏まで散布すること。ハダニ類は初発生から周囲の雑草を含めて葉裏にもかけ、同一薬剤の連用を避ける。

ｱｻﾞﾐｳﾏ類●ｺﾅｼﾞﾗﾐ類●

ｱｻﾞﾐｳﾏ類・ｳﾘﾉﾒｲｶﾞ・ｳﾘﾊﾑｼ・ｺﾅｼﾞﾗﾐ類●

す
　
い
　
か

褐色腐敗病●

果実汚斑細菌病●

ｱｻﾞﾐｳﾏ類●

褐色腐敗病●

ｱｻﾞﾐｳﾏ類●（1～2g/株）

灰色かび病●



（資料：１） （主な薬剤） 　　　　　　　　　　　　

作物名 適用病害虫 農薬番号 農　　薬　　名 反当薬価 希釈倍数 散布液量 毒性・魚毒性 使用時期 使用回数

7290 カスミン液剤 178 ８倍 0.8L／10a 普・Ａ 穂揃期まで ２回

19065 コラトップ１キロ粒剤１２ 2,255 － 1kg／10a 普・Ａ 出穂30～5日前（穂いもち） ２回

21817 ビームエイトゾル　　        202～323 ５～８倍 0.8L／10a 普・Ａ 収穫  ７日前 ３回

18756 ブラシンゾル 357 ８倍 0.8L／10a 普・Ａ 収穫　７日前 ２回

21471 キラップフロアブル　　　　　☆ 411～823 ８～１６倍 0.8L／10a 普・Ａ 収穫１４日前 ２回

22367 ダントツＥＸフロアブル　　　 287～430 ２４～３６倍 0.8L／10a 普・Ａ 収穫　７日前 ３回

19670 トレボンスカイＭＣ　　　 ☆※ 459 １６倍 0.8L／10a 普・Ｂ 収穫１４日前 ３回

22636 ダブルカットトレボンフロアブル 704 ８倍 0.8L／10a 普・Ｂ 穂揃期まで ２回

21745 ビームエイトトレボンゾル　☆　 705 ５倍 0.8L／10a 普・Ｂ 収穫１４日前 ３回

22927 ブラシンキラップフロアブル 758 ８倍 0.8L／10a 普・Ａ 収穫１４日前 ２回

22266 モンカットベフランフロアブル 869 ４倍 0.8L／10a 劇・Ｂ 根雪前 ２回

19043 リゾレックスベフランフロアブル 843 ６倍 0.8L／10a 劇・Ａ 根雪前 ２回

20285 シルバキュアフロアブル 426 １６倍 0.8L／10a 普・Ｂ 根雪前 １回

褐色雪腐病 20624 ランマンフロアブル 821 ８倍 0.8L／10a 普・Ａ 根雪前 ３回

17725 チルト乳剤２５ 467 ８倍 0.8L／10a 普・Ｂ 収穫  ７日前 ３回

20285 シルバキュアフロアブル 426 １６倍 0.8L／10a 普・Ｂ 収穫  ７日前 ２回

ﾋﾒﾄﾋﾞｳﾝｶ 17541 トレボンエアー 448 ８倍 0.8L／10a 普・Ｂ 収穫１４日前 ２回

赤かび病 14228 トップジンＭゾル 509 ８倍 0.8L／10a 普・Ａ 収穫１４日前 ３回/出穂期以降２回

22669 アドマイヤー顆粒水和剤 584 ８０倍 1.6L／10a 劇・Ａ 収穫１４日前 ２回

18562 アドマイヤーフロアブル 476～953 ６４倍 1.6～3.2L／10a 劇・Ａ 収穫１４日前 ２回

未成熟とうもろこし ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 20641 モスピランＳＬ液剤 615 ６４倍 3.2L／10a 劇・Ａ 収穫１４日前 ３回

22345 ジマンダイセン水和剤 376 ８倍 1.6L／10a 普・Ｂ 収穫２１日前 ５回

22344 グリーンダイセンＭ水和剤 236 ８倍 1.6L／10a 普・Ｂ 収穫２１日前 ５回

22926 ホクガード乳剤 438 ２４倍 1.6L／10a 普・Ｂ 収穫１４日前 ２回

19670 トレボンスカイＭＣ 917 １６倍 1.6L／10a 普・Ｂ 収穫１４日前 ３回

19992 オルトラン水和剤 453 １６倍 1.6L／10a 普・Ａ 収穫４５日前 移植後３回以内

疫病 20624 ランマンフロアブル 821 ３２倍 3.2L／10a 普・Ａ 収穫  ７日前 ４回

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 22669 アドマイヤー顆粒水和剤 584 ８０倍 1.6L／10a 劇・Ａ 収穫１４日前 ２回

キャベツ コナガ 17734 ノーモルト乳剤 1,175 １６倍 1.6L／10a 普・Ｂ 収穫  ７日前 ２回

茎枯病 21111 Ｚボルドー 2,244 ８倍 8L／10a 普・Ｂ － －

斑点病 19884 ベルクートフロアブル 1,599 ８倍 1.6L／10a 普・Ａ １４日前 ５回

1,820 普・Ｂ 移植後7日～ノビエ4葉 ２回

2,730 普・Ｂ 移植後25日～ノビエ5葉 ２回

1,820 普・Ｂ 播種後10日～ﾉﾋﾞｴ3葉 ２回

2,730 普・Ｂ 播種後25日～ﾉﾋﾞｴ4葉 ２回

アッパレZ１キロ粒剤（移植）　☆ 2,905 普・Ａ 移植直後～２０日 １回

アッパレZ１キロ粒剤（直播） 2,905 普・Ａ ｲﾈ1葉期～ﾉﾋﾞｴ3.0葉期 １回

節間短縮・倒伏軽減 18829 ビビフルフロアブル 2,134 普・Ａ 出穂１０～２日前 １回

☆は、ピュアライス用（Ｒ２は２品種｢ななつぼし・きたくりん｣とも同じ）　☆※はピュアライス、きたくりんのみ使用可能。

（資料：２） （主な薬剤）

作物名 適用病害虫 農薬番号 農　　薬　　名 反当薬価 希釈倍数 散布液量 毒性・魚毒性 使用時期 使用回数

21691 ビームゾル　　 320 ３００倍 ２５L／10a 劇・Ａ ７日前 ３回

19165 ブラシンフロアブル 367 ３００倍 ２５L／10a 普・Ａ ７日前 ２回

21471 キラップフロアブル　　　　☆ 411 ５００倍 ２５L／10a 普・Ａ １４日前 ２回

カメムシ類 20798 ダントツ水溶剤　            272 １，０００倍 ２５L／10a 普・Ａ ７日前 ３回

17167 トレボン乳剤　             ☆※ 354 ６００倍 ２５L／10a 普・Ｂ １４日前 ３回

22636 ダブルカットトレボンフロアブル 587 ３００倍 ２５L／10a 普・Ｂ 穂揃期まで ２回

21745 ビームエイトトレボンゾル　☆ 612～918 １２０～１８０倍 ２５L／10a 普・Ｂ １４日前 ３回

22927 ブラシンキラップフロアブル 633 ３００倍 ２５L／10a 普・Ａ １４日前 ２回

20285 シルバキュアフロアブル 426 ５００倍 ２５L／10a 普・Ｂ   ７日前 ２回

23500 リベロ水和剤（赤かびのみ） 439 ５００倍 ２５L／10a 普・Ｂ   ７日前 ３回

11574 トップジンＭ水和剤（赤かびのみ） 483 ２５０倍 ２５L／10a 普・Ａ   １４日前 ３回(出穂期以降２回)

17725 チルト乳剤２５（赤さびのみ） 234～467 ２５０～５００倍 ２５L／10a 普・Ｂ ３日前 ３回

15744 カッパーシン水和剤 508 ２００倍 ２５L／10a 普・Ｂ   ７日前 ５回

22582 グリーンペンコゼブ水和剤 225 １２５倍 ２５L／10a 普・Ｂ ２１日前 ５回

23935 どさんこスター水和剤 606 １２５倍 ２５L／10a 普・Ｂ ２１日前 ４回

22926 ホクガード乳剤 365 ４５０倍 ２５L／10a 普・Ｂ １４日前 ２回

19992 オルトラン水和剤 378 ３００倍 ２５L／10a 普・Ａ ４５日前 ３回

21303 カウンター乳剤 313 ７５０倍 ２５L／10a 普・Ｂ   ７日前 ２回

20406 ゲットアウトＷＤＧ 253 ７５０倍 ２５L／10a 劇・Ｃ １４日前 ４回

22630 ベジホン乳剤 434 ４００倍 ２５L／10a 劇・Ｃ ２１日前 ４回

23643 ペイオフＭＥ液剤 259 ５００倍 ２５L／10a 劇：Ｃ １４日前 ４回

☆は、ピュアライス用（Ｒ２は２品種｢ななつぼし・きたくりん｣とも同じ） 〇反当薬価はJAなんぽろR2農薬年度当用価格（税込）より算出。
☆※はピュアライス、きたくりんのみ使用可能。

ばれいしょ

無人ヘリコプター散布用農薬

 水　稲

いもち病

カメムシ

いもち病・カメムシ類

秋小麦

雪腐小粒菌核病

赤かび病

とうもろこし ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

てんさい

褐斑病

ヨトウムシ

１kg/10a

1.5kg/10a

クリンチャー1ｷﾛ粒剤 (直播)
１kg/10a

1.5kg/10a

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ

水　稲
除草剤
調整剤

水田雑草

19190

クリンチャー1ｷﾛ粒剤 (移植)

てんさい

褐斑病

ヨトウムシ

23719
１kg/10a

１kg/10a

原液100mlを水0.8Lに希釈/10a

他作物には、大豆、小豆、たまねぎ、だいこん、やまのいも、などへの無人ヘリ散布用農薬がある。　

速度連動式地上液剤少量散布用農薬(ﾊﾟﾝｸﾙ)

水稲

いもち病

いもち病・ｶﾒﾑｼ類

小　麦 赤かび病･赤さび病



（１）移植後土壌処理剤 ※反当薬価はJAなんぽろR2農薬年度当用価格（税込）より算出。 ☆･･ピュアライス該当除草剤

処理法（剤型） 農薬番号 　除　　草　　剤　　名
反当薬価
（円/10a）

毒性・魚毒性 成　　分　　名　　（％） 使用時期 (ﾉﾋﾞｴ葉期) 使　　用　　量

18567 ソルネット1ｷﾛ粒剤 746 普・Ｂ ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ4 ＋０～＋５ (ﾋｴ1.0) 1kg/10a (※移植同時可)
18163 エリジャン乳剤 841 普・Ｂ ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ12 ＋０～＋５ (ﾋｴ1.0) 300ｍｌ/10a
22680 シング乳剤 1,063 普・Ｂ ﾋﾟﾘﾌﾞﾁｶﾙﾌﾞ12、ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ8 ＋０～＋５ (ﾋｴ始) 300ｍｌ/10a

移植後土壌処理 19853 草笛フロアブル 1,408～2,347 普・Ｂ ｸﾐﾙﾛﾝ27.4、ﾍﾟﾝﾄｷｻｿﾞﾝ8.2 ＋０～＋５ (ﾋｴ1.0) 500ml（体系300ml)/10a
23199 ホットコンビフロアブル 1,106～1,843 普・Ｂ ﾃﾆﾙｸﾛｰﾙ4.0、ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ4.0 ＋０～＋１０ (ﾋｴ1.5) 500ml(体系300ml)/10a
18717 ユニハーブフロアブル  　 1,849 普・Ｂ ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ5、ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾅｯﾌﾟ20 ＋０～＋５ (ﾋｴ1.0) 500ml/10a (※移植同時可)
22087 ピラクロン１キロ粒剤　　☆ 1,325 普・Ａ ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ1.8 ＋０～＋１０ (ﾋｴ1.5) 1kg/10a (※移植同時可)
22088 ピラクロンフロアブル　　☆ 1,407 普・Ａ ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ3.6 ＋０～＋１０ (ﾋｴ1.5) 500ml/10a (※移植同時可)
23733 ピラクロンジャンボ　　　☆ 1,644 普・Ａ ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ6.0 ＋０～＋１０ (ﾋｴ1.5) 300g/10a

注意事項 ＊砂質土壌や、減水深が２cm/日以上の水田、軟弱苗を移植した水田では薬害のおそれがあるので注意する。 ※各剤｢移植後30日まで｣
＊雑草の多い水田では、土壌処理剤を適量・適期に使用しておき、一発剤もしくは中期処理剤と体系使用が望ましい。 塗りつぶしは、新規掲載

（２）初期～初中期一発剤
１ｷﾛ粒剤 23719 アッパレＺ1ｷﾛ粒剤　　☆ 2,905 普・Ａ ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ0.9､ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ2.0､ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ9.0 ＋０～＋２０ (ﾋｴ2.5) 1kg/10a (※移植同時可)

19749 “ウリホス1ｷﾛ粒剤” 2,551 普・Ｂ ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ0.6、ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰﾄ18、ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ3、ﾍﾞﾝﾌﾚｾｰﾄ3 ＋０～＋１０ (ﾋｴ1.5) 1kg/10a
24063 “エンペラー1ｷﾛ粒剤” 2,876 普・－ ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ2.0、ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ0.75、ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ3.0 ＋０～＋２０ (ﾋｴ2.5) 1kg/10a (※移植同時可)
23977 “ジャイロ1ｷﾛ粒剤” 2,883 普・Ｂ ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝ2.5、ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ3.0、ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾅｯﾌﾟ8.0 ＋０～＋２０ (ﾋｴ2.5) 1kg/10a (※移植同時可)
22148 バッチリ1ｷﾛ粒剤　      　　 2,636 普・Ａ ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ0.9､ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ2.0､ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ9.0 ＋０～＋１５ (ﾋｴ2.0) 1kg/10a (※移植同時可)
24062 “ベルーガ1ｷﾛ粒剤” 2,609 普・－ ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ0.9、ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ3.0 ＋０～＋２０ (ﾋｴ2.5) 1kg/10a (※移植同時可)

フロアブル剤 23716 アールタイプフロアブル 3,029 普・－ ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ1.1、ﾋﾟﾗｿﾞﾚｰﾄ18.2、ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ3.6 ＋３～＋１５ (ﾋｴ2.0) 500ml/10a
23778 アッパレＺフロアブル　　☆ 2,974 普・Ａ ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ1.7､ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ3.7､ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ16.8 ＋３～＋２０ (ﾋｴ2.5) 500ml/10a
24154 “エンペラーフロアブル” 2,971 普・－ ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ3.7、ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ1.4、ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ5.6 ＋０～＋２０ (ﾋｴ2.5) 500ml/10a (※移植同時可)
23978 “ジャイロフロアブル” 2,959 普・Ｂ ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝ4.5、ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ5.4、ﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾅｯﾌﾟ14.3 ＋０～＋１５ (ﾋｴ2.0) 500ml/10a (※移植同時可)
23816 天空フロアブル 3,368 普・－ ﾌｪﾝﾄﾗｻﾞﾐﾄﾞ6.0、ﾍﾞﾝｿﾞﾋﾞｼｸﾛﾝ6.0、ﾒﾀｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ1.2 ＋０～＋２０ (ﾋｴ2.5) 500ml/10a (※移植同時可)
22149 バッチリフロアブル　　　      2,679 普・Ａ ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ1.7､ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ3.7､ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ16.3 ＋０～＋１５ (ﾋｴ2.0) 500ml/10a (※移植同時可)
24170 “ベルーガフロアブル” 2,642 普・－ ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ1.7、ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ5.6 ＋０～＋２０ (ﾋｴ2.5) 500ml/10a (※移植同時可)
23795 ⚠“ボデーガードプロフロアブル”⚠ 3,035 普・Ａ ﾄﾘｱﾌｧﾓﾝ0.97、⚠ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝ5.8⚠ （水口、ボート専用） ＋５～＋２５ (ﾋｴ3.0) 500ml/10a
24167 “マスラオフロアブル” 2,999 普・－ ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ1.7、ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ1.2、ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ5.8 ＋０～＋２０ (ﾋｴ2.5) 500ml/10a (※移植同時可)

ジャンボ剤 23720 アッパレＺジャンボ　　☆ 3,349 普・Ａ ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ､ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ､ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ ＋３～＋２０ (ﾋｴ2.5) 400g/10a
24074 “エンペラージャンボ” 3,131 普・－ ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ8.0、ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ3.0、ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ12.0 ＋０～＋２０ (ﾋｴ2.5) 250g/10a
22287 バッチリジャンボ　　　         2,981 普・Ａ ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ2.25､ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ5.0､ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ22.5 ＋０～＋１５ (ﾋｴ2.0) 400g/10a

豆つぶ剤 24073 “エンペラー豆つぶ２５０” 2,965 普・－ ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ8.0、ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ3.0、ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ12.0 ＋０～＋２０ (ﾋｴ2.5) 250g/10a
24199 “ベルーガ豆つぶ２５０” 2,642 普・－ ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ3.6、ﾌｪﾝｷﾉﾄﾘｵﾝ12.0 ＋０～＋２０ (ﾋｴ2.5) 250g/10a
23552 “ヤブサメ豆つぶ２５０” 2,923 普・Ａ ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ6.0、ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝ2.0、ﾌｪﾉｷｻｽﾙﾎﾝ6.0 ＋３～＋１５ (ﾋｴ2.0) 250g/10a

注意事項 ＊適期散布が必要である。ヒエ、ホタルイなど発生始から1.5葉期に散布することが効果を安定させるために重要となる。 ※各剤｢移植後30日まで｣
＊水深３～５cmの湛水状態で散布し、散布後３～４日間は水深を保ち、田面を露出させない。その後も落水しない。 塗りつぶしは、新規掲載
　また、かけ流し潅漑をしない。強風時の散布も避ける。除草効果安定のためには、中干しは必要以外避けるべきである。
＊農薬名に「 “　”」 を附してある薬剤は非ＳＵ剤であり、ミズアオイ、ホタルイなど抵抗性のある雑草が多い水田では、効果が安定している。

＊⚠テフリルトリオンを含有するフロアブル剤は手振り散布やノズル散布を行うと強い薬害が生じるので水口施用かボートで散布を行う。

（３）中期剤（主としてＳＭ剤）
ヒエ専用 19190 クリンチャー１ｷﾛ粒剤 1,820 普・Ｂ ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁﾙ1.8 移植後１５～３５(ﾋｴ4.0) 1kg/10a
ＳＭ剤等 22422 ザーベックスＤＸ１ｷﾛ粒剤 2,293 普・Ｂ ｼﾒﾄﾘﾝ4.5､ﾍﾞﾝﾌﾚｾｰﾄ6、MCPB2.4、ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁﾙ1.5 移植後２０～３０(ﾋｴ3.0)ｲﾈ5.5葉以上 1kg/10a

ジャンボ剤 23867 セカンドショットＳジャンボＭＸ 3,377 普・Ａ ｱｼﾞﾑｽﾙﾌﾛﾝ0.36､ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ0.36、ﾒｿﾄﾘｵﾝ2.0 移植後２０～３５(ﾋｴ3.5) 500g/10a
注意事項 ＊晴天で水温の高いときに５cm程度の止め水にして均一に散布する。

＊除草効果安定のため、移植後土壌処理剤との体系処理が望ましい。

注意事項：ピュアライス栽培では、別途栽培基準による。（ななつぼし・きたくりん２品種共「ピラクロン１ｷﾛ粒剤・FL＋アッパレＺ１ｷﾛ粒剤･FL･ｼﾞｬﾝﾎﾞ」に限定・・☆印）

８．水稲除草剤・成長調整剤使用ガイド



（４）後期剤・藻類用 ※反当薬価はJAなんぽろR2農薬年度当用価格（税込）より算出。

処理法（剤型） 農薬番号 　除　　草　　剤　　名
反当薬価
（円/10a）

毒性・魚毒性 成　　分　　名　　（％） 使用時期 (ﾉﾋﾞｴ葉期) 使　　用　　量

23114 アトトリ1ｷﾛ粒剤 2,909 普・Ａ ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝ0.75　(収穫45日前まで) 移植後２０～４０(ﾋｴ4.0まで) 1kg/10a(湛水散布)
23843 アトトリ豆つぶ250 2,909 普・Ａ ﾋﾟﾘﾐｽﾙﾌｧﾝ3.0　(収穫45日前まで) 移植後２０～４０(ﾋｴ4.0まで) 250g/10a(湛水散布)
16124 バサグラン液剤 2,017～2,823 普・Ａ ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ40　（収穫50日前まで）　 移植後２５～５５ 500～700ml/10a（２回以内）
16117 バサグラン粒剤 3,393～4,524 普・Ａ ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ１１　（収穫60日前まで）　 移植後２０～４５ 3～4kg/10a
19195 クリンチャーEW 1,936 普・Ｂ ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁﾙ30（収穫30日前まで） 移植後２５～４０(ﾋｴ6.0) 100ml（展着剤加用）/10a
22086 ワイドアタックSC 3,887 普・Ａ ﾍﾟﾉｷｽｽﾗﾑ3.6（収穫30日前まで） 移植後２５～４０（ﾋｴ5.0まで） 100ml/10a
19200 クリンチャーバスME液剤 4,227 普・Ｂ ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁﾙ3、ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ20　（収穫50日前まで） 移植後２５～４０(ﾋｴ5.0) 1,000ml/10a
4015 粒状水中ＭＣＰ 1,050 普・Ｂ MCPAｴﾁﾙ1.2  　(収穫60日前まで) 幼穂形成始期 3kg/10a

藻　　　類 9109 モゲトン粒剤 1,540～2,310 普・Ｂｓ ACN9　（収穫45日前まで） 藻類発生始期～発生盛期 2～3kg/10a
注意事項 ＊バサグラン液・粒、クリンチャーバスME、ワイドアタックSCは、落水またはごく浅水状態にして、散布後３日以上そのままにする。また、低温時に使用しない。

＊初期～初中期一発剤を使用してオモダカの残草が多い場合は、バサグラン液剤、粒状水中ＭＣＰ、ワイドアタックSC等を適期に用いる。

＊クリンチャーEWはヒエ専用剤で持続期間は短い。使用直前に希釈し、展着剤を加用する。

＊粒状水中ＭＣＰは、水温の高いときに５～６cmの止め水として散布する。１日おいて深水にする。

（５）直播用除草剤
初期一発剤 23719 アッパレＺ1ｷﾛ粒剤 2,905 普・Ａ ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ0.9､ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ2.0､ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ9.0 稲1葉期～ﾋｴ2.5葉まで 1kg/10a 

23778 アッパレＺフロアブル 2,974 普・Ａ ﾌﾟﾛﾋﾟﾘｽﾙﾌﾛﾝ1.7､ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ3.7､ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ16.8 稲1葉期～ﾋｴ2.5葉まで 500ml/10a
22148 バッチリ１キロ粒剤 2,636 普・Ａ ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ0.9､ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ2.0､ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ9.0 出芽始期～ﾋｴ2葉まで 1kg/10a
22149 バッチリフロアブル 2,679 普・Ａ ｲﾏｿﾞｽﾙﾌﾛﾝ1.7､ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ3.7､ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ16.3 出芽始期～ﾋｴ2葉まで 500ml/10a

乾田直播用 19642 ノミニー液剤 1,204～2,408 普・- ﾋﾞｽﾋﾟﾘﾊﾞｯｸﾅﾄﾘｳﾑ塩　2.0 は種後１０～ﾋｴ4.5葉まで 100～200ml/10a
注意事項 ＊ノミニー液剤は薬害が発生しやすいので散布適期を逃さないように注意する。 ※バッチリ、アッパレＺは収穫９０日前まで。ノミニー液剤は収穫６０日前まで

（６）苗床用除草剤
11044 サターン乳剤 - 普・Ｂ ﾍﾞﾝﾁｵｶｰﾌﾞ50　　(播種後出芽前｢雑草発生前｣：1回)　　　　　　　   　100倍液、238ｍｌ/坪（13ｍｌ/箱）
19195 クリンチャーＥＷ - 普・Ｂ ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁﾙ30　　(播種後10日～ﾉﾋﾞｴ5葉期：1回)　　　　　　　　 　1,000倍液、330ｍｌ/坪（18ｍｌ/箱）

注意事項 ＊噴霧器を用い散布ムラの無いよう散布する。ミスト機の使用は避ける。

＊クリンチャーＥＷは、ヒエの発生が部分的である場合、ヒエの無い部分は散布しない。

（７）畦畔用除草剤

21766 ラウンドアップマックスロード 378～946 普・Ａ ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｶﾘｳﾑ塩48（畦畔雑草生育期草丈30cm以下） 収穫前日：３回 200～500ml/10a（１年生雑草）

畦　畔　用 22580 クサトリキング 264～527 普・Ａ ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾐﾝ塩41（雑草生育期草丈30cm以下） 収穫１４日前：２回 250～500ml/10a（１年生雑草）

22161 タッチダウンｉＱ 387～773 普・Ａ ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｶﾘｳﾑ塩44.7（雑草生育期草丈30cm以下） 収穫１４日前：２回 250～500ml/10a（１年生雑草）

7684 ＭＣＰソーダ塩 230 普・Ａ MCPAﾅﾄﾘｳﾑ塩19.5　（雑草生育期・草丈30cm以下） 収穫１４日前：３回 200g/100Ｌ（ｽｷﾞﾅ含）

注意事項 ＊ﾗｳﾝﾄﾞｱｯﾌﾟﾏｯｸｽﾛｰﾄﾞは、多年生イネ科雑草500～1,000ml、ｽｷﾞﾅ1,500～2,000ml/10a。少量散布(25～50L)は専用噴口を使用。

＊ｸﾞﾘﾎｻｰﾄを含む剤による多年生雑草の防除は、1,000ｍｌ／10aとする。

＊移植前に使用する。畦畔以外に飛散させない。崩れる可能性のある畦畔ではのり面に使用しない。

（８）植物成長調整剤(水稲)
育苗調整 18009 スミセブンＰ液剤 - 普・Ｂ ｳﾆｺﾅｿﾞｰﾙP0.025 催芽直前：1回 250倍15～24時間種子浸漬

17224 スマレクト粒剤 1,991～2,986 普・Ａ ﾊﾟｸﾛﾌﾞﾄﾗｿﾞｰﾙ粒剤0.6 出穂７～２０日前：1回 2～3kg/10a (湛水散布)
節間短縮 18829 ビビフルフロアブル 1,601～2,134 普・Ａ ﾌﾟﾛﾍｷｻｼﾞｵﾝｶﾙｼｭｳﾑ塩1.0 出穂１０～２日前：1回 75～100ml/水50～150L/10a

19761 ビビフル粉剤ＤＬ 1,952～2,603 普・Ａ ﾌﾟﾛﾍｷｻｼﾞｵﾝｶﾙｼｭｳﾑ塩0.12 出穂１０～５日前：1回 3～4kg/10a
直播発芽率向上 17423 カルパー粉粒剤１６ - 普・Ａ 過酸化ｶﾙｼｳﾑ16.0 播種前､浸種後：１回 乾籾重と等～２倍量 (湿粉衣)

注意事項 ＊ﾋﾞﾋﾞﾌﾙﾌﾛｱﾌﾞﾙの少量散布75～100ml/水25～50L/10a、ﾗｼﾞﾍﾘ散布100ml/水800ml/10a登録あり。
＊ｶﾙﾊﾟｰのｺｰﾃｨﾝｸﾞ種子は処理後十分乾燥し､処理後２日以内に播種する。

苗　床　用

後　期　剤



（１）秋小麦除草剤 ※反当薬価はJAなんぽろR2農薬年度当用価格（税込）より算出。

農薬番号 除　草　剤　名
反当薬価
（円/10a）

毒性・魚毒性 使　用　量 　使　　用　　時　　期 適正使用 使用回数

22935 ガルシアフロアブル 718～1,794 普・Ｂ 150～250ml/10a(播種後出芽前)、100～200ml/10a(出芽直前～麦３葉期) 雑草発生前～始期 １回
19638 ガレース乳剤 1,481～1,851 普・Ｂｓ 200～250ml/10a 播種後出芽前 雑草発生前
19638 ガレース乳剤  （＊雑草茎葉散布兼） 741～1,111 普・Ｂｓ 100～150ml/10a ＊小麦１～３葉期 雑草発生前～始期
19880 ガレースＧ 2,640～3,300 普・Ｂｓ 4 ～ 5  kg/10a 播種後発芽前 雑草発生前 １回
22176 ゴーゴーサン乳剤 1,041～1,735 普・Ｂ 300～500ml/10a 播種後～小麦２葉期まで イネ科雑草１葉期迄 １回 (後作に注意)

16458 ゴーゴーサン細粒剤Ｆ 2,630～3,156 普・Ｂ 5 ～ 6  kg/10a 播種後出芽前　　　　　　　　　 雑草発生前 １回 (後作に注意)

7327 トレファノサイド乳剤 909～1,364 普・Ｂｓ 200～300ml/10a 播種後～小麦３葉まで イネ科雑草１葉期迄 ２回
22775 ボクサー 1,034～1,293 普・Ｂ 400～500ml/10a 播種後～麦４葉期 雑草発生前～始期 ２回
22776 ムギレンジャー乳剤 1,189～2,379 普・Ｂ 300～600ml/10a 播種後出芽前　（少水量散布可）　　　　　　 雑草発生前 １回
8089 アクチノール乳剤 557～1,114 普・Ｃ 100～200ml/10a 穂ばらみ期まで 雑草生育初期 ２回以内
20184 エコパートフロアブル(＊大豆間作用) 425～849 普・Ａ 50～100ml/10a ＊秋：秋小麦の２～４葉期(広葉雑草2～4葉期) 収穫４５日前
20184 エコパートフロアブル　 425～637 普・Ａ 50～ 75 ml/10a ＊春：秋小麦の止葉抽出前まで（広葉雑草2～4葉期） 収穫４５日前
7684 ＭＣＰソーダ塩 230～345 普・Ａ 200～300g/10a 秋小麦の幼穂形成期 収穫４５日前 １回
18081 ハーモニー７５DF水和剤 2,109～2,812 普・Ａ 7.5～ 10  ｇ/10a 秋小麦の幼穂形成期 収穫４５日前 １回
16124 バサグラン液剤(ﾅﾄﾘｳﾑ塩) 403～807 普・Ａ 100～200ml/10a 麦類の生育期（雑草３～６葉期） 収穫４５日前 １回
21766 ラウンドアップマックスロード 378～946 普・Ａ 200～500ml/10a 耕起前雑草処理（畑地多年生イネ科雑草） 耕起前 ３回
22161 タッチダウンｉＱ 773～1,546 普・Ａ 500～1,000ｍｌ/10a 耕起前雑草生育期（畑地多年生イネ科雑草） 耕起３日以前 １回
22580 クサトリキング 527～1,054 普・Ａ 500～1,000ml/10a 耕起前雑草処理（畑地多年生雑草､草丈30cm以下） 耕起７日前 １回

注意事項　 ＊エコパートフロアブルは、展着剤を混用してはならない。

　　　　　　　　また、同剤を「間作小麦」の除草剤として使用する場合は、大豆収穫後とする。

     　        ＊ハーモニー７５DF水和剤は、タンクやホース内に薬液が残らないよう使用後は速やかに専用の洗浄剤または消石灰で良く洗浄する。

　　　　　　  ＊耕起前雑草処理では、散布後効果の発現は１～２週間を要する。

　　　　　　  ＊耕起前雑草茎葉散布には、通常水量（100L）散布と少水量（25～50L）散布の登録がある。

（２）春小麦除草剤

農薬番号 除　草　剤　名
反当薬価
（円/10a）

毒性・魚毒性 使　用　量 　使　　用　　時　　期 適正使用 使用回数

22935 ガルシアフロアブル（＊雑草茎葉散布） 1,436 普・Ｂ 200ml/10a ＊小麦１～３葉期 雑草発生始期 1回
19638 ガレース乳剤 1,481～1,851 普・Ｂｓ 200～250ml/10a 播種後出芽前 雑草発生前
19638 ガレース乳剤（＊雑草茎葉散布兼） 741～1,111 普・Ｂｓ 100～150ml/10a ＊小麦１～３葉期 雑草発生前～始期
19880 ガレースＧ 2,640～3,300 普・Ｂｓ 4 ～ 5  kg/10a 播種後発芽前 雑草発生前 １回
22176 ゴーゴーサン乳剤 1,041～1,735 普・Ｂ 300～500ml/10a 播種後～小麦２葉期まで イネ科雑草１葉期迄 １回 (後作に注意)

16458 ゴーゴーサン細粒剤Ｆ 2,630～3,156 普・Ｂ 5 ～ 6  kg/10a 播種後出芽前　　　　　　　　　 雑草発生前 １回 (後作に注意)

22775 ボクサ－ 1,034～1,293 普・Ｂ 400～500ml/10a 播種後出芽前～出芽揃期 雑草発生前～始期 ２回
8089 アクチノール乳剤 557～1,114 普・Ｃ 100～200ml/10a 穂ばらみ期まで 雑草生育初期 ２回以内
7684 ＭＣＰソーダ塩 230～345 普・Ａ 200～300 ｇ/10a 春小麦の５葉期 収穫４５日前 １回
16124 バサグラン液剤(ﾅﾄﾘｳﾑ塩) 403～807 普・Ａ 100～200ml/10a 麦類の生育期（雑草３～６葉期） 収穫４５日前 １回

（３）大豆除草剤

農薬番号 除　草　剤　名
反当薬価
（円/10a）

毒性・魚毒性 使　用　量 使　　用　　時　　期 適正使用 使用回数

全面土壌 22350 フルミオＷＤＧ 439～878 普・Ａ 5 ～ 10  g/10a 播種後出芽前(一年生広葉雑草) 雑草発生前 １回
散布 22596 ラクサ－乳剤 1,513～3,025 普・Ｂ 400～800ml/10a 播種後出芽前(一年生雑草) 雑草発生前 １回

雑草茎葉又は全面土壌 20023 パワーガイザー液剤 890～1,335 普・Ａ 200～300ml/10a 出芽直前～出芽揃期 雑草発生始～揃期 １回
畔間雑草茎葉散布 20023 パワーガイザー液剤 890～1,335 普・Ａ 200～300ml/10a 生育期（雑草発生揃期～2葉期） 収穫３０日前 １回

15992 ナブ乳剤 705 普・Ｂ 200ml/10a イネ科雑草６～８葉期(ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ除く) 収穫３０日前 １回
19966 ポルトフロアブル 577～865 普・Ｂｓ 200～300ml/10a イネ科雑草３～１０葉期(ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ除く) 収穫３０日前 １回
22577 セレクト乳剤 590～843 普・Ａ 35～ 50 ml/10a イネ科雑草３～５葉期(ｲﾈ科5～8葉期,50～75ml/10a) 収穫５０日前 １回
21487 大豆バサグラン液剤(ﾅﾄﾘｳﾑ塩) 433～650 普・Ａ 100～150ml/10a 大豆２葉期～開花前(雑草生育初期～6葉期) 収穫４５日前 １回

注意事項 ＊フルミオＷＤＧは、タンクやホース内に薬液が残らないよう使用後は速やかに専用の洗浄剤または消石灰で良く洗浄する。
           　＊パワーガイザー液剤は薬害を助長するのでイネ科雑草用茎葉処理剤や有機リン、有機塩素系殺虫剤との混用や１０日以内の近接散布を避ける。　　＊パワーガイザー液剤には展着剤を加用しない。
　　　　　　 *大豆バサグランは300～500ml/10aで生育期の畦間処理も可。 ＊セレクト乳剤のみ、スズメノカタビラにも効果がある。（使用量50～75ml／10a）

通算１回

耕起前
雑草

茎葉散布

農薬のラベル内容を
確認しましょう

雑草茎葉
散布

雑草茎葉
散布

９．畑作除草剤・成長調整剤使用ガイド

通算１回

通算２回以内

全面土壌
散布

全面土壌
散布

雑草茎葉散布



（４）小豆除草剤 ※反当薬価はJAなんぽろR2農薬年度当用価格（税込）より算出。

農薬番号 除　草　剤　名
反当薬価
（円/10a）

毒性・魚毒性 使　用　量 使　　用　　時　　期 適正使用 使用回数

全面土壌処理 20558 ビンサイド乳剤 946～1,146 普・Ａ 330～400ml/10a 播種後２～５日（畑地一年生広葉雑草） 雑草発生前 １回
雑草茎葉又は全面土壌 20023 パワーガイザー液剤 890～1,335 普・Ａ 200～300ml/10a 出芽直前～出芽揃期 雑草発生始～揃期 １回

15992 ナブ乳剤 528～705 普・Ｂ 150～200ml/10a イネ科雑草３～５葉期（イネ科雑草6～8葉,200ml） 収穫１４日前 ２回
19966 ポルトフロアブル 577～865 普・Ｂｓ 200～300ml/10a イネ科雑草３～８葉期 収穫５０日前 １回
22577 セレクト乳剤 590～843 普・Ａ 35～ 50ml/10a イネ科雑草３～５葉期(ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ,50～75ml/10a) 収穫４５日前 １回

注意事項　＊ﾋﾞﾝｻｲﾄﾞ乳剤、ﾊﾟﾜｰｶﾞｲｻﾞｰ液剤は、砕土・整地・覆土を丁寧・均一に行う。砂質土壌では使用を控える。土壌の過乾燥は効果が劣り、過湿は薬害が出やすい。
　　　　　　　＊ﾊﾟﾜｰｶﾞｲｻﾞｰ液剤は特に使用時期を守り、展着剤は加用しない。 ＊ﾊﾟﾜｰｶﾞｲｻﾞｰ液剤は薬害を助長するのでイネ科雑草用茎葉処理剤や有機リン、有機塩素系殺虫剤との混用や近接散布を避ける。

　　　　　　　＊セレクト乳剤のみ、スズメノカタビラにも効果がある。（使用量50～75ｍｌ／10a）

（５）てんさい除草剤

移植栽培 農薬番号 除　草　剤　名
反当薬価
（円/10a）

毒性・魚毒性 使　用　量 使　　用　　時　　期 適正使用 使用回数

雑草兼土壌散布 9979 レナパック水和剤 1,738～2,607 普・Ａ 200～300 ｇ/10a 活着後、中耕後（雑草発生始期） 収穫６０日前 ２回
22019 ベタナール乳剤 1,444～1,733 普・Ｂ 500～600ml/10a 活着後、中耕後（雑草発生揃期） 収穫６０日前 ３回
23041 ベタハーブフロアブル 2,296～3,214 普・Ｂ 500～700ml/10a 活着後（雑草発生揃期） 収穫６０日前 ３回
22820 ベタダイヤＳ乳剤 2,586 普・Ｂ 500ml/10a 活着後（雑草発生揃期）(水量50～100L/10a) 収穫９０日前 １回
22577 セレクト乳剤 590～843 普・Ａ 35～ 50ml/10a １年生イネ科雑草３～５葉期(ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ,50～75ml/10a) 収穫３０日前 ２回

直播栽培 農薬番号 除　草　剤　名
反当薬価
（円/10a）

毒性・魚毒性 使　用　量 使　　用　　時　　期 適正使用 使用回数

22818 デュアールゴールド 747～1,067 普・Ｂ 70～100ml/10a １年生イネ科雑草　は種後出芽揃期まで 雑草発生前 ２回
22777 フィールドスターＰ乳剤 861 普・Ａ 75ml/10a １年生イネ科雑草　出芽揃期 雑草発生前 １回

雑草兼土壌散布 9979 レナパック水和剤 1,738 普・Ａ 200ｇ/10a 本葉２葉期 雑草発生始期
9979 レナパック水和剤 1,738～2,607 普・Ａ 200～300 ｇ/10a 中耕後（雑草発生始期） 収穫６０日前
22999 ハーブラックＷＤＧ　＊ 1,700～2,380 普・Ａ 250～350 ｇ/10a 雑草発生始期～揃期(てんさい２葉期以降) 収穫３０日前 ５回
22019 ベタナール乳剤　＊ 1,444～1,733 普・Ｂ 500～600ml/10a 第２本葉展開後、中耕後(雑草発生揃期) 収穫６０日前 ３回
23041 ベタハーブフロアブル(＊の混合製剤) 1,837～2,755 普・Ｂ 400～600ml/10a 第２本葉展開後(雑草発生揃期) 収穫６０日前 ３回
22577 セレクト乳剤  (移植栽培も可) 590～843 普・Ａ 35～ 50ml/10a １年生イネ科雑草３～５葉期(ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ,50～75ml/10a) 収穫３０日前 ２回
15992 ナブ乳剤  (移植栽培も可) 705 普・Ｂ 200ml/10a １年生イネ科雑草６～８葉期(ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ除く) 収穫６０日前 ２回
19966 ポルトフロアブル  (移植栽培も可) 577～865 普・Ｂｓ 200～300ml/10a １年生イネ科雑草３～８葉期 収穫３０日前 ２回
19966 ポルトフロアブル  (移植栽培も可) 721～865 普・Ｂｓ 250～300ml/10a 多年生イネ科雑草３～６葉期(ﾚｯﾄﾞﾄｯﾌﾟ､ｼﾊﾞﾑｷﾞ等) 収穫３０日前 ２回

注意事項　＊レナパック水和剤の使用では、専用展着剤「レナテン」を100～150ｍｌ加用し、十分攪拌して、さらに時々攪拌しながら散布する。
　　　　　　　＊移植栽培でのベタナール乳剤の散布適期は、移植後２０～２５日頃で、雑草が大きくなると極端に効果が劣るので適期散布する。　
　　　　　　　＊ベタダイヤＳ乳剤は、高温時の散布は薬害の恐れがあるので注意する。 *ﾚｯﾄﾞﾄｯﾌﾟ､ｼﾊﾞﾑｷﾞへのﾅﾌﾞ乳剤は300～400ml/10aも可。
　　　　　　　＊ベタナール乳剤は１０a当たり５０～８０L・ベタダイヤＳ乳剤は、１０a当たり５０～１００Lとする。乾燥条件ではやや多めの水量とする。また、水量が多くなると

　　　　　　　　薬液調整後の時間経過により結晶が生じやすくなり、ノズルを詰まらせるので薬液調整後は速やかに散布する。

(　６　）小麦成長調整剤

農薬番号 薬　　剤　　名
反当薬価
（円/10a）

毒性・魚毒性 使　用　量 　使　　用　　時　　期 　適正使用 使用回数

23589 サイコセルＰＲＯ（秋まき小麦） 561～748 劇・Ａ 150～200ml/10a 幼穂形成期 (水量 100L/10a) １回
23589 　　　　　　　　　〃 748～1,121 劇・Ａ 200～300ml/10a 出穂前２０～１０日（小麦の草丈40～60cm） (水量 100L/10a) １回
23589 サイコセルＰＲＯ（春まき小麦） 561 劇・Ａ 150ml/10a ６葉期前後（小麦の草丈30～40cm） (水量 100L/10a) １回
20871 カルタイムフロアブル (秋・春まき小麦) 1,233～1,643 普・Ａ (水量 100L/10a) １回

200～333ml/100L/10a
200～333ml/25L/10a
200～333ml/100L/10a
200ml/25L/10a

注意事項　*ｴｽﾚﾙ１0の出穂始期とは出穂20%まで、また、専用ﾉｽﾞﾙを使用した少量散布も可。
　　　　　　　*いずれの剤も散布適期を逃さないよう留意し、指定の薬量・濃度を守り均一散布につとめ、重複散布はしない。
　　　　　  　*ｻｲｺｾﾙPROは、高温時の散布は薬害を生じることがあるので、日中の散布を避ける。

雑草茎葉
散布

雑草茎葉
散布

茎葉散布
13038

13038 エスレル１０（春まき小麦） 1,233～2,053 普・Ａ

１回エスレル１０（秋まき小麦）

150～200ml/10a（秋まき）、150ml/10a（春まき）/止葉期～出穂始期

ドリフトの無いように

土壌散布

雑草茎葉
散布

通算２回以内

１回

1,233～2,053 普・Ａ 止葉期～出穂始期
(水量 25Lまたは100L/10a)

止葉期～出穂始期



注意事項：ｲｴｽｸﾘｰﾝ（Yes!cｌｅａｎ）栽培では、別途栽培基準による。

作 物 名 農薬番号 除　草　剤　名
反当薬価
（円/10a）

毒性・魚毒性 使　用　時　期 使　用　量 適正使用基準 YES!ｃｌｅａｎ

19651 アグロマックス水和剤 2,475～3,712 普・Ａ 定植直後：雑草発生前（ｷｸ科、ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科を除く） 200～300 ｇ/10a １回 ☆

22777 フィールドスターＰ乳剤 521～781 普・Ａ 定植後：雑草発生前 50～75ml/10a 定植後１０日まで　１回 ☆

15992 ナブ乳剤 528～705 普・Ｂ イネ科雑草の３～５葉（ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗを除く） 150～200ml/10a 収穫１４日前まで　１回 ☆

22577 セレクト乳剤 843～1,265 普・Ａ イネ科雑草の３～５葉 50 ～ 75ml/10a 収穫３０日前まで　１回 ☆

注意事項 ＊フィルドスターP乳剤は、イネ科雑草およびハコベに効果がある。セル成型苗に使用できる。アカザ科、タデ科、アブラナ科雑草に効果が劣る。

19651 アグロマックス水和剤 2,475～3,712 普・Ａ 定植後：雑草発生前（ｷｸ科、ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科を除く） 200～300 ｇ/10a 定植１４日後まで　１回 ☆

22777 フィールドスターＰ乳剤 521～781 普・Ａ 定植後：雑草発生前 50～75ml/10a 収穫３０日前まで　１回 ☆

15992 ナブ乳剤 528～705 普・Ｂ イネ科雑草の３～５葉（ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗを除く） 150～200ml/10a 収穫７日前まで　１回 ☆

注意事項 ＊フィルドスターP乳剤は、イネ科雑草およびハコベに効果がある。セル成型苗に使用できる。アカザ科、タデ科、アブラナ科雑草に効果が劣る。 塗りつぶしは、新規掲載

19651 アグロマックス水和剤 3,712 普・Ａ 定植後：雑草発生前（ｷｸ科、ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科を除く） 300 ｇ/10a 収穫４５日前まで　２回 ☆

15443 グラメックス水和剤 1,161～2,321 普・Ａ 定植活着後：雑草発生前 100～200 ｇ/10a 収穫９０日前まで　１回 ☆

22176 ゴーゴーサン乳剤 1,041～1,735 普・Ｂ 定植後：雑草発生前 300～500ml/10a 収穫３０日前まで　１回 ☆

7327 トレファノサイド乳剤 909～1,364 普・Ｂｓ 定植後 200～300ml/10a 収穫７５日前まで　２回 ☆

9512 トレファノサイド粒剤２．５ 2,177～2,722 普・Ｂｓ 定植後 4 ～  5 ｋg/10a 収穫７５日前まで　２回 ☆

22775 ボクサ－ 1,034～1,293 普・Ｂ 定植後又は中耕後：雑草発生前 400～500ml/10a 収穫４５日前まで　２回 ☆

8089 アクチノール乳剤 557～836 普・Ｃ 生育期：雑草生育初期 100～150ml/10a 収穫３０日前まで　２回 ☆

15992 ナブ乳剤 528～705 普・Ｂ イネ科雑草の３～５葉（ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗを除く） 150～200ml/10a 収穫１４日前まで　２回 ☆

22577 セレクト乳剤 843～1,265 普・Ａ イネ科雑草の３～５葉 50 ～ 75ml/10a 収穫２１日前まで　３回 ☆

20355 ホーネスト乳剤 968～1,290 普・Ｂ イネ科雑草の３～５葉 75 ～100ml/10a 収穫１４日前まで　２回 ☆

注意事項 ＊ゴーゴーサン乳剤・粒剤は薬量が多いと生育が抑制されることがある。又、土壌が極端に乾燥している場合は、希釈水量を多めとするか、降雨後に散布する。

＊ゴーゴーサンは後作に「かぼちゃ等ウリ科・ほうれんそう・そば」は避ける。いずれも畑地１年生雑草対応、但し残りやすい草種があるので注意。

＊ボクサーは癒着症状が現れる可能性があるため、高温時の散布や、茎葉処理除草剤との混用、近接散布などを避ける。

＊アクチノール乳剤は散布時期が遅れると薬害がでることがある。散布には除草剤専用ノズルを使用する。

22176 ゴーゴーサン乳剤 694～1,041 普・Ｂ 定植後：雑草発生前（１年生雑草） 200～300ml/10a 定植１０日後まで　１回 露地☆

16458 ゴーゴーサン細粒剤F 2,104～3,156 普・Ｂ 定植後：雑草発生前（１年生雑草） 4 ～  6 kg/10a 定植１０日後まで　１回 軟白☆　　露地☆

15992 ナブ乳剤 528～705 普・Ｂ イネ科雑草の３～５葉（ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗを除く） 150～200ml/10a 収穫３０日前まで　１回 露地☆

7327 トレファノサイド乳剤 909～1,364 普・Ｂｓ 定植後：雑草発生前（１年生雑草※ﾂﾕｸｻ科、ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科、ｷｸ科、ｱﾌﾞﾗﾅ科を除く） 200～300ml/10a 収穫３０日前まで　２回 露地☆

21766 ラウンドアップマックスロード 378～946 普・Ａ ⚠雑草生育期：定植後畦間処理⚠ 200～500ml/10a 収穫３０日前まで　３回 露地☆

22161 タッチダウンｉＱ 387～773 普・Ａ ⚠雑草生育期（草丈30cm以下）：定植後畦間処理⚠ 250～500ml/10a 収穫　７日前まで　３回 露地☆

22580 クサトリキング 264～527 普・Ａ ⚠雑草生育期：定植後畦間処理⚠ 250～500ml/10a 収穫３０日前まで　３回 露地☆

注意事項 ＊ゴーゴーサンは、春まき露地移植栽培に限る。又、後作に「かぼちゃ等ウリ科・ほうれんそう・そば」は生育抑制があるので避ける。

＊ゴーゴーサン細粒剤Ｆは、軟白ねぎにも使用可。　　　　＊ナブ乳剤は、効果発現まで７～１０日かかる。

＊⚠ラウンドアップマックスロード・タッチダウンiQ・クサトリキングは畦間処理に使用し、作物にドリフトすることがないように散布すること。

＊トレファノサイド乳剤は雑草茎葉処理効果は期待できないので土壌処理で使用する。ツユクサ、キク科、タデ科、アブラナ科雑草には効果が劣る。

１０．野菜類除草剤・成長調整剤使用ガイド
※反当薬価はJAなんぽろR2農薬年度当用価格（税込）より算出。

キャベツ

たまねぎ

ねぎ

ブロッコリー



※反当薬価はJAなんぽろR2農薬年度当用価格（税込）より算出。

作物名 農薬番号 除　草　剤　名
反当薬価
（円/10a）

毒性・魚毒性 使　　用　　時　　期 使　用　量 適正使用基準 YES!ｃｌｅａｎ

14683 センコル水和剤 1,157～1,735 普・Ａ 萌芽前～始期又は収穫打切後（雑草発生前～雑草4、5葉期） 100～150 ｇ/10a １回

15443 グラメックス水和剤 1,161～2,321 普・Ａ 萌芽前又は収穫後（雑草発生前） 100～200 ｇ/10a １回

20958 バスタ液剤 939～1,564 普・Ａ 雑草生育期萌芽前又は畦間処理 300～500 ml/10a 収穫前日まで　２回

15992 ナブ乳剤 528～705 普・Ｂ イネ科雑草の３～５葉（ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗを除く） 150～200ml/10a 収穫前日まで　１回

注意事項 ＊センコル水和剤は甜菜、アブラナ科野菜に飛散させないこと。ぎ葉展開期後には薬害がでるのでそれ以前に散布する。

＊バスタ液剤は雑草茎葉に均一散布､散布後６時間以内の降雨が予想される時は避ける。作物にかからないよう留意。

7327 トレファノサイド乳剤 682～909 普・Ｂｓ 播種直後（露地栽培） 150～200ml/10a １回

15992 ナブ乳剤 528～705 普・Ｂ イネ科雑草の３～５葉（ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗを除く） 150～200ml/10a 収穫１４日前まで　１回

注意事項 ＊トレファノサイド乳剤は、散布後土と混和すると、薬害が生じやすいので混和しない。

はくさい 9512 トレファノサイド粒剤2.5 2,177～3,266 普・Ｂｓ 定植前（植穴掘前） 4 ～ 6  kg/10a １回

注意事項 ＊土壌に混和しない（土壌表面処理）。トレファノサイド粒剤はツユクサ科、キク科、カヤツリグサ科、アブラナ科には効果が劣る。

22818 デュアールゴールド 747～1,387 普・Ｂ 播種後出芽前（雑草発生前） 70～130ml/10a １回

マルチ前・は種前・は種後発芽前（雑草発生前）

生育期（とうもろこし2～4葉期）

10778 ラッソー乳剤 697～1,394 普・Ｂ 播種後出芽前 200～400ml/10a

22777 フィールドスターP乳剤 861～1,378 普・Ｂ 播種後発芽前（雑草発生前）/一年生雑草（ｱｶｻﾞ科・ｱﾌﾞﾗﾅ科・ﾀﾃﾞ科を除く） 75～120ml/10a

22777 フィールドスターP乳剤 861～1,378 普・Ｂ とうもろこし出芽直前～2葉期(ｲﾈ科雑草2葉期まで)/一年生雑草 75～120ml/10a

注意事項 ＊スイートコーンにも使用可能。

＊いずれの薬剤も、土壌が乾燥していると効果が劣る。また、砂土系の土壌では薬害がでやすいので使用を避ける。

22176 ゴーゴーサン乳剤 694～1,041 普・Ｂ 植付後萌芽前（雑草発生前） 200～300ml/10a １回

ばれいしょ 14683 センコル水和剤 1,157 普・Ａ 植付直後～萌芽期 100 ｇ/10a １回

15992 ナブ乳剤 528～705 普・Ｂ イネ科雑草の３～５葉（ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗを除く） 150～200ml/10a 収穫前日まで　２回

注意事項 ＊センコル水和剤は、散布当年の後作物（だいこん・はくさいなど）は栽培を避ける。

＊ゴーゴーサン乳剤では、うり科作物、ほうれん草の後作を避ける。また、ツユクサ、キク科雑草に効果が劣る。　

（野菜類成長調整剤）

作物名 農薬番号 薬　　剤　　名
反当薬価
（円/10a）

毒性・魚毒性 使　　用　　時　　期 使　用　量 適正使用基準 YES!ｃｌｅａｎ

5884 石灰窒素５０(石灰窒素粉剤) - 普・Ｂ 茎葉黄変期 10 ～ 15kg/10a 注①　１回

20677 デシカン乳剤 416～749 普・Ｂ 茎葉黄変期 250 ～ 450ml/10a 収穫３日前　２回

注意事項 ＊石灰窒素粉剤は、水溶液散布法と紛状散布法がある。また、散布にあたっては、保護マスクや防護服を着用するなど厳重な注意が必要である。

＊注①の適正使用法をラベルで確認するなどの必要がある。

＊デシカン乳剤は、土壌が極端に乾燥している時や、散布後降雨が予想されるときは使用を避ける。効果は３日位で発現し８～１０日で完了する。

＊デシカン乳剤は、１回目：開花期後３０日以降(茎葉繁茂期)450ml、２回目：１回目の３～６日後に250～450mlも可、但し収穫３日前まで。　

ト　マ　ト 11762 トマトトーン - 普・Ａ 開花前３日～開花後３日位  50倍又は100 倍 １花房　１回

注意事項 ＊処理時に生長点や若葉にかからないように注意する。

＊１花房の３～５花位開花した時期に均一に散布する。低温時５０倍(20℃以下)、高温時１００倍(20℃以上)で散布する。

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ

１回　※茎葉散布(作物１～2葉期,ｲﾈ科雑草2葉期まで)

ばれいしょ

だいこん

22819 ゲザノンゴールド 普・Ｂ １回879～1,633 140～260ml/10a

とうもろこし

通算１回



１１．果　樹　類　防　除　ガ　イ　ド　(ﾏｲﾅｰ作物ｸﾞﾙｰﾌﾟ化)
（　１　）　果樹類・　作物指定無し　
　　　　＜いずれの果樹類でも、病害虫の種類に応じた薬剤が使用できる＞

作物名 農薬番号 農　　薬　　名 系統名
毒性・
魚毒性

ケ
ム
シ
類

ハ
ダ
ニ
類

ハ
マ
キ
ム
シ

類 シ
ャ
ク
ト
リ

ム
シ
類

癒
合
促
進

－ － － － － 適正使用基準 使用倍率

13411 トップジンＭペースト ﾍﾞﾝｿﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ 普・Ａ － － － － ● － － － － － 剪定整枝時：３回 原液塗布
果樹類 20609 アカリタッチ乳剤 ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ 普・Ｂ － ● － － － － － － － － 前日：ー 1,000～2,000倍

19885 エスマルクＤＦ ＢＴ(ｸﾙｽﾀｰｷｰ系) 普・Ａ ● － ● ● － － － － － － 発生初期､前日：ー 2,000～3,000倍(ｼｬｸﾄﾘ・ｹﾑｼ2,000倍)

作物指定 19616 ゼンターリ顆粒水和剤 ＢＴ(ｱｲｻﾞﾜｲ系) 普・Ａ － － ● － － － － － － － 発生初期､前日：ー 1,000倍
無し 19899 デルフィン顆粒水和剤 ＢＴ(ﾊﾞﾁﾙｽ系) 普・Ａ ●(1,000倍) － ●(2,000倍) － － － － － － － 発生初期､前日：ー ｹﾑｼ1,000倍、ﾊﾏｷ2,000倍

14459 トアロー水和剤ＣＴ ＢＴ(ｸﾙｽﾀｰｷｰ系) 普・Ａ － － ● － － － － － － － 発生初期､前日：ー 500～1,000倍

コンフューザー、ＮＣＳ、石灰硫黄合剤、スカシバコンＬ、スパイデックス、ハマキコンＮ、バクテローズ
バイオリサ・カミキリ、クオークフロアブル

（　２　）　小粒核果類　
果樹類（作物指定無し）からも選択して使用できる

作物名 農薬番号 農　　薬　　名 系統名
毒性・
魚毒性

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

類 キ
ク
イ
ム
シ
類

コ
ス
カ
シ
バ

す
す
斑
症

す
す
斑
病

灰
色
か
び
病

灰
星
病

環
紋
葉
枯
病

黒
星
病

黒
粒
枝
枯
病
・

葉
炭
そ
病 適正使用基準 使用倍率

12478 ガットキラー乳剤（うめ、すもも除く） 有機ﾘﾝ 普・Ｂ － ● ● － － － － － － － 休眠期(落葉後～萌芽前)：１回 100倍
小　粒 23021 スプラサイド乳剤４０ 有機ﾘﾝ 劇・Ｂ ● － － － － － － － － － １４日：２回 1,500倍

21292 オーソサイド水和剤８０ ｷｬﾌﾟﾀﾝ 普・Ｃ － － － ● － － － － ● － ２１日：３回 800～1,000倍(すす斑病800倍)

核果類 11574 トップジンＭ水和剤 MBC 普・Ａ － － － － － － ● ● ● ●
18821 ベルクート水和剤（うめ、すもも除く） ｸﾞｱﾆｼﾞﾝ 普・Ａ － － － － ● ● ● ● ● － ３０日：３回 2,000倍

注意事項

トップジンＭペースト、オーシャイン水和剤、モスピラン顆粒水溶剤、オリオン水和剤、石灰硫黄合剤、ダイアジノン水和剤、スカウトフロアブル、マイトコーネフロアブル、トモノールＳ。

（　３　）　ブルーベリー
果樹類（作物指定無し）からも選択して使用できる

作物名 農薬番号 農　　薬　　名 系統名
毒性・
魚毒性

コ
ガ
ネ
ム

シ
類
幼
虫

カ
イ
ガ
ラ

ム
シ

マ
イ
マ
イ

ガ シ
ョ
ウ

ジ
ョ
ウ
バ

エ 斑
点
病

灰
色
か
び

病

－ － － － 適正使用基準 使用倍率

22634 ダイアジノン粒剤５ 有機ﾘﾝ 普・ＢＳ ● － － － － － － － － － １４日：２回 6kg/10a (株元土壌混和)
22151 ダーズバンＤＦ 有機ﾘﾝ 劇・Ｃ － ● － － － － － － － － １４日：２回 3,000倍
22678 サイアノｯクス水和剤 有機ﾘﾝ 普・Ｂ － ﾄﾞｸｶﾞ● ● － － － － － － － ３０日：２回 1,000倍

ブルーベリー 17852 アディオンフロアブル 合ﾋﾟﾚ 普・Ｃ － － － ● － － － － － － 前 日：２回 2,000倍
22583 モスピラン顆粒水溶剤 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 劇・Ａ － － － ● － － － － － － 前 日：１回 4,000倍
21247 オキシラン水和剤 ｷｬﾌﾟﾀﾝ+銅 普・Ｃ － － － － ● － － － － － 収穫終了後～落葉期：３回 600倍
22015 ストロビードライフロアブル QoI 普・Ｂ － － － － ● ● － － － － １４日：２回 3,000倍

「ブルーベリー」の登録・・・バイオトピア、デルフィン顆粒水和剤。

　参考事項（１）　果樹類（作物指定無し）登録農薬「農薬名のみ」

２１日：３回 ＊1,500倍（黒星病・黒粒枝枯病1,000～1,500倍）

すもも等の「ふくろみ病」には、石灰硫黄合剤：発芽前／140倍散布（登録）
　参考事項（２）　果樹類（小粒核果類）登録農薬「農薬名のみ」

　参考事項（３）



（　４　）　自　家　用　果　樹　の　防　除　法　：果樹類（作物指定無し）に掲載された薬剤は病害虫の種類に応じ散布可能である。

　　　　＜広範囲に使える薬剤を抽出＞ 適正使用基準・使用倍率などラベルにて登録内容を必ず確認する。

作物名 農薬番号 農　　薬　　名 系統名
毒性・
魚毒性

り
ん
ご

な
し

ぶ
ど
う

お
う
と
う

（
さ
く
ら
ん
ぼ

）

す
も
も

・プ
ラ
ム

う
め

ブ
ル
ー
ベ

リ
ー

ハ
ス
カ
ッ

プ

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類、シンクイムシ類 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 ハマキムシ

15957 アディオン乳剤 合ピレ 普・Ｃ ハマキムシ類 アブラムシ類

果　樹 カメムシ類

アブラムシ類、ハマキムシ類 アブラムシ類、カメムシ類 アブラムシ類、ハマキムシ類 アブラムシ類、ナシグンバイ アブラムシ類

4962 スミチオン乳剤 有機リン 普・Ｂ ヒメシンクイ、ｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄﾘ シンクイムシ類、ｸﾜｺﾅｶｲｶﾞﾗ ﾌﾀﾃﾝﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ、ｸﾜｺﾅｶｲｶﾞﾗ ハマキムシ類 ｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄﾘ

モモシンクイ、ｸﾜｺﾅｶｲｶﾞﾗ ハマキムシ類、ナシグンバイ ﾌﾞﾄﾞｳｽｶｼﾊﾞ､ｷﾝｹｸﾁﾌﾞﾄｿﾞｳﾑｼ ｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄﾘ ハマキムシ類

殺虫剤 ハマキムシ類 ハマキムシ類 ハマキムシ類 ハマキムシ類 ハマキムシ類 ハマキムシ類 ハマキムシ類 ハマキムシ類

14459 トアロー水和剤ＣＴ ＢＴ 普・Ａ ヒメシロモンドクガ

果樹類：作物指定無し (ｸﾙｽﾀｰｷｰ系)

ハマキムシ類 ハマキムシ類 ハマキムシ類 ハマキムシ類 ハマキムシ類 ハマキムシ類 ハマキムシ類 ハマキムシ類

19616 ゼンターリ顆粒水和剤ＢＴ(ｱｲｻﾞﾜｲ系) 普・Ａ

果樹類：作物指定無し

黒星病、褐斑病 黒斑病、うどんこ病 灰星病 灰星病 すす斑病、枝枯病

18821 ベルクート水和剤 ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝ 普・Ａ 斑点落葉病、すす斑病 黒星病 灰色かび病、灰星病

果　樹 輪紋病、黒点病 輪紋病 黒星病、環紋葉枯病

黒星病、褐斑病 黒星病、輪紋病 灰色かび病、黒とう病 灰星病 灰星病 灰星病、黒星病

11574 トップジンＭ水和剤 ﾁｵﾌｧｰﾈｰﾄﾒﾁﾙ 普・Ａ うどんこ病、腐らん病 うどんこ病 褐斑病、晩腐病、芽枯病 せん孔病 せん孔病 環紋葉枯病

黒点病、モニリア病 腐らん病 うどんこ病 幼果菌核病 幼果菌核病 葉炭疽病

モニリア病、腐らん病 黒星病 カイガラムシ類 カイガラムシ類 カイガラムシ類 カイガラムシ類 カイガラムシ類 カイガラムシ類

殺菌剤 4358 石灰硫黄合剤 石灰＋硫黄 普・Ａ うどんこ病､カイガラムシ類 カイガラムシ類 ハダニ類 ハダニ類 ハダニ類 ハダニ類 ハダニ類 ハダニ類

落葉果樹に登録 黒星病､ハダニ類 ハダニ類 越冬病害虫 越冬病害虫 越冬病害虫 越冬病害虫 越冬病害虫 越冬病害虫

斑点落葉病、黒星病 赤星病、疫病 晩腐病、べと病 褐色せん孔病 黒星病 黒星病 灰色かび病

21292 オーソサイド水和剤８０ ｷｬﾌﾟﾀﾝ 普・Ｃ 輪紋病、炭疽病 黒星病、炭そ病 褐斑病、黒とう病 灰星病 すす斑病 すす斑病 斑点病

すす斑病 輪紋病 灰色かび病 炭疽病

モニリア病 灰星病 灰星病

14498 スミレックス水和剤 ｼﾞｶﾙﾎﾞｷｼ 普・Ａ

斑点落葉病、すす点病、モニリア病 黒星病、白紋羽病 晩腐病、黒とう病 白紋羽病 黒星病

22631 フロンサイドＳＣ ﾌﾙｱｼﾞﾅﾑ 普・Ｃ 黒星病、すす斑病 黒斑病 枝膨病、べと病 灰色かび病

（土壌潅注もあり：注意） 輪紋病、褐斑病 輪紋病 灰色かび病 白紋羽病

注意事項 ＊コサイドボルドー（りんご、ぶどう、おうとう）、ＩＣボルドー（ぶどう、おうとう、うめ）、クプラピットホルテ（なし、りんご）、園芸ボルドー（なし、ぶどう）、Ｚボルドー（りんご、すもも、ぶどう、おうとう、うめ）、などの登録がある。

＊ブルーベリーにバイオトピア、オキシラン、デルフィン、”ダイアジノン粒剤５、”サイアノックス水和剤、”ストロビードライフロアブルの登録がある。ハスカップにテルスター、オキシラン、アディオンの登録がある（”を附した薬剤は登録拡大）。

＊ＢＴ剤は、掲載のほかに、果樹類（作物指定無し）の登録で、エスマルクＤＦ、デルフィン顆粒水和剤がある。

＊樹種により適正使用基準および使用倍率を確認し使用すること。



１２．花　き　類 （花き類．観葉植物） 防　除　ガ　イ　ド
（　１　）　花　き　類・観葉植物

作物名 農薬番号 農　　薬　　名 系統名
毒性・
魚毒性

灰
色
か
び
病

株
腐
病

菌
核
病

茎
腐
病

黒
斑
病

苗
立
枯
病

立
枯
病

う
ど
ん
こ
病

疫
病

半
身
萎
凋
病

適正使用基準 使用倍率

23479/14390 ｶﾞｽﾀｰﾄﾞ又はﾊﾞｽｱﾐﾄﾞ微粒剤 ﾀﾞｿﾞﾒｯﾄ 劇・Ａ － ● ● ● 青枯病● 萎凋病● ● 播種～定植前：１回 20～30kg(青枯病30kg)

5250 ドロクロール ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝ(80%) 劇・Ｂ － 株枯病● 萎凋病● ● ● －：２回(床土１回、圃場１回) 圃場2～3ml/穴

花き類 21292 オーソサイド水和剤８０　※１ ｷｬﾌﾟﾀﾝ 普・Ｃ － － － ● － ● ● － － － －：８回 600倍

・ 18358 カリグリーン（きくを除く） 炭酸水素ｶﾘ 普・Ａ － － － － － － － ● － － 発病初期：ー 800倍

観葉植物 17697 ゲッター水和剤（ひまわり・ゼラニウムを除く） ｼﾞｪﾄﾌ+ﾍﾞﾝｽﾞｲﾐ 普・Ａ ● － － － － － － － － － －：５回 1,000倍

9625 サンヨール　※２ DBEDC 普・Ｂ ● － － － － ● － － 発生初期：８回 500倍

11574 トップジンＭ水和剤 ﾍﾞﾝｿﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ 普・Ａ － － ● － － － － － － － －：５回 1,500倍

殺菌剤 19100 フルピカフロアブル ﾍﾟﾊﾟﾆﾋﾟﾘﾑ 普・Ｂ ● 発病初期：５回 2,000～3,000倍

15176 ポリオキシンＡＬ水溶剤 抗生物質 普・－ ● － ● － － ● － － 発病初期：８回 2,500倍

15890 ポリベリン水和剤　※３ ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝ 普・Ａ ● － － － － － － － － － 発病初期：８回 1,000倍

19723 モレスタン水和剤（カーネを除く） ｷﾉｷｻﾘﾝ 普・Ｂ － － － － － － － ● － － 発病初期：１０回 2,000～3,000倍

16558 リドミル粒剤２ ﾒﾀﾗｷｼﾙ 普・Ａ － － － － － － ● － ● － 定植時又は生育期：３回 20kg/10a (土壌表面散布)

作物名 農薬番号 農　　薬　　名 系統名
毒性・
魚毒性

ア
オ
ム
シ
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オ
タ
バ
コ
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オ
ン
シ
ツ
コ
ナ
ジ
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コ
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類
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類

ハ
マ
キ
ム
シ

適正使用基準 使用倍率

19993 オルトラン粒剤 有機ﾘﾝ 普・Ａ － ● － － － － － ●（6kg） ● － 発生初期：５回 株元散布 3～6kg/10a

19103 ベストガード粒剤（きく・キンセンカを除く） ｸﾛﾛﾆｺﾁﾆﾙ 普・Ａ － ● － － － － － － － － 発生初期：４回 株元散布 1～2g/株

花き類 15957 アディオン乳剤（はぼたんを除く） 合ﾋﾟﾚ 普・Ｂ － ● － － － ● － ● － ● 発生初期：６回 2,000倍（ｱﾌﾞﾗ2,000～4,000倍）

・ 18562 アドマイヤーフロアブル（きくを除く） ｸﾛﾛﾆｺﾁﾆﾙ 劇・Ａ － ● － － － － － － － － 発生初期：５回 2,000倍

観葉植物 19842 アファーム乳剤 ｴﾏﾒｸﾁｵﾝ 普・Ｃ － － ● － － ● － － 発生初期：５回 1,000倍(ｱｻﾞﾐ2,000倍)

19992 オルトラン水和剤 有機ﾘﾝ 普・Ａ ● ● － － － － － ● ● － 発生初期：５回 1,000倍(ｱﾌﾞﾗ・ｱｻﾞﾐ1,000～1,500倍)

12455 ＊カルホス乳剤 有機ﾘﾝ 劇・Ｂ － － － ●（若齢幼虫） － － － － － － －：４回 1,000倍

19186 コテツフロアブル（きく、ストックを除く） 呼吸阻害 劇・Ｂ － － － － ● ● － － 発生初期：２回 2,000倍

殺虫剤 23021 スプラサイド乳剤４０ 有機ﾘﾝ 劇・Ｂ － － － － ● － － － － － 発生初期：６回 1,000倍

4962 スミチオン乳剤 有機ﾘﾝ 普・Ｂ ● － － － － － － － ● ● －：６回 1,000倍

21644 チェス顆粒水和剤 ﾋﾟﾒﾄﾛｼﾞﾝ 普・Ａ － ● － － ● － － － － － 発生初期：４回 5,000倍

16094 ニッソラン水和剤 殺ﾀﾞﾆ剤 普・Ｂ － － － － － － ● － － － －：２回 2,000～3,000倍

20388 粘着くん液剤 ﾃﾞﾝﾌﾟﾝ 普・Ａ － － － － － － ● － － － 発生初期：ー 100倍（150～300L/10a）

18345 ピラニカＥＷ（カーネーション・きくを除く） 殺ﾀﾞﾆ剤 劇・Ｃ － － － － － － ● － － － 発生初期：１回 2,000倍

19102 ベストガード水溶剤　※４ ｸﾛﾛﾆｺﾁﾆﾙ 普・Ａ － ●（2,000倍） － － ● － － － － － 発生初期：４回 1,000倍

2280 マラソン乳剤 有機ﾘﾝ 普・Ｂ － ● － － － － ● － ● － 発生初期：６回 2,000～3,000倍

17113 ロディー乳剤 合ﾋﾟﾚ 劇・Ｃ － ● － － － － ● － － － －：６回 1,000倍
注意事項 ＊カルホス乳剤は、ｷｸ、ｶﾞｰﾍﾞﾗ、ｼｸﾗﾒﾝ､ｱｼﾞｱﾝﾀﾑを除く（マツカイガラムシに効果あり）。
※１：オーソサイド水和剤８０は、ばら・りんどう・せんにちそう・コスモス・ひまわり・シネラリア・スイートピー・みやこわすれ・アンスリウム・斑入りアマドコロを除いた登録内容である。
※２：サンヨールは、ばら・きく・ペチュニア・パンジー・スターチス・プリムラを除く登録内容である。
※３：ポリベリン水和剤は、ストック・スターチス・チューリップ・ばら・クルクマを除いた登録内容である。 ※４：ベストガード水溶剤は、ポインセチア・きく・ばら・ユリを除いた登録内容である。

一年生雑草●（20～60kg/10a）

ｾﾝﾁｭｳ類・ﾈｷﾘﾑｼ類● 青枯病●

ｱﾌﾞﾗﾑｼ・ﾊﾀﾞﾆ類●

（※ばら、スターチス、宿根かすみそう、ゆり、りんどうを除く）

ﾊﾀﾞﾆ類●

ｱｻﾞﾐｳﾏ類●

ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ●



１３．　樹　木　類　防　除　ガ　イ　ド(ﾏｲﾅｰ作物ｸﾞﾙｰﾌﾟ化)　
（　１　）　樹　木　類
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適正使用基準 使用倍率

19992 オルトラン水和剤 有機リン 普・Ａ － － － － － － － － 発生初期：５回 1,000倍

23021 スプラサイド乳剤４０ 有機リン 劇・Ｂ － ● － － － － － － 発生初期：５回 1,000～1,500倍

樹木類 4962 スミチオン乳剤 有機リン 普・Ｂ ● － － － － ● － ● －：６回 1,000倍(ｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄﾘ500～1,000倍)

4262 ダイアジノン水和剤３４ 有機リン 劇・Ｂs ● － － － － － － － － － 発生初期：４回 1,000～1,500倍

殺虫剤 14459 トアロー水和剤ＣＴ ＢＴ(ｸﾙｽﾀｰｷｰ系) 普・Ａ ● － － － － － － － 発生初期：ー 1,000～2,000倍(ｲﾗｶﾞ類1,000倍)

17167 トレボン乳剤 合ピレ 普・Ｂ － － ●(2,000倍) － － － 幼虫発生期：６回 2,000～4,000倍

12455 ＊カルホス乳剤 有機リン 劇・Ｃ ｹﾑｼ類● － － － － － － － －：６回 1,000倍

樹木類 16300 トリフミン水和剤 DMI(ﾄﾘﾌﾐｿﾞｰﾙ) 普・Ｂ 発病初期：５回 3,000倍

13411 トップジンＭペースト ﾍﾞﾝｽﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ 普・Ａ 枝切除後：１回 原液塗布

殺菌剤 11574 ＊トップジンＭ水和剤 ﾍﾞﾝｽﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ 普・Ａ 発病初期：５回 1,000倍

9512 トレファノサイド粒剤2.5 ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ 普・Ｂs 植付後、生育期（雑草発生前）：２回 4～5kg/10a

樹木類 7327 トレファノサイド乳剤 ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ 普・Ｂs 植付後、生育期（雑草発生前）：２回 200～300ml/10a

20958 バスタ液剤 ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ 普・Ａ １年生雑草 雑草生育期：３回 300～500ml/10a

除草剤 21766 ﾗｳﾝﾄﾞｱｯﾌﾟﾏｯｸｽﾛｰﾄﾞ ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 普・Ａ １年生雑草(多年生雑草500～1,000ml/10a､スギナ1,500～2,000ml/10a) 雑草生育期：４回 200～500ml/10a

22161 タッチダウンＩＱ ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 普・Ａ １年生雑草(草丈30cm以下) 雑草生育期：４回 250～500ml/10a
注意事項 ＊カルホス乳剤は、樹木類（まさき、もっこく、すぎを除く）の登録内容である。 ＊トップジンＭ水和剤は樹木類（つつじ類・かし・さくら・じんちょうげ・ぼけ・ポプラ・いぬつげを除く）の登録内容である。

＊トアロー水和剤CTは樹木類（つばき類を除く）の登録内容である。 ＊トレボン乳剤は樹木類（つつじ類・ポインセチア・ソテツを除く）の登録内容である。

ﾌﾗｰﾊﾞﾗｿﾞｳﾑｼ●

ｱｻﾞﾐｳﾏ類●

ｹﾑｼ類●(1,000倍)

ｲﾗｶﾞ類●

ｼｬｸﾄﾘﾑｼ類●(4,000倍) ｹﾑｼ類●(4,000倍)

ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類●

うどんこ病　● － －

１年生雑草（ツユクサ科・カヤツリグサ科・キク科・アブラナ科を除く）　雑草発生前　畦間・株間土壌散布

１年生雑草（ツユクサ科・カヤツリグサ科・キク科・アブラナ科を除く）　雑草発生前　畦間・株間土壌散布

－ ゆ合促進　● －

斑点症・ごま色斑点病・輪紋葉枯病● 炭そ病　●（1,000～1,500倍） うどんこ病●



　

　１．農薬散布前のチェック
・農薬のラベルは確認しましたか？ ・適用作物・希釈倍数・収穫前日数・使用回数等に問題ありませんか？
・使用する農薬はドリフト（飛散）の可能性がありませんか？ ・近接作物にも登録がある農薬で代用できませんか？
・周辺圃場に栽培されている作物は確認しましたか？ ・収穫時期が近い作物はありませんか？
・近隣の生産者と連絡をとっていますか？ ・収穫時期が近い作物がある場合は散布日を調整していますか？

　（遮蔽シート・ネットなどの利用も有効です）

　２．農薬散布時のチェック
・散布器具はきれいに洗浄してありますか？ ・前回使用した農薬は残っていませんか？
・風の強さ・向きは確認しましたか？ ・風の強い日に散布していませんか？
・調整した散布液は適切な量ですか？ ・必要以上に多く散布していませんか？
・散布圧力や風量は適切ですか？ ・必要以上に圧力・風量をあげていませんか？

　（飛散低減タイプのノズルの使用も有効です）

　３．農薬散布後のチェック
・生産履歴（農薬を使用した①月日、②圃場、③作物、④農薬名、⑤使用量または濃度、⑥使用回数など）をきちんと記録しましたか？
・使用器具はきちんと洗浄しましたか？

　４．収穫時のチェック
・農薬を使用した日から収穫した日まで決められた日数をあけていますか？
・農薬の付着した手袋や器具等が収穫物に触れていませんか？
・生産履歴は、きちんと提出していますか？

★★★　「リスクをゼロにすることは困難ですが、食の安全・安心を確保するために生産者ひとりひとりが気をつけましょう」　★★★

農　薬　散　布　の　基　本　技　術
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